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邦訳への序文

山下輝夫
（東京大学名誉教授）

　本書は、Paul Kabrna 氏による 2007 年発行の著書 John Milne: The Man Who Mapped 
the Shaking Earth の、桑原央治氏による邦訳である。地震学を学び始めたばかりの学生諸
子は別として、我が国の地震研究者でジョン・ミルン（John Milne）の名前を知らないとい
う人は、まず、いないだろう。ミルンが、James Alfred Ewing（1855-1935）、Thomas Gray

（1850-1908）とともに開発した三成分地震計による東京気象台（現気象庁）での地震波観測
の開始（1885 年）は、客観性のある定量的科学としての近代地震学の黎明を告げるもので
あった。また、本書でも述べられているように、日本地震学会は、ミルンの主導のもと
1880 年に設立された世界初の地震学会であり、地震学を近代科学として形成する上で大き
な役割を果たした。ミルンを始めとする先人達が、どのように試行錯誤を繰り返しながら、
近代地震学の創成に関わったかを知ることは、現代の我々にとっても地震学の新たな展開の
ために何らかのヒントになるかもしれない。邦訳ということもあり、他分野の方々も含め
て、学問の創成の息吹というものを比較的容易に感じることもできるだろう。特に、地震学
を学び始めた若い人々に是非読んで頂きたいと思う。本書を読むと、ミルンの冒険心、幅広
い分野への関心や地震現象理解への熱意に、あらためて驚かされる。

　訳者は現在、地震研究所に勤務しているが、國學院大學文学部（専攻・万葉集）を卒業
後、長年にわたり東京都立高校・定時制で教鞭をとってきたという異色の経歴の持ち主であ
る。都立大島高校在任中、1986 年伊豆大島噴火に遭遇し全島避難を経験、さらに、故郷の
神戸が 1995 年阪神淡路大震災で壊滅的な被害にあったことなどが、地震・火山現象に関心
を持つ端緒になったとのことである。氏は、日本地震学会が兵庫県南部地震を契機として発
足させた「学校教育委員会」の初代委員長を務め、そのキャリアを生かして、教育を通した
研究成果の社会への還元を進めるための人的ネットワークを形成するなど、現在の同委員会
の活動の基礎を築いた。地震研究所では、地震・火山研究に関する広報・アウトリーチ活動
などに長らく携わってきた。本書を翻訳するに際しての直接のきっかけは、ミルンの一族で
ある Jenny Milne 氏と知り合いになったことだと聞いている。翻訳に際しては、ミルンが
晩年、夫人のトネとともに居住した英国ワイト島や彼の生まれ故郷のロッチデールを氏自身
が訪問し、原著者である Paul Kabrna 氏ともお会いして意見交換をしてきたとのことであ
る。読者の理解を深めるため、原著者の許諾を得て写真・図版もいくつか付属資料として掲
載されている。単に字面だけの翻訳ではないことが良くわかる。
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著者について
　ポール・カブルナ［Paul Kabrna］は、クルー & アルサガー高等専門学校を卒業し、地質
学の教師となった。
　1970 年から 2 年間、地質学協会の北東ランカシャー・グループの議長を務め、1985 年か
ら 1990 年まで NELGGA 会報の共同編集者を務めた。
　1989 年には、ヨークシャー地質学会に参加し、1991 年から 11 年間会報編集者として、そ
して 3 年間 Web 編集者として、評議員に就任した。
　ポールは、彼の妻イボンヌ・ジェームズ、およびリーズ大学のポール・ウィグナルととも
に、1990 年にクレイブン & ペンドル地質学会を設立した。

図 1　ロッチデールの ʻジョン・ミルン・パブʼ でくつろぐ
著者（2006）。壁には、ジョン・ミルンの肖像（左）、
ミルン一家の写真（右）。  
Ⓒ Yvonne James（2006）

図 2　郊外レストランでの著者  
Ⓒ Eiji Kuwabara



─ iii ─

　「地震現象は彼の重要な研究であると同時に、喜びにあふれる仕事でもあった。彼にとっ
て地球は、風の神アイオロスの風

エオリアン

鳴琴
ハープ

のようなもので、あらゆる天体の影響によって震え、
太陽の熱帯の光線によって奏

かな

でられ、その膝の上で気ままな海に癒
い

やされ、嵐の力によって
鳴り轟

とどろ

く。北極から南極への地震と火山に揺さぶられながらも、12,000 マイルも離れたとこ
ろからの微弱な振動でも、シャイドの彼の地震計への柔らかい鼓動によって再現される。」

　　　　　　　　　　“高名な存命の地質学者：ジョン・ミルン”
　　　　　　　　　　地質学雑誌［Geological Magazine］、第 9巻、No. 578、1912年 8月

　「英国の地震学者は、20 世紀を通して問題の発展に、重要な役割を果たし続けている。こ
れは特に今世紀初頭において真実であり、その時代には世界的な地震監視はジョン・ミルン
1 人の責任で、効果的に行われていた。」

R. M. W. ミュッソン（英国地質調査所）2003
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謝　　辞
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で、助言とコメントをくれたことをありがたく思っている。
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イボンヌ・ジェームズ、クレイブン＆ペンドル地質学会：ジョン・ミルン・パブ、石柱、
ロッチデール共同墓地、ミルン系図、ストニーハースト・カレッジ観測所

『地域学習』“Local Studies”、タッチストーンズ・ロッチデール［美術館］、MBC：1904 年
のドレーク通り

W・A・モンテベッチ［W. A. Montevecchi］、ニューファンドランド記念大学：ファンク島
NASA ジョンソン宇宙センター：ニューファンドランド　シナイ半島　ミルン火山
ウラジミール・クルプニク［Vladimir Kroupnik］、パース、西部オーストラリア： 

ニジニ・タギル、レナ金鉱、イルクーツク  
『ロシアの金』［“Nizhniy Tagil, Lena Goldfield, Irkutsk”］（モスクワ、1994）による。

中野　俊
しゅん

、地質調査所［現在は産業技術総合研究所］：伊豆大島火山
川
かわなべ

邊禎
よし

久
ひさ

、地質調査所：伊豆大島火山
アレキサンドル・ベロウソフ［Alexander Belousov］、ロシア連邦、カムチャツキイ、ペト

ロパブロフスク、火山学研究所：パラムシル島、パラムシル島エベコ火山
長崎大学図書館、志

し ば

波原
はら

智
とも

美
み

：美濃・尾張地震、浅間山、富士山、鎌倉の大仏、アイヌ人の
明治時代の写真

本田　裕、東北大学、地球科学部門、三重大学、津、日本：根尾谷断層崖、地震断層観察館
ノラン・C・エバンゲリスタ［Nolan C. Evangelista］、フィリピン火山学地震学研究所：地

震断層観察館内の根尾谷断層のトレンチ
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Kaori Kurita、マドリッド、スペイン：浅間山
科学博物館［Science Museum］、科学と社会のライブラリィ、ロンドン：ミルンの水平振

り子地震計、1899
ジョナサン・クラットワーシー［Jonathan Clatworthy］、ラップウオース地質学博物館  

バーミンガム大学：ミルン＝ショー式地震計
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序

ワイト島ではしばらく忘れ去られて

パトリック・A・ノット
［Patrick A. Nott　ワイト島芸術工科大学工学部物理学教授］

　最初の完全な伝記『ジョン・ミルン：近代地震学の父』［“John Milne: Father of Modern 
Seismology”］［邦訳は宇佐美龍夫監訳『明治日本を支えた英国人　地震学者ミルン伝』日本
放送出版協会］が書かれることになったのは、まったくの偶然だった。1970 年代の早い時
期に、レスリー・ハーバート・ガスター（Leslie Herbert-Guster　悲しいことに数年前に亡
くなった）と私は、ワイト島［Isle of Wight　英国南部の島。ヴィクトリア女王の別荘が
あったことで知られる。図 51］における技術の歴史について書くつもりだった。ジョン・
ミルンについて（その頃は名前しか知らなかったが）、書き始めようと決めていた。それは
単に、彼に会った事のある老人たちがまだ達者でいるだろうから、この歴史の章の中の 1 節
か 2 節を飾れるだろうと考えたのだった。

　さまざまな事情のために、ミルンの人生と国際的な仕事は、ワイト島ではほとんど忘れら
れていた。彼は第 1 次世界大戦勃

ぼっ

発
ぱつ

の直前に亡くなり、妻のトネは 1919 年に日本に帰国し
（彼らには子どもがいなかった）、観測所の機器はオックスフォードに移管された。1895 年
からワイト島での住居であったシャイド・ヒル・ハウスは売却され、その後建てられた敷地
の大部分と家の主要部分も、取り壊される前にすでに廃屋となっていた［図 70］。最近地震
が無かったこと、ますます増大する人口移動、科学と技術の多大な貢献に無関心という、島
にありがちなことのせいで、彼が紡

つむ

いだ歴史は私たちが調査を始めるまでに、すべて忘れ去
られていた。

　しかし私たちは幸運にも、彼とトネを良く知る数人の人々を見つけだし、話を聞くことが
できた。彼の学校時代のレポート 4 箱と、実にひどい状態の手書きの未刊行の原稿・・・い
くつかは日本での火事で焦

こ

げたもの・・・が、地元の記録保管所で発見された。カリスブ
ルック城博物館［Carisbrooke Castle Museum　ワイト島のニューポート（Newport）近郊、
カリスブルック城跡に設けられた博物館］は、私たちが見つけたまだカタログ化されていな
い、数 100 枚の白黒写真のネガを所蔵していた。また多くの人々から、彼の手描きの幻

げんとう

灯ス
ライドの箱を手に入れることもできた。すべての伝記研究者たちと同様に、彼の縁

えん

故
こ

者
しゃ

に会
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うために、気も狂ったように国中を縦断して駆けずり回り、7 年後にそのうちのいくらかを
出版するため、多くの図書館や記録保管所で、長時間を費やすことになった。

　だが調査途上では、滑稽なこともあった。レスリーと私は（同じ週末をまったく別個に過
ごしていた）、それぞれミルンの墓の在

あり

処
か

をつきとめ、お互いに自分が最初に調査に決着を
付けたことを相手に思い知らせようと思い、まさに同時に教会墓地の門にたどり着いたの
だ。それは幸運な突破口だった。古めかしい大英博物館の読書室で調べ物をしている時、ミ
ルンの書類の彼の名前の上に、“マーク・カーショー”［Mark Kershaw］と鉛筆で書かれて
おり、それがこのペンネームで書いた ʻ露天駅売りの古本小説ʼ の発見へと導いてくれたの
だ。1970 年代には ʻ植樹ʼ が流行し、ミルンを顕

けん

彰
しょう

するにふさわしい方法だと思われた。
我々は冗談で、「どうしてきつい仕事は、全部われわれに回って来るんだ？」とぼやいたり
したが、在英駐日大使が銘

めい

板
ばん

のベールを除幕し、ミルンが 教
きょう

鞭
べん

を執
と

っていた東京の大学敷地
から掘り取った桜の若木を、ニューポートに植樹することになった。それは日英両国の良好
な関係を確かなものにし、エリザベス女王の日本訪問の際に発行されたパンフレットの中
で、ミルンが取り上げられ、私たちによる伝記の日本での出版が紹介された。NHK のイン
タビューが数回行われ、彼の幻

げん

灯
とう

が日本の TV と新聞で特集され、世間の関心がミルンに集
まるようになった。BBC TV の “ブルー・ピーター”［“Blue Peter” 子供向け番組］と、
ジョン・クレイブンが司会する “ニュースラウンド”［“Newsround” ニュース番組］の放送
時間枠

わく

まで獲得できたのだから、ミルンなら褒
ほ

めてくれたことだろう。

　ジョン・ミルンという人間を良く理解するにつれ、徐々に明らかになってきたことは、彼
がお雇

やと

い外国人（名誉外国人雇用者）の講師や探
たん

鉱
こう

技師、地質学者、地震学者等の枠を、は
るかに超える存在だったということだ。ここには偉大なヴィクトリア朝の開拓者の 1 人、そ
の人生よりもずっと大きな熱情に駆

か

られ、人並み勝
すぐ

れた気前よさと親切心を持ち、さまざま
な背景を背負った人々に関心を持ち、大きなユーモアのセンスとちょっぴりいたずら好き
の、喜びに満ちあふれた 1 人の人間がいた。

　彼は自身のルーツに誇りを持ち、決してランカシャー訛
なまり

を失うことはなかった。私たちが
会った多くの人たちは、その訛と煙草で焦

こ

げた帽子のおかげで、彼のことだとすぐにわかっ
た。

　また決してロッチデール［Rochdale　歴史的にはランカシャーの一部で、ミルンが幼少
時を過ごした土地］での自分の子供時代から、自ら姿をくらまそうなどと企

たくら

んだことはな
い。ロイヤル・ビクトリア・ヨット・クラブを定期的に訪れて、ライド・サンズでの潮位を
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測定し、美
う

味
ま

いウイスキーを楽しんだり、管理人と家政婦の ʻ活動ʼ が、彼が読み取った地
震波形に再び現れるかどうかを観察していた。ゴルフクラブでも、王立協会［Royal 
Society］での権威ある講演や地方大学での講義でも、いつも同じだったとよく言われた。
彼のアクセントは（トネのブロークン英語、文化の多様性がシャイドの小さな村に運んでき
たものもそうだが）、ワイト島方言とは対照的だった。どれぐらいの日本語を、ジョンが読
んだり話せたりしたかは分からないが。

　その社会生活は、オズボーン・ハウス［ワイト島にある英国王室の離
りきゅう

宮。島はヴィクトリ
ア女王のお気に入りの保養地だった］を訪れることから始まり、トネはヴィクトリア女王が
ある時、コートを羽

は

織
お

るのを助けてくださったことを覚えている。彼らはシャイドでいつも
大切な訪問客（国際的な学者や、地方の写真団体のような団体）のホスト役を務めたが、そ
の際も果

きの

実
み

泥棒の子供たちの場合と同じように歓迎をした。少年が捕
つか

まって連れ戻された時
には、トネは彼らに小さな林

りん

檎
ご

を、ジョンは彼らが持てるだけの林檎を持たせてやった。ど
れだけの訪問者がチャリングクロス駅［ロンドンのターミナル駅］発シャイド行きの鉄道
の、00001 から始まる片道切符の通し番号を目にしたかどうかは分からないが、それは彼の
快活な愛情を描き出すとともに、魅惑的でいささかの風変わりぶりを照らし出してもいる。

　何年も前に島の古いメンバーと話をしてわかったことからすると、ジョン・ミルンは、彼
の地元であるロッチデールにあった古い茅葺き屋根のパブ ʻバーレイ・モウ［積み重ねた大
麦、の意］̓ と同じように、ここでも彼にちなんで名付けられたパブをとても喜んだことだ
ろう。それでもニューポートには彼の墓があり、古いシャイド・ヒル・ハウスの敷地の一
部、研究所の建物・・・現在はジョン・ハウスと呼ばれている部分とロッジがあり、思い出
のために植えられた桜の木と、すぐ行き止まりになる ʻミルン道ʼ がある。彼は袋小路が好
きだったのだろう。

　レスリー・ハーバート・ガスターと私は、最初にミルンの人生を記録したジョン・ワート
ナビー［John Wartnaby］が修士論文で論述した内容に、大いに助けられ励まされた。しか
し今ポール・カブルナによる、偉大なヴィクトリア朝の記憶を生き生きと守る新しい作品を
迎えることは、真の喜びだ。というのもこの書が、ミルンのランカシャー特にロッチデール
との関係と、地質学への関心を発展させることになったきっかけを知ることになるからだ。

『ジョン・ミルン：近代地震学の父 』から 30 年がたち、この文章と挿絵はワイト島シャイド
でのミルンの生活（彼の広範な活動と業績になった出版物という遺産）を描き出すことで、
前書の足らざる部分をよく補

おぎな

ってくれている。ここに再び、最初の地震学の教授（名誉退職
していたとしても）を祝福する学問的成果が刊行されたのである。
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はじめに

　英国における地質学の最も優れた先駆者である、ジェームズ・ハットン［James Hutton 
1726-1797］、ウィリアム・スミス［William Smith 1769-1839］やアダム・ セドウィック

［Adam Sedwick 1785-1873］と比べると、ジョン・ミルン（1850-1913）の人生と仕事は、
故国でそれほどよく知られているわけではない。もし本当に彼という人物に注目するとした
ら、彼が 19 世紀後半、日本にいた間の ʻ地震計の進歩への貢献ʼ によるものだろう。それに
よって、ジョン・ミルンは〈近代地震学の父〉として知られるようになったのだ。さらに
人々は彼を、〈地震屋ミルン〉と呼んだ。彼は日本の英雄であり、世界中で賞賛されたが、
現在では地震学者たちによって記憶されているだけだ。もし彼の人生と仕事を少しでも深く
探ってみるなら、その存在がまさに ʻ多様体ʼ であったことがわかるだろう。

　この書をなすにあたって、彼の地質学的業績を明らかにし、同時にその好奇心が養われた
故郷ロッチデールでの、一族のルーツから足

そく

跡
せき

を追うことによって、ミルンの人生を顕彰し
ようというのが私の願いである。学校、大学で得た賞品や賞は、彼の熱心で勤勉な教育への
態度を表している。冒険好きな性格は、10 代の早い時期に顕著になり始め、一生を通して
心の中で燃え続けた。初期の成果も、科学界によって気づかれずに放置されることはなかっ
た・・・そのうちのいくつかは、在学中と後

のち

の国外での重要な探検旅行のメンバーとしてこ
の若者を推薦するのに、何の躊

た め ら

躇いも感じさせないものだった。

　ミルンの鉱物学と国際的な探検中の採
さい

鉱
こう

を専門とする、野外地質学者としての偉
いぎょう

業とあい
まった学問的な名声は、既に定まっていた。それは教師・講師として、その多くをヨーロッ
パ、またアメリカから外国の科学者と技術者として雇おうとしていた、日本の明治政府の関
心を引いた。そのおかげで 25 歳のミルンは、新しく設立された東京の工部省工部寮［後の
工部大学校］の、鉱山学と地質学の教授という地位を提供されることになったのだ。彼はこ
の申し出を承諾したが、どのようにして東京まで辿

たど

り着くかを決めなければならなかった。
恐れを知らぬ多くの旅行者たちにとっては、長

ちょうと

途の船旅というのがわかりきったコースだっ
た。だがミルンは船酔いしがちだったので、船旅が好きではなかった。熟考後彼は、スカン
ジナビア、ロシア、シベリア、モンゴル、中国を経由する日本への陸路を計画したことを公
表して、同僚と友人たちを驚かせることになる。多くの友人は、未知の地域を通る、長く危
険で不適当なルートを考えたミルンを、賢明ではないと思った。

　彼は日本での在職期間中、野外調査のための健康な冒険心と意欲を持った、働き者の ʻお
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雇
やと

い外国人ʼ という評判を得た。機会があると、まず日本本州での、興味深い火山を訪ねる
巡
じゅん

検
けん

に出かけた［50 座の火山を訪ねたという］。また考古学と日本人の起源について関心
を深め、終

つい

には北の島、北海道の函館まで足を伸ばすことになった。日本滞在中、地震計や
地震学の発展への貢献にとどまることなく、幅広く多くの巡検を行ったのだった。

　日本で過ごした 20 年の後、（思いもよらなかった事件のせいで）ミルンは英国に帰国する
ことになり、妻トネ、信頼する汚

けが

れを知らぬ（Snowy［広田のあだ名］）広
ひろ

田
た

忍
しのぶ

とともに、
ワイト島に定住することになった。そこでの多くの時間は、地震計という機器の進歩と、世
界的な地震学ネットワークの設立を促進することに費やされた。ミルンが幹事になること
で、ワイト島は英国科学振興協会地震学委員会［British Association for the Advancement 
of Science（BAAS）Seismological Investigation Committee］の後

あと

押
お

しにより、少なくとも
しばらくの間、地震関連諸学の世界センターであった。彼は 1913 年に 62 歳で亡くなるま
で、委員会の幹事であり続けた。

　彼はいつも自身を、〈ロッチデールっ子〉だと考え、ランカシャー訛
なまり

を保ち続けることを
誇りにしていた。とりわけ友人や同僚との談話の席では、くつろいだ気分になることができ
た。彼らの多くはミルンの、伝染性のあるユーモアのセンスを、懐

なつ

かしく思い出している。
彼は地震学の研究というライフワークを見つけ、自然科学の最先端の位置を手に入れたのだ。

　ジョン・ミルン教授の話を広く皆のものとすることで、その人生と業績が正当に評価さ
れ、（そしてより重要なことだが）忘れ去られないことが私の望みなのだ。

図 3　ランカシャー、ロッチデール、ミルンロウのニューヘイ・ロードにあるパブ ʻジョン・ミルンʼ
ⒸYvonne James（2006）
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第 1 章

場面設定
　マンチェスターの北東に位置するロッチデール［Rochdale］の街は、ローゼンデール 丘

きゅう

陵
りょう

の南端にある。ピーク・ディストリクト［Peak District 英国最初の国立公園］は、その
中央に位置するペニン山脈の南東から東にあたる。ロッチ川が街の中央を流れ、ミルンの時
代には（現在の）ドレーク通りの底を浅瀬づたいに渡ることができた。

　19 世紀後半の中頃には、ロッチデールは羊毛工業と綿紡績を主とする、典型的な工場街
だった。1844 年、トード通り 33 番地で〈協同組合運動〉が誕生した。この街の組合先駆者
たちは知る由

よし

もなかったが、その組織は終には、世界のあらゆる地域に手を伸ばすことになっ
たのだ。たとえ街の多彩な歴史が書き残されていたとしても、ミルン時代の 2 つの地質学的
遺産という側面も、触れるに値するものだ。それは、

1）スパルス・ボトムズにある、ロッチデール・タウン・ホールの南西約 1/2 マイル［800 m］
で、近くの化石収集家が 1903 年に、アーレイ・マイン炭層の 135 フィート［約 40 m］上
の頁

けつ

岩
がん

［粘土が固まってできた板状の堆積岩］層から採取された、粘土質炭酸鉄鉱の小さ
な塊

かたまり

から、石
せき

炭
たん

紀
き

［地質年代の 1 つ。3 億 5920 万年前から 2 億 9900 万年前までの時期］
サソリの新種を発掘し、測ってみると体長 74 mm で、ʻ優美な形態ʼ という美点で知られ
た石炭紀サソリとは異なるものだった。ウォルター・ボールドウィンとウィリアム・ヘン
リー・サトクリフは、サソリを発見したロッチデールの A・W・パーカーとの議論の結果、
最初に発見されたスパルス・ボトムズにちなんで、Eoscorpius Sparthensis［エオスコル
ピウス・スパルテンシス］と命名することにした。1904 年 4 月、ボールドウィンとサト
クリフは、彼らの発見をロンドン地質学会［Geological Society of London 1807 年創立。
世界で最も古い地質学会］で発表した。どこでサソリが発見されたか、どのような特徴が
あるか、そしてその発見の地質学的意義について講演した。

2）バリー・ロードにある、ロッチデール共同墓地という思ってもみない場所で、英国に
おける最も早い地質学的足跡の 1 つを、見ることができる（1885）。その痕

こん

跡
せき

はジェームズ・
ホルスフォールとロバート・ローという、地元在住の 2 人によって残された。約 3～4 フィー
ト［0.9～1.2 m］の高さで、共同墓地の中に英国国教会、ローマ・カトリック、非国教派
のそれぞれの墓所の間に、境界線のように並べられた、30 本の石の記念柱（地質学的墓

ぼ
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碑
ひ

）の形をしている。石柱は著名な地質学者であるサー・ウィリアム・ボイド＝ドーキン
ズ［Sir William Boyd-Dawkins］教授の注意をひき、彼はこの試

こころ

みの地質学的意義を述べ
た上で、1881 年に地方自治体が、注目に値する興味深い取り組みをやり遂げたことを祝
福した。

　石柱の大多数は、シルル紀［約 4 億 4370 万年前から約 4 億 1600 万年前］のウェンロック
石
せっ

灰
かい

岩
がん

［炭酸カルシウムを 50 % 以上含む堆
たい

積
せき

岩］がその 1 例であるように、ありふれた堆
積岩の典型である。北アイルランドの、ジャイアンツ・コーズウェー［Giantʼs Causeway 
巨人の石道］で採

と

れた玄
げん

武
ぶ

岩
がん

［火成岩の 1 種。安
あん

山
ざん

岩
がん

（火成岩の 1 種）より黒っぽい］や、
アバディーンの赤灰色花

か

崗
こう

岩
がん

のような、いくつかの火成岩の例もある。変成岩には、イタリ
アのカッラーラの白大理石と記録されたものも存在する。ただこれら堆積性の岩石標本の多
くは、ひどく風化してしまっているが。

家族の歴史
　ジョン・ミルンの父（その時代には、息子に父の名前を与えるのが慣習だったので、同じ
ようにジョン・ミルンと名付けられた）と、ワーキングハムのジェームズ・トワイクロス

［James Twycross］の娘である妻のエマ［Emma］は、どちらもロッチデールに住んでいた。
祖父も同様にジョン・ミルンを名のり、クレイ・レーン［粘土横丁］のジョン・カーショー

［John Kershaw］の娘アン・カーショー［Ann Kershaw］と結婚した。ミルン一族は何世
紀もの間、ロッチデールとその周辺に住み続けてきた。ロッチデールのミルンロウ［Milnrow］
に残るミルン家の最も古い記録は、はるばる 1626 年にまで遡

さかのぼ

る。

図 4　様々な形の石柱は、ロッチデール墓地で見つかる。墓地への入り口は、B6452 サンデー・レーンと隣り合っ
た B6222 バリー・ロードにある。 ⒸYvonne James（2006）
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　ミルンの父は、成功した羊毛商人だった。彼は最初の子どもを身ごもっていた妻のエマ
と、リバプールに旅した。寒い冬の夜、ジョンは 1850 年 12 月 30 日に、リバプールのエッジ・
ヒル地区マウントバーノンで産

うぶ

声
ごえ

をあげた。

　ジョンが生後 3 週間の時、一家はドレーク通り 147 番地、ロッチデールの家に戻った。そ
して 3 ヶ月後 1851 年 3 月 2 日に、聖

セント

ジョン教会で幼いジョンに洗礼を施
ほどこ

すために、リバプー
ルに戻った。教会のあった場所は 1904 年には、現在セント・ジョン庭園として知られるひ

4

な壇
4 4

式庭園として公開されている。

　1910 年の地元紙『ロッチデール・タイムズ』［“Rochdale Times”］に寄稿した記事で、ミ
ルン教授はロッチデールでの幼少時を回想している。「私はドレーク通り 147 番地を覚えて
いる。天

てん

窓
まど

のある裏の寝室で、母が鏡の前でちょっとおめかしをし、私はその背後でベルベッ
トのペチコートをはき、ダチョウの羽で装

よそお

った帽子をかぶり、ご近所へのお披
ひ

露
ろ

目
め

の準備を
していたのを覚えている。何やら背の高いものが、カーテンに包まれて天窓の下に立ってい
た。内側に入り込み、見つけた紐

ひも

を引っ張った。するとカーテンがまつわったその妙なもの
は、一瞬にしてシャワー室と変じた。とうとう私がお披露目に連れ出されることはなかった。
数年後まで、呼び鈴

りん

の紐
ひも

を引っ張ることさえしなかった。」

図 5　ジョン・ミルンの家系図の一部
ⒸYvonne James（2006）
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　やがてミルン一家はより快適な環境の、タンシル・ハウスに転居した。タンシル農場は現
在でも、高速幹線道路 M62 に隣接しているが、タンシル・ハウスはおそらく M62 道路建設
で取り壊されたためだろう、 その在処をつきとめることができなかった。

　若いミルンは好奇心の塊で、何事についても質問することを躊躇わなかったので、彼が学
齢に達した時、（特に母親は）おそらくほっと一息ついたことだろう。ドレーク通りから離
れたミルクストーン通りにあった共学学校の教師フィッシャー嬢は、若いジョンの学問的進
歩を指導する責任を負うことになった。彼に先

さき

々
ざき

もたらされることになった奨学金や賞から
判断するに、熱心で勤勉な生徒だったことは疑いない。初めて得た賞品の 1 つは、『知への
誘
いざな

い』［“The Guide to Knowledge”］という本だった。後の回想によると、この本を授与さ

図 6　1904 年、ドレーク通りでの開放天井の路面電車
ⒸLocal Studies, Touchstones, Rochdale, Rochdale MBC.

図 7　ジョン・ミルンは、ドレーク通り 147 番地に住んでいた（左端）。2006 年撮影
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れたことは、彼のインスピレーションを刺激したようだ。

　中等教育は、リバプール師範学校付属中等学校で始まった。若いミルンは勤勉に学び、奨
学金を獲得し続けた。ある時などは、イングランド北部の湖水地方を訪

たず

ねる資金にすること
が目的の賞金を受けた。多くの若者たちが、すばらしい湖水地方の風景を探検したことに満
足して、帰宅したことは間違いない。だがミルンはダブリン市と、そのすぐ南に隣接する地
方を探検する計画を立て、アイルランド海を横断した。彼は臨時資金を稼ぐため、道沿いの
パブでピアノを弾くアルバイトができるという、才覚あふれる若者だったのだ。

　後年、ワイト島でのミルンがしばしばロッチデール時代を思い出して、ʻラッシュベアリ
ング［突

とっ

貫
かん

野郎］̓ や ʻオールド・ベン［老いぼれベン］̓ という名の、荷車を引く英国種農
耕馬と過ごした時間のような、思い出多い日々について熱心に語った中で、たびたび彼

か

の地
での生活が描き出されている。馬たちは若いミルンをタンシルへの帰り道、パブ ʻレッド・
ライオンʼ からパブ ʻティム・ボビン［John Collier の偽

ぎ

名
めい

。風
ふう

刺
し

詩人、風刺漫画家］̓ まで
運んだものだった。彼はまた、それほど乗り気ではなかったが髪を巻いてもらうための近所
の理

と こ や

髪店通いについても回想している。

　一家はロンドンに転居し、ハウンズロー区とリッチモンド区に住んだことが分かっている。
なぜ彼らがロンドンに引っ越したのかは、分からない。それでもフランスへの最初の訪問で
分かるように、旅のチャンスへの炎は、ミルンの中で燃えさかっていた。彼は犬をお供

とも

にし
たり、Ranger［森林保護官］と名付けたカヌーでのセーリングをして、余暇を楽しんだ。

　17 歳のミルンは、ロンドン大学キングズ・カレッジ応用科学科［Department of Applied 
Sciences at Kingʼs College, University of London］に、席を得た。彼が選んだ課程は、数学、
製造技術、力学、地質学、鉱物学、幾

き

何
か

製図、測量学、神学というものだった。賞を受ける
のは、キングズ・カレッジにおいても、それまでと変わらぬ流れだった。ミルンは科学に根
ざす学問的関心を保ち続けたが、心から名誉に思ったのは、神学に関する A.K.C.［Associate 
of Kingʼs College］の特別賞だった。

　その頃には地質学と鉱物学は、すでに主な科学的関心事になっており、21 歳の時の彼は、
知識と経験をより先へと伸ばすことに夢中だった。進もうとする道への最初のチャンスは、
仲間の地質学者にして採鉱技師、そして友人でもあったウィリアム・ロード・ワッツと協力
した時に訪れた。2 人はデンマークの蒸気船で、その島の南東部に位置する大氷河ヴァトナ
ヨークトル（Vatnajökull　氷河湖）の探検計画を立てて、アイスランドへの航海を準備した。
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ミルンはまた、アイスランドの間
かん

欠
けつ

泉
せん

と、アイスランドでもっとも科学的情報量が多い火山
の一つとして名高い、ヘクラ火山を調査する機会を得た。ロンドンへの帰還にあたって、ミ
ルンはキングズ・カレッジの技術学会での講演で、自分たちの発見について発表した。講演
での彼は他の諸

もろ

々
もろ

の話題の中で、調査旅行の際のびしょ濡れ状態の辛
つら

さと、硫
い

黄
おう

埋蔵物とい
う未開拓の富にも言

げん

及
きゅう

した。

　ウィリアム・ワッツは、1875 年にヨークトルのより詳しい探求のための探検の、6 人のリー
ダーとしてアイスランドに戻った。彼がこの旅に向かう決断をしたのは、当時はあまり良く
知られていなかった 1875 年 1 月 4 日の、アスキア火山の激烈な噴火に影響されたものだろう。
ワッツとミルンは、災害的な状況に正面から立ち向かう、熱い（しかし、無謀とも思われる）
覚悟を持っていた。ワッツの場合、彼の注意深い観察科学の良い例は、1875 年夏にアスキ
ア火山について書かれたノートにある：「私たちの足

あし

下
もと

では、蒸気とゾッとする音・・・もっ
ともゾッとする悲鳴、うめき声、とどろきと叫び声が、この恐ろしい陥没のあらゆるところ
から湧き上り、その底は我々の目からまったく覆い隠されていた。クレーターの両側面は急

きゅう

峻
しゅん

に落ち込み、巨大で広い裂け目は（私たちが立っていたところは平らだったが）、私たち
の居場所がまったく安全ではないことを教えていた。そこでパイプの煙草に火をつけ、視界
が開けるのを待った。」

　ミルンはロンドンの有名な王立鉱業学校［Royal School of Mines］で、鉱山技師としての
さらなる勉学に取りかかった。ウォーリントン・スミス［Warington Smyth 1817-1890　王
立鉱業学校教授］が注意深く見守る中、ミルンはランカシャー、コーンウォール、後には中
央ヨーロッパの鉱山地帯にまで足を伸ばし、ドイツのフライベルク大学で鉱物学を学び、主
な鉱山地帯も訪れた。

　ミルンへの評価は、とりわけ学究仲間の間では高まっていった。だから教育期間が終わっ
てから、サイラス・フィールド［Cyrus Field］のリーダーシップの下

もと

での、2 年間（1873-74）
のニューファンドランドでの鉱物資源調査チームへの、初めての雇用契約を申し出られるま
でに、長く待たされることはなかった。サイラス・ フィールドとの契約の途中、彼は王立
地理学会［Royal Geographical Society］から派遣される調査旅行に、参加する時間と機会
を得た。そのおかげで、チャールズ・ティルストーン・ビーク博士［Dr. Charles Tilstone 
Beke］のシナイ砂漠探検（1874）に、地質学者として雇われる事になった。調査旅行の目
的は、シナイ山［Mount Sinai　旧約聖書で、モーセが神から十

じっ

戒
かい

を授かったとされる山。
標高 2,285m］の正確な位置を確定することだった。
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　次章では、新しく設立された工部大学校で彼が地質学と鉱山学の教授となった・・・その
地位は、彼の将来の進路示すものとなった・・・1875 年の日本への叙事詩的旅行を含む、
ミルンの壮大な旅について語ろう。
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第 2 章

長く曲がりくねった道

調査旅行 1：ニューファンドランドとオオウミガラス
　アメリカの資本家で企業家でもあったサイラス・W・フィールドは、1858 年の初の大西
洋横断海底ケーブルの敷

ふ

設
せつ

に、重要な役割を果たしたことで知られている。1873 年、彼は
石炭と鉱物資源を探すため、ニューファンドランド［Newfoundland］に同行してくれる、
有能な採鉱・地質学者を雇いたいと思っていたので、王立鉱業学校と連絡を取り、学校はミ
ルンを推薦した。

　調査旅行は、1873 年夏から翌年にまで及んだ。ミルンはニューファンドランドのすべて
の地域を、徹底的に調査した・・・あまり良く知られていない内陸部や、近づける限りの海
沿いの湾や入り江など。ニューファンドランドの岩石に関する識別、その形成や鉱物学につ
いては、1874 年に『地質学会報』［“Journal of the Geological Society”］に掲載された 2 編
の論文に、余すところなく述べられている。アイスランドでの先の経験からして、ミルンは
ニューファンドランド訪問は、氷と岩の相互作用に関するプロセスへの理解を、さらに深め
る絶好の機会だと考えた。彼は氷山が浮かんでいる浮力と、その安定に影響する要素に的を
絞
しぼ

って、多くの氷山（ニューファンドランドの大西洋で普通にある）を観察した。そして 2
つの地域での知見を比較する中から、海岸の氷は岩石を移動させる原動力として、氷山より
も大きな効果があると結論づけた。彼の氷に関するすべての観察は、後に『地質学雑誌』

［“Geological Magazine”］と『地質学会報』に掲載された。

　ミルンはニューファンドランド滞在の間に、ファンク島［Funk Island］として知られる
人里離れた荒れた岩地を、オオウミガラス（学名 Pinguinus impennis その時代には、Alca 
impennis と呼ばれた）が、絶滅した証拠を探すために訪れた。ミルンのファンク島での調
査は、論文 “オオウミガラスの遺骨”［“Relics of the Great Auk”］（1875）の中で、詳しく述
べられている。歴史的にはオオウミガラスは、ʻgarefowlʼ（古くは North geirfugl）または他
の資料ではペンギンとして知られ、島で繁殖し、そこが最後の安

あん

息
そく

地
ち

だろうと人々は信じて
いた。この事実だけで、彼に島への訪問を促

うなが

すには十分だった。

　ファンク島（図 9）は、ニューファンドランドの東部の岬の一つであるフリールズ岬から、
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約 60 km（38 マイル）のところにある。北東から南西まで、1 km（1/2 マイル）弱の距離が
ある。島の東西の幅は、約 0.5 km（1/4 マイル）。島には砂浜が無かったので、ミルンは上
陸するために、低い崖をよじ登らなければならなかった。最高でも海抜わずか 14m の、ほ

図 8　ニューファンドランドとファンク島
Ⓒ Jacques Descloiters, 

 MODIS Land Rapid Response Team, NASA/GSFG

図 9　ファンク島：カツオドリ、ウミガラス、オロロン鳥の故郷
Ⓒ W. A. Montevecchi
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とんど平らな島だったので、小さな島をひと回りするのは容易だった。彼はファンク島の岩
石の組

そ

成
せい

は、長
ちょう

石
せき

［鉱石の一種］とピンクがかった花崗岩から成っていると述べている。本
島ニューファンドランドの岩石との類似性が観察されたことから、地質年代がローレンシャ
ン［ローラシア大陸があった時代］である可能性を指摘した。

　オオウミガラスのいくつかの遺骨を手に入れるというミルンの望みは、募
つの

り来る危険な風
と高い潮のうねりのために、約 1 時間の限られたものだった。多くの骨が探索の初めの頃に
ひょっこり現れたが、オオウミガラスと同

どう

定
てい

できるものは無かった。しかし、小さな草が生
えた窪

くぼ

みでオオウミガラスの嘴
くちばし

が見つかった時、幸運が微
ほほ

笑
え

んだ。さらに掘り進めると、少
なくとも 50 羽の骨の埋蔵場所が、明らかになったのだ。ミルンは「穏やかに死ぬか、羽毛
だけのために殺されたり、半茹

ゆ

でにされたり奪い取られたりという何回もの大虐殺を生き
残って、その後、堆積物の中に放り込まれた」と記すにあたって、どのようにしてこれらの
骨が、こんな風に堆積するようになったのかを熟考した。オオウミガラスの衰退と絶滅をも
たらしたであろう、いくつかの要因の組み合わせが考えられた。まずオオウミガラスはすぐ
れた泳ぎ手だったが、飛べなかったこと（他のウミガラスと違って）。次に、一度に 1 羽の
雛しか飼育しなかったこと。3 つめは、オオウミガラスが人間によって、やすやすと狩猟の
対象になったことだった。

　このファンク島訪問は、ミルンの “オオウミガラスの遺骨” という発表済みの科学論文に、
以下のリスト 5 カ所の異なる地域の鳥に関係する、多くの事実が含まれているので、オオウ
ミガラス絶滅について、〈もっと知りたい〉という欲求に火を点

つ

けたに違いない。

Ⅰ．北及び北東ヨーロッパ
Ⅱ．英国
Ⅲ．ファロー諸島［ノルウェーとアイスランドの中間にある、デンマークの自治領］

図 10　オオウミガラス。“オオウミガラスの遺骨”
より（Milne, 1875 より）
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Ⅳ．アイスランド
Ⅴ．北アメリカ及びグリーンランド

　論文にはそれぞれの地方に関する事実が、年代順に挙げられている。彼は英国でのオオウ
ミガラスについての最初の記録は、ケイスネスの貝塚で発見された 2 匹の遺骨についての、
先史時代の資料だと明言している。1845 年の英国での最後の記録は、ベルファスト湾での
番
つがい

の目撃だと報告されている。ニューファンドランドで集めた情報によると、これらの鳥の
最
さい

期
ご

は、1845 年頃にその姿が見えなくなった頃だと思われる。先のリストからは、ミルン
の目にはオオウミガラスが北極圏のような、北方遠くにいなかったことは明らかだった。実
際彼らの縄張りの境界は、緯度でなく等

とう

温
おん

線
せん

によって示されているように見える。同時代の
他の博物学者は、オオウミガラスはニューファンドランドから遠く離れた、人

ひと

気
け

がなく煩
わずら

わ
されない地に住んでいるものと信じていたが、ミルンはこれが事実であるかどうかについて、
ほとんど期待していなかった。彼はオオウミガラスに言及されている、チャールズ・キング
ズリー［Charles Kingsley］の『水の子供たち』［“Water Babies”］からある引用をしている
が、そこでは人間による野生動物の無用な殺

さつ

戮
りく

に対する不同意を、はっきり表明している。

　ファンク島は 1964 年から、野生生活特別保護区となり、1983 年からはファンク島生態特
別保護区に指定された。島はあらゆる無許可の人間活動から保護されているが、これを実際
に行うことが、関係当局にとって至

し

難
なん

の業
わざ

であることは目に見えている。

調査旅行 2：シナイ半島
　ニューファンドランドでの調査完了に先立って（彼は二

ふた

夏
なつ

にわたる仕事に着手する契約を
していた）、ミルンは探検家で聖書学者でもある、チャールズ・ティルストーン・ビーク博
士［Dr. Charles Tilstone Beke 1800-1874］主導の下

もと

、王立地理学会［Royal Geographical 
Society］によって派遣される調査旅行に参加するべく推薦された。王立地理学会の上位メ
ンバーであり、ミルンの以前の指導講師の 1 人だったテナント教授は、この仕事のためミル
ンを推薦することに、何の迷いもなかった。73 歳のチャールズ・ビークは、シナイ山の真
の位置を確定する仕事を成し遂

と

げるために、山に登る肉体的能力のある、若い人材を必要と
していた。旧約聖書中では、シナイ山はモーセに律

りっ

法
ぽう

が授
さず

けられた場所である。ビーク博士
は真のシナイ山は、実際はアカバ［Akaba］の北東に位置する、彼が休火山だと思っている
バギール山［Jebel Bagir］だと確信していた。多くの他の聖書学者たちの間では、昔から
いわれていたシナイ山の位置は、スエズ湾［Suez］のトール［Tor］からほど近いシナイ半
島にある、ムーサ山（Jebel Musa 文字通り ʻモーセの山ʼ）とされていた。ミルンは調査旅
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行の聖書的な側面に特に関心があったわけではないが、地質学的知見を増す機会として、逃
のが

すには惜しい仕事だった。

　調査チームは 1873 年 12 月 8 日、フォークストーン［英国南東部の港町］を出発した。2
人の年齢差は、まったく問題にはならなかった。実際、老探検家と若いミルンとの仲はとて
もうまく行き、良い友人となった。彼らはまずフランスの首都パリに渡り、イタリアのトリ
ノ、ベニスと旅をした（そこでは地中海を横断する、アレクサンドリアへの船旅のため、
P&O 海運会社の蒸気船シムラ号に乗船し、地中海を横切ってアレクサンドリアへ渡り、陸
路エジプトのカイロへ向かった）。カイロでは、ビーク博士がオスマントルコ政府によって
派遣されていたエジプト総督から、アカバへの旅行許可証と船を手に入れるのに、時間をと
られることになった。ミルンは大きなピラミッド群と、博物館の訪問にたっぷり時間を費や
した。博士の日記には、「私は私だけでなくミルンのためにも、この地を離れることを喜んで
いる。彼は活動的な仕事を望んでいる。この草木も生えない土地が彼に贈った、地質学的事
実を調査し終わって、今はアラビア語・イタリア語・フランス語を学ぶのに忙しい」とある。

　ほぼ 1 ヶ月後、エジプト総督からやっと許可証が送達され、調査旅行のための輸送手段が
手配された。ナイルデルタをスエズまで横切るに際し、ガイドを務めるハシムという男と顔

図 11　行程と地名は、出版されたチャールズ・W・ビーク博士の巡検報告書の、ミルンのスケッチによる。
画像提供：NASA ジョンソン宇宙センター、画像科学・分析研究所。
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を合わせた。そしていささか頼りなさを露
ろ

呈
てい

するはめになる、エリン号という名の船で旅を
続けた。スエズ湾を下る旅には、トール［Tor］への探

たん

訪
ぼう

が含まれていたが、ムーサ山［Jabel 
Musa］への登山は実行されなかった。調査旅行は、アカバ湾をアイヌナ［Ainunah］まで
横切るものだったが、アイヌナは博士がミルンに、ユダヤ人が 3,000 年前に野営していたと
信じていると言っていた場所だった。エリン号が途中停泊するときには、ミルンはいつも探
検と近くの地質を記録するために上陸した。また調査旅行の間に、多くの化石を採集した。

　湾
わん

奥
おう

部のアカバ［Akaba］に到着すると、調査旅行のメンバーに地元の族長の息子が加わ
り、砂漠横断のための駱

らく

駝
だ

が用意された。彼らはバギール山の麓
ふもと

に、夜を過ごすためのキャ
ンプを張った。ビーク博士は、自分たちが正しい場所にいることに満足しており、バギール
山［Jabel Baghir］あるいは〈シナイ山〉はまったく期待外

はず

れで、どう見ても火山らしく見
えないことにも納得していた。ミルンには翌日山に登り、それが火山起源か否かを決定づけ
るための、山頂の徹底的な調査が課された。

　翌朝、ミルンとそのチームは、山頂への登山を開始した。博士はミルンには感服していた
ので、調査旅行への抜群の貢献に対し、ふさわしい名誉を与えたいと思っていた。ガイドの
ハシムと族長の息子は、族長の馬にまたがってベースキャンプを出発するミルンに同行した。
一行は狭い涸

か

れ谷に沿って進み、峡谷の突
とっ

端
たん

で、山頂へ向かうことについて 2 人のアラブ人
の同意を得る前に［バギール山頂は、アラブ人にとって聖なる場所］、馬から下りなければ
ならなかった。登るにつれ、天候はますます険悪になり、以前の雪が融け残っているところ
へ、さらに雪が降り積もるという寒さだった。山頂で屠

と

殺
さつ

された動物の角と頭蓋骨を見つけ
たが［祭

さい

祀
し

が行われた跡］、より重要なのは地質学的証拠に基づいて、ミルンが自信を持っ
てバギール山が、どう見ても火山ではないと言明したことだった。頂上にはミルンの注意を
ひいた花崗岩の巨石があり、そこには部分的には彼が読解してみようと試みた碑文があった
からである。残念ながらミルンは、ビーク博士を失望させる知らせを、持ち帰らなければな
らなかった。

　バギール山の裏側を下山する間に、ベドウィン族に出会った。族長が自らやって来たのは、
ベドウィン族がミルン一行を、食事に招待してくれるのだと思われた。 饗

きょう

宴
えん

のために羊を
屠
と

殺
さつ

して下ごしらえし、調理してくれた。だが、このベドウィン族との経験は、ミルンの好
印象を得ることはできなかった。不潔さ、テント、煙などが、彼のお気にめさなかったから
だ。とはいえ彼は、誰の感情も害することを望んでいないという信念を、保つ良識は持ちあ
わせていた。



─ 14 ─

　午後遅くベースキャンプに戻ると、ビーク博士はその日の出来事の、詳細なミルンの報告
に、熱心に耳を傾けた。調査旅行は成

せい

功
こう

裏
り

に山頂に達したが、悲しいことに博士がそうあっ
て欲しいと望んでいた火山ではなかった。

　ミルンは近接する地域で、火山起源の山を発見するための調査を続けたが、発見したこと
を博士に報告する際は、最終結果はいつも同じ「火山ではない」ということだった。当然、
博士は失望したが、バギール山が〈光の山〉に違いないという発見に、いくらかの慰

なぐさ

めを得
た・・・博士の考察は、調査旅行が立ち向かわなければならなかった、大嵐のような天候に
よるものだった［稲

いな

妻
づま

によるものだろう］。

　遠征の最後の行程はミルンに、ヘブライ人が海を渡った所だという洞窟を（旧約聖書・出
エジプト記に定められているように）、探すよう促

うなが

した。しかし彼は、洞窟だと思えるものを、
発見できなかった・・・博士との議論の中では・・・洞窟が確かにあったことを老人に頷

うなず

か
せる説明は、十分になされた。ビーク博士は結局火山ではないと証明されたにしろ、シナイ
山の所在を確かめたことで、自らを納得させたのだった。10 日間の〈ティフ砂漠［Desert 
of et Tih ʻ失われた砂漠ʼ の意］〉横断旅行を終えた後、彼らは 2 月 15 日にスエズに戻って
きた。ミルンは直

ただ

ちにカイロのエジプト総督に結果を報告し、ビーク博士に暇
いとま

乞
ご

いをして英
国に帰国した。

　ビーク博士の発見は、英国で多くの論争を巻き起こしたが、帰国後、彼は自身の信念を守
るための寿命を、保つことは許されなかった。夫の多くの発見は、未亡人エミリーのもとに
残されて編集され、その結果は最終的に 4 年後、『アラビアのシナイとミディアン［アラビ
ア半島北西部、紅海のアカバ湾の東海岸］の発見 』［“Discoveries of Sinai in Arabia and 
Midian”］として刊行された。この最後の刊行物の中でエミリーは、若いミルンの夫の調査
旅行への援助と支援に謝意を表している。

　ミルンは王立地理学会への論文の準備作業とその発表に専念し、聖書を巡る熱い論争から
は距離を置いた。その間に彼は、シナイ調査旅行で発見した化石のコレクションを、大英博
物館に寄贈した。1874 年には “カイロ近

きん

傍
ぼう

の地質学ノート ”［“Geological notes from the 
neighbourhood of Cairo”］を『地質学雑誌』、そして後にロンドンの『地質学会報』に、“北
西アラビア、シナイ半島の地質学ノート”［“Geological notes on the Sinaitic Peninsula unit, 
North-Western Arabia”］を発表した。
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ヨーロッパ・アジア横断：日本への壮大な旅行
　日本の明治政府からミルンに、新しく設立された東京の工部省工部寮の、地質学・鉱山学
教授としての、思ってもみなかった 3 年間の雇用契約がもたらされた。ミルンは大喜びで拝
命したが、どうやって日本まで行くかを考えると、昂

こう

揚
よう

した気分はしぼんでしまった。彼は
船酔いがひどいせいで船旅を好まず、日本への陸路旅行を決心したものの、ウラジオストッ
クから東京までの短距離の船旅に、耐えなければならない点だけは、しぶしぶ受け容れざる
を得なかった。同時代人の多くは、ヨーロッパ、ロシア、シベリア、モンゴル、中国を通る
陸路は危険に満ち満ちていると思い、ミルンは海路を選び直すだろうと思っていた。だが彼
が、遠回りになるスカンジナビア経路を採

と

った理由の一つは、地質学的知識を増す絶好のチャ
ンスだと思っていたからだ。選んだルートは、ほぼ現在のシベリア鉄道に沿って、アジアを
横断するというものだった。この壮大な旅は、まるまる 7 ヶ月を要することとなる。

　ミルンはそれまで 25 年の人生で、すでに経験豊富な旅行者であり、肉体的にも問題なく、
待っているのが教授職ということでもあり、行く手に横たわる難関挑戦への心準備はできて
いた。彼は『フィールド』誌［“The Field”］や多くの他の新聞紙上で、旅の同行者を公募
したが、なかなか思い通りにはいかなかった。それにもめげることなく、また不安も無く、
1875 年 8 月 3 日には、スウェーデンのイェーテボリ行きの客船に乗船する予定でいる、港
町ハルに向かって出発した。距離の長いスカンジナビア・ルートを採ったのは、友人がストッ

図 12　ハルから東京までの旅程図（1875-1876）。アムール川（直訳すると ʻ黒い河ʼ）は世界で 8 番目に長い川。
シベリアと中国の国境の一部をなし、オホーツク海に注ぐ。

L. K. Herbert-Guster & P. A. Nott『John Milne: Father of Modern Seismology』（1980）を元に加筆。
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クホルムにいるためでもあった。彼は最初から言語に伴う困難が、価値ある情報や議論を失
わせてしまいかねないことを理解していた。この戦いでの彼の忍耐とユーモアは、次の文中
に記されている。「私の言語上のトラブルは、パントマイムによって克服され、それは練習
によって著しく上達した。」

　ハルに到着した時、彼が乗ることになった船は、思い描いていたものとはまったく違い、
石炭を積む蒸気船として建造されたものだった。しかし、そんなことで旅を滞

とどこお

らせるつもり
はなかったので、炭

たん

塵
じん

舞う中、乗船し出帆した。イェーテボリでは街の隅
すみ

々
ずみ

までの探検や、
地質学博物館の見学に 2 日間を費やした。ある博物館では、スウェーデンのヘラジカと、ア
メリカのムースに引きつけられた。ミルンの見解によれば両者は、当時の通説とはまったく
異なり、同一のものではなかった。ヘラジカは、明らかにムースより体型が細

ほ

っそりしてい
ると思われた。

　イェーテボリからストックホルムへの鉄道旅行は、快適だが何の変
へん

哲
てつ

も無い、約 300 マイ
ル（480 km）に及ぶものだった。ストックホルムでは時間が許す限り、多くの博物館を訪
れたが、ビザ入手のために、ロシア領事館とも連絡を取らなければならなかった。

　ミルンはストックホルムから、ロシアの港サンクトペテルブルグ［St. Petersburgh］へ
の旅を続ける前に、フィンランドのヘルシングフォース（ヘルシンキ）行きの蒸気船に乗船
した。船はスカンジナビア地域独特の、小島ばかりの多

た

島
とう

海
かい

を無事に通過するため、注意深
い運航が求められるフィンランド湾に入る前に、バルチック海を横断した。彼は再三、雪と
氷がこの地方の住民の生活に、大きな影響を与えているに違いないと、注意をうながしてい
る。観察の結果、氷が風景を形作り、とりわけ多くの谷が海岸の氷によって造形されたこと
に、疑いの余地はなかった。ミルンはニューファンドランド島との直接的な類似性に基づい
て、この仮説を立てた。ニューファンドランド島では、海岸の氷のザラついた特性が、氷床
や氷河の氷よりも景観の形成に重要な役割を果たしていると、初めて指摘したのだった。景
観の上での、氷河の氷の動きに対する彼の一貫した関心は、過去の氷河時代が地球にとって
の課題であり続けるという、科学的に最初の提案をした人物である、故・ルイス・アガシス

［Louis Agassiz 1807-1873］の仕事に啓
けい

発
はつ

されたものだろう。

　ミルンはヘルシンキからフィンランド湾に沿って東へと航海し、当時ロシアの首都であっ
た、サンクトペテルブルグ［St. Petersburgh］へ向かった。1 週間の首都滞在の間、ロシア
王冠の宝石と 194.75 カラットのオルロフ・ダイアモンド［女帝エカテリーナ 2 世（Yekaterina 
II Alekseyevna）の皇帝笏

しゃく

につけられていた］が圧巻である、貴重で高価なコレクションを
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見るための、冬
ふゆ

宮
きゅう

殿
でん

［ロシア皇帝が冬季を過ごす宮殿］訪問も忘れなかった。だがコレク
ションの展示方法や、冬宮殿の照明が不十分であることなどには、あまり良い印象を抱かな
かった。

　地質学者としての彼は、サンクトペテルブルグの街が湿地に築造されたことに、批判的だっ
た。聖

セント

イサク大聖堂のような多くのすばらしい建築物には、心から感嘆したにもかかわらず、
その建築に用いられている岩石の種類の魅力の前では、建築学上の喜びは二の次だった。と
りわけ堂々たる重量感のある赤い花崗岩の柱と、大聖堂の入口への階段、そして緑の孔

くじゃく

雀石
いし

［マラカイト。銅を含む二次鉱物］と青い瑠
る

璃
り

［ラビスラズリ。紫がかった深い青色］で装
われた、彩

いろど

り豊かな内
ない

陣
じん

の柱には感銘を受けた。

　サンクトペテルブルグからモスクワへの、平
へい

穏
おん

無事な旅を終えて、ミルンは市内での数日
間を楽しんだ。旅の同伴者探しは、英国領事レスリー氏の同情ある援助によって続けられた

（彼はミルンのために、いくつかの日刊紙で公募してくれた）。ミルンは、「ロシアでは若い
女性は、しばしば単身で長旅をしなければならない。そして昼夜かまわず馬車に乗り続け、
荒れた孤独な旅路を行くことで、ようやく長い距離が踏

とう

破
は

される。女性が同伴者を得ること
は、必要欠くべからざることなのだ」と書いている。6 人の応募者があったが、そのうち 3
人は若い女性だった。しかしいずれも、同伴者にふさわしいとはいえなかった。彼は応募者
の ʻ質の低さʼ に挫

くじ

けることなく、いつものように市内探索に出かけたが、明るく彩られた
聖
セント

バシル大聖堂の、玉ネギ型渦巻きドームに魅せられた、ʻ赤の広場ʼ から始まった。聖バシ
ル大聖堂についてのユニークな描写は、彼の古典的なランカシャーのユーモア感覚の 1 例だ。

「蕪
かぶ

に似たドームとニンジンに似た尖
せん

塔
とう

を持ち、色彩は華麗、農耕精神による風変わりなデ
ザインで、まさしく野菜畑の作

さく

物
もつ

がきっちり詰め合わされたものと言ってもいい。」（図 13）

　ミルンは汽車でモスクワを出発し、ニジニ・ノブゴロド［Nizhniy Novgorod　ソビエト
連邦時代 1932-1990 年の間は、当地出身の名高い作家にちなんで、ゴーリキーと名付けられ
た街］に向かったが、そこでは 1 人ぼっちで丸 1 日滞在するしかなかった。旅の同伴者を探
し続けてはいたが、相変わらず思いどおりにはいかず、最後の 8 日間のペルミ［Perm］行
きのボルガ川での蒸気船の旅を終えた。ペルミの街そのものに心

こころ

惹
ひ

かれることはなかったが、
近くには有名な武器庫またはロシアのウーリッジ［Woolwich は兵

へい

器
き

廠
しょう

や、王立陸軍士官学
校などがあった英国ロンドンの地区］とでもいうべき区域があるので、いくつもの大きな鋼
鉄製の大砲が鋳

ちゅう

造
ぞう

されているのを見た。また、世界最大とみなされていた蒸気ハンマーと、
666 トンの単体鋳造物である金

かな

床
とこ

も目にした。ウラル山脈の近くには、非常に大きな石炭層
があることを知っていたので、トンあたり 5 ポンドの価格で英国のニューカッスルから、炉
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を燃やすために石炭を輸入することは、おかしなことだと思った。ソリカムスク地方での最
近の発見により、厚さ 13m（40 フィート）の石炭層の存在が明らかになっていたからであ
る。

　そこでは、近代地質学のもう 1 人の名高い先駆者である、スコットランド・ハイランド地
方生まれのサー・ロデリック・インピー・マーチソン［Sir Roderick Impey Murchison　
1792-1871］が、ロシア皇帝ニコライⅠ世から 1841 年に、ロシアの鉱物資源について報告す
るよう命じられていた。マーチソンは探鉱作業の結果、ペルム紀

き

［2 億 9 千万年- 2 億 5
千百万年前］として知られる地質年代を、明確に定義した。その名称は、彼が今日も良く知
られ尊ばれる象徴であるペルミ市に、敬意を表して名づけられたものである。

　ペルミからエカテリンブルグ［Ekaterinburg］への旅の間、ヨーロッパとアジアを地理
的に分かち、シベリアへの便利な入口でもあるウラル山脈の横断が、ミルンの主な関

かん

心
しん

事
じ

だっ
た。人口約 30,000 人のエカテリンブルグに到着するや、たちまち街が気に入って 2、3 日滞
在することに決め、投宿した。そして十分な休養を取るやいなや、探

たん

鉱
こう

に値する興味深い場
所を探し始めた。特別の関心は、その地域のさまざまな鉱物採集だった。実際、彼は数 10
マイル離れたベレゾフスキー村の金鉱を何度も訪れ、ニジニ・タギル［Nizhniy Tagil］の銅、
鉄、金、プラチナ鉱山への、150 マイル（240 km）の長距離寄り道もした。この地方の魅惑
的な地質学と鉱物学の成果は、凄

すさ

まじい天候と劣悪な道路を、埋め合わせて余りあるものだっ

図 13　ロシア、モスクワ、赤の広場の聖
セント

バジル教会
（1988）
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た。その壮大な旅行を続行する前に、鉱山地帯の完全な探鉱に 2 週間を費やした。

　次のトムスク［Tomsk］への旅のためには、陸路でバラビンスク草原を越えていくか、
チュメニへの道路を経由して蒸気船を利用し、東シベリアへ向かってエルティシ川とオビ川
に沿って旅するか、いずれかの選択肢があった。ロシアの道路についてはたっぷり経験を積
んでいたので、5 日間馬車で揺られるよりも、むしろ 8～10 日間を蒸気船で過ごす方が良い
と、川筋ルートを選んだ。

　道中ミルンは、カイブという名の文無し洋裁師見習いと知りあったが、彼は両親が住むク
ラスノヤルスクまで連れて行ってくれさえすれば、何でもすると申し出た。ミルンの思いや
りに働きかけ続けたためやら、また不屈の売り込みのためかはわからないが、ミルンはもし
彼がボタンを縫い付けてくれたら、 宿

しゅく

駅
えき

で運賃を払う・・・もちろん賃金は払うのだが・・・
ふだんは ʻ召

めし

使
つか

いʼ として振る舞うという条件で、連れて行くことにした。ウラル山脈のロ
シア側と酷

こく

似
じ

した、トウモロコシとモミの木の森の田園地帯や、丸太小屋ばかりの村を通っ
て旅した後、エカテリンブルグを発

た

ってから 36 時間後の 9 月 23 日に、チュメニに到着した。
ここでミルンは、トーボル川の狭くて浅い支流の 1 つである、トゥファ川の蒸気船に乗り換
えた。船は何度も岸の藪の中に突っ込み、多くの浅瀬をかすめて通った後、その夜のために
停泊するのだった。眠るための船室も無く、サロンは狭く船客で混み合っていた。それは彼
に、木のベンチに起きて座っている間の休息以上のものは、望めないことを教えた。

図 14　19 世紀後期のニジニ・タギル市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Vladimir Kloupnik
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　翌朝船は、トーボル川に入った。ここで乗船客は、囚人を満載した平
ひら

底
ぞこ

船
ぶね

を引く、大きな
蒸気船に乗り換えるように言われた。ミルンは囚人の数を、600 人から 1,000 人と見積もった。
その平底船の牽

けん

引
いん

が、蒸気船運航の大きな障害となり、操船を困難にすることは明らかだっ
た。蒸気船は通例、日に 1 度か 2 度、薪を積み込むために停泊した。その作業の間の単調さ
は、移住者や原住民の 1、2 軒の丸太小屋が、時

とき

折
おり

姿を見せることで気を紛
まぎ

らわすことがで
きた。通過したのは、ほんのわずかな村々だった。もしその 1 つで停まると、いつも空き瓶

びん

を持った乗船客たちが、あわよくばミルクを手に入れることできるかも知れないと、殺到し
た。普通は最初の 1 人 2 人だけが、ʻライオンの分け前ʼ にあずかれる幸運な人たちだった。
時々の、わずか 30 分ほどのこの小旅行を除くと、すべては極めて退屈だった。目に映るも
ののすべては、柳の緑

みどりば

葉で覆われた低い土手。蒸気船が停船した時、囚人たちを間
ま

近
ぢか

に目に
することができた。平底船の両側は、まるで鳥籠のような鉄格子になっていた。自由に歩く
ための邪魔物が足

あし

枷
かせ

だけという囚人たちは、鉄格子を両手でつかみ、許す限りのその隙間に
顔を押しつけていた。ミルンは平底船はおそらく、動物園の中で多くの見物客を引きつける
だろう、動物たちがいっぱいに詰めこまれた檻のようなものだと思った。彼らの多くは妻を
伴うか、さもなければ他の不

ふ

品
ひん

行
こう

のために、罪人である妻が哀れな夫を引き連れているよう
に見えた。彼らは妻とサモワール［湯を沸かす金属製の器具。ロシアでは、小型のものを旅
行・行楽にも持参した］を帯

たい

同
どう

しており、鉄格子や足枷に妨
さまた

げられることもないので、こと
さら不幸そうには見えなかった。蒸気船の上での楽しみは、ヴォルガ川で経験したものと似

に

通
かよ

っていた。同乗者である妻たちは、とりわけ女性が勝つことが多いように見えるカードゲー
ムの結果、毎夜広げたエプロンいっぱいのルーブル紙幣を、その日の儲

もう

けとして数えて悦
えつ

に
入
い

っていた。

　蒸気船が停泊したことを記録するに値する、唯一の場所はトボリスクで、人口 18,500 人、
トーボル川とエルティシ川の合流点近くに築かれた街だった。ここでは建築物のすべてが木
造だった。シベリアの征服者とみなされているイエルマーク［Yermak Timofeyevich。16
世紀末、コサック遠征隊の隊長としてシベリア遠征し、シビル・ハン国を征服した］を顕彰
する記念碑が示すように、トボリスクは主にその歴史的関連から興味深いものだった。そこ
にはまた、イヴァン雷帝［Ivan Groznyi］の愚行［ノヴゴロドの虐殺。1570 年イヴァン 4
世の親衛隊によって行われた。犠牲者は 2,500～12,000 人と推定されている］を世に伝える、
記念物の鐘もあった。

　川は場所によっては幅約 3/4 マイル［1 km］あるオビ川に合流した後、次はコースが上
流に向かうため、船足は遅

ち

々
ち

たるものにならざるを得なかった。おかげでシベリア土着の原
住民の 1 部族である、多くのオスティアック人を観察することができた。川床の多くの小石
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は、船がシベリアのこの地域の単調さとなっている、沖
ちゅう

積
せき

平野［主に河川による堆積作用で
できた平野］を横切っていることを教えていた。ミルンはこの沖積平野は、北極海へ流れ込
む巨大なアジアの川が、氷という障壁のため塞

せ

き止められることによって作られた、氷河起
源の巨大な淡水湖から流れ出した、砂と泥が沈殿した結果だと考えた。また川の南部の氷が、
河口に近いところの氷より通常は 1ヶ月早く砕けるため氷による障壁が生じ、異常な流れの
塞き止め状態を、毎年引き起こすのだと推測した。「最近の地質年代の間に、シベリア平原
の北部が隆

りゅうき

起し続けているように見える事実と考え併
あわ

せると、シベリア平原が示すすべての
現象を生じるのに十分な要因が、現在も作用していると考えられる」と結論づけている。

　8 週間の旅の後、1875 年 10 月 6 日にトムスクに到着した。29,500 人の住民が居住し、多
くのすばらしい建造物が教会や政府事務所として建ち並んでおり、ここがシベリアにおける、
主要商業都市であると確信させた。しかしトムスクへの旅の間に、2 人の立派な紳士である
スミルノフ将軍、シュタッケルブルグ伯爵と知り合いになったが、2 人ともイルクーツク

［Irkutsk］への旅を中断せずに続けることに熱心だった。ミルンは招かれてその仲間に加
わったが、街を探求して廻るだけの時間は残されていなかった。彼は、ロシアで使われてい
る低

てい

床
しょう

の 4 輪馬車である、小さなタランタスまで購入した。雪が降る時は、車輪は取り外す
ことができ、車体は橇

そり

に積
せき

載
さい

できるというものだった。

　約 362 マイル［580 km］の距離があるクラスノヤルスクまで、夜に日を継いで旅をした。
2、3 時間ごとに小さな村に着き、そこで馬は交換された。道は真っ直ぐで、まれに少々の
取るに足らない起伏はあったものの、ほぼ平坦だった。左右どちらも耕された細長い帯状の
土地で、その向こうは背の低いエゾマツとモミの黒い森だった。高い所からシベリアの街道
を見下ろすことができたなら、樹木の荒れ地の中を通り抜け、耕された狭い帯地と丸太小屋
がある村のように見えるだろうと思った。だがそのように見えることは、シベリアが高度に
農耕化した地域だという印象を与えた。

　彼と同伴者はクラスノヤルスクに到着し、身
か ら だ

体を洗うのと睡眠のためにそこで泊まること
に、全員一致で同意した。到着した夕方、その街の軍司令官から、晩

ばん

餐
さん

への親切な招待を受
けた。司令官は明らかに、彼が支配している ʻ文明のオアシスʼ である我が家への客の訪問を、
喜んでいた。そしてミルンと仲間を楽しませると思うことなら何でもした・・・絶え間なく
しゃべり、物語り、見せるためにペットを連れ込むこと。他のペットに混じって、1 匹の狐
と子馬がおり、それらすべてが客間を行進して回ったのだった・・・しかし眠

ねむ

気
け

が、これら
のお披露目に打ち勝つには大きすぎたので、ミルンには無用の長物だった。彼は最後まで、
その夜の催

もよお

しに関心を寄せるべくあらゆる努力をし、そして眠りに落ちた。
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　クラスノヤルスクには多くのシベリアの街と同様、クラブと劇場があったが、見る限りで
は、後者はすべてのシベリア人のように、ʻ劇場ʼ というものに対して大きな情熱を抱いてい
る住民にとっては残念なことに、役者一座の演技を目にする機会はめったに無いのだった。

　クラスノヤルスクからイルクーツクまで 670 マイル［1,070 km］、道はトムスクからのそ
れとそっくりだった。ニジニ・ユージンスクでは空に雪が舞い始め、旅程を大きく妨

さまた

げた。
道は滑りやすく、昼夜お構いなく馬車から降りて、もがいている馬を丘に登らせる助けをし
なければならなかった。ある坂を下っている間には、1 匹の馬が橇に轢

ひ

かれ、道の左脇で息
絶えるまでその場に放置されたりもした。

　この波乱に富んだ旅程を終え、ミルンと仲間たちはイルクーツク手前の、最後の宿場に着
いた。スミルノフ将軍の多くの友人たちは、彼を歓迎するべく待っていた。イルクーツク到
着に先だって一行は、シベリア最大の聖人として尊敬されている、聖

セント

イノケンティ［S. 
Ennocainti。聖イノセント］の遺

い

骸
がい

が納められている、大きな教会の前を通り過ぎた。彼は
元来は宣教師で、1721 年に中国に派遣されたが入国を拒否され、最後は 1727 年、イルクー
ツクに定住したのだった。アンガラ川を仮橋で渡った後、ミルンたちは最終的にイルクーツ
クに到着した。

　トムスクからイルクーツクまでの 1,039 マイル［1,662 km］の旅に（クラスノヤルスクで
の 20 時間は含まない）、8 日間を要した。旅費の支出には大きな注意を払い、この旅の行程
に関するものは、以下に明細が記されている。ʻベルスタ［verst］̓ というのはロシアの距離
を表す単位で、ほぼ 1.0668 km に等しいことに注意していただきたい。

西シベリア
トムスクからクラスノヤルスクまで
距離 523 ベルスタ、3 頭の馬それぞれ 1 ベルスタあたり 1.5 コペック・・・

23 ルーブル 53 コペック
東シベリア　　　　　　　　　 

クラスノヤルスクまで 30 ベルスタ、3 頭の馬それぞれ 1 ベルスタあたり
3 コペック・・・2 ルーブル 70 コペック

クラスノヤルスクからイルクーツク、1006.5 ベルスタを同じレート・・・
60 ルーブル 40 コペック

70 駅における御者の飲み代・・・7 ルーブル
車輪用の油脂・・・3 ルーブル 50 コペック
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クラスノヤルスクでの出費・・・1 ルーブル 50 コペック
馬車修理のための鍛冶屋代・・・2 ルーブル
途中での食費・・・4 ルーブル

計　104 ルーブル 63 コペック

これには、ミルン自身の食費、馬車と馬の雇い賃、英貨約 15 ポンドが加
えられなければならない。

　イルクーツクは、短い夏と長い冬があたりまえだと思われている、シベリアでよく知られ
た中心の街だ。ミルンにとって不幸なことに、悪天候は旅程を 1ヶ月遅らせることになった。
冬の道はまだ固まりきっておらず・・・川は橇が安全に通るには凍りきっていなかったもの
の、船の通行を妨

さまた

げるには十分な氷だった。彼には、イルクーツクに留
とど

まり宿舎を見つける
という、わずかな道しか残されていなかった。だがホテル代が高過ぎたので、個人の下宿を
借りることにした。

　彼は与えられた時間を、地域特有の地質学と鉱山学の研究に、有効に活用した。シベリア
のこの地域は過去、火山活動が活発で、地震によってたびたび被害を受けて来たことを、そ
の発見は示していた。バイカル湖の水位の上昇によって引き起こされる農地への被害は、地
震による災害の明らかな証拠であり、他方火山活動があった手がかりは、地元の温泉とミネ
ラルウォーターによって容易に得ることができる、と記した。

　しかしこの地方の地震と火山による被害をさらに詳しく研究するよりも、ミルンはレンス
キー地方レナ金鉱（図 15-18）の、堆積してできた鉱

こう

床
しょう

からの金の抽
ちゅう

出
しゅつ

に用いられる多くの
採鉱技術に、好奇心をそそられた。堆積した金は最初、1843 年にイルクーツク地方で発見
されたが、1868 年に至るまで、その地域が豊かな埋蔵量を有する（厚さ 25～60m）砂

さ

鉱
こう

鉱
床発見の結果としての、大規模な地下採鉱の場とはなることはなかった。最初の金を含

がん

有
ゆう

す
る砂と砂礫の層は、氷河期と間

かん

氷
ぴょうき

期［氷期と氷期の間に挟まれた、気候が比較的温暖な時期］
の堆積物に覆われていた。氷河期後の時代に、川がこれらの堆積物を切断し、図 16 のよう
な谷の段

だん

丘
きゅう

を形成したのである。

　ミルンには、踏破してきた旅路の内容について、じっくり考える時間ができた。イルクー
ツクまでの長く骨の折れる旅は、これまでのところ完璧なできだった・・・だからそんな時
に、東シベリアでできた友人・知人たちから、本当に日本に到着したいのであれば、英国へ
戻って代わりのルートを選ぶよう助言を受けたことは、若いミルン教授にとってはまったく
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図 15　イルクーツクに近いレナ金鉱の、横
よこ

坑
こう

道
どう

による浅い所に蔵された砂金採集とその沖積層金採鉱。複
雑な地質と探鉱の状態は、沖積層探鉱の新しい方法の導入をもたらした。

Ⓒ Vladimir Kloupnik

図 16　レナ金鉱の深く（25m）埋もれた砂金採集場からの、沖積層金採鉱の露天掘り
Ⓒ Vladimir Kloupnik

図 17　金を洗鉱する金採掘者たち・・・レナ金鉱でのゴールドラッシュ時の、典型的小規模堆積層作業
Ⓒ Vladimir Kloupnik
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心外だった。彼らの意見では日本への距離の遠さと、モンゴル人にはほとんど信頼をおくこ
とができないという事実は、ミルンが引き返すに足

た

る十分な理由だった。だがこれは聞きい
れられるものではなく、引き返すつもりなど全くなかった。実際すでに、壮大な旅の次の段
階について熟慮していたのだ。そしていくつかの問い合わせをしたのち、2 つの選択肢に行
き着いた。アムール川を船で漕ぎ下って、太平洋沿岸の街ウラジオストック［Vladivostok］
を目

め

指
ざ

すか、太平洋にたどり着くために、モンゴル・中国経由の旅を意味する、ロシア国境
の街キャフタ［Kiachth］への陸路を採るか。

　凍結した川と港のために、予定よりさらに旅程がずれ込む恐れがあるので、ミルンはしぶ
しぶアムール川経由ルートを諦

あきら

めた。日本に向かって出帆できる 4 月まで、ウラジオストッ
クで ʻぐずぐずして過ごすʼ というのは、何としても避けたかった。そこで 11 月 23 日に同
行者のロシア人御

ぎょ

者
しゃ

と共に、橇でキャフタへ向かった。その道筋は、世界中で最も（容積が）
大きく、深く古い淡水湖であるバイカル湖近くへと誘

いざな

うものだった。当初ミルンはバイカル
湖を横切るつもりでいたのだが、まだ湖の大量の氷が蒸気船の安全航行を妨

さまた

げていた。彼は
正しい選択だと確信して、バイカル湖を南東方向に迂

う

回
かい

し、古いカレニシナヤの火山地帯を
通過した。心地いい田園地帯も、脱走した危険な囚人たちを匿

かくま

う場所として知られた地域
の、寒く孤独な旅だという事実を変えさせることはできなかった。さらなる不運は無かった
ものの、モンゴル国境地帯への到着は、口髭

ひげ

と顎髭を口を開くことが困難になるまで凍らせ
るほどの、厳しい気温の降下によって彼を出迎えた。さらに悪いことに、すべての持てる食
料とワインは、凍

こお

りついてしまっていた。それでもミルンは、旅への十分な準備は整ってい
ると満足していたものの、 羊

ひつじ

革
がわ

の衣類も厳しい寒気からの、ぺらぺらな保護膜にしか見え
なかった。

図 18　離れた場所での洗鉱のために、水をくみ上げるレナ金鉱の水車・・・20 世紀後半にウラルとシベリアでの、
多くの堆積層作業のための典型的な設備

Ⓒ Vladimir Kloupnik
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　キャフタでは、モンゴル入国にさらなる遅れをこうむることになった。イルクーツクで出
会った、公務を帯びたロシア人士官に同行する計画をしていたのだが、キャフタの役人たち
は外交上の規則違反を理由に、2 人が一緒に旅することを許可してくれなかった。ミルンは
やむなく友人に別れを告げ、数日中に出発するはずの駱駝の隊商に合流する準備を始めた。

　キャフタでの 11 日間の後、彼は 12 月 9 日に 4 匹の駱駝と、テレガあるいはトゥルガと呼
ばれる、小さな中国の 2 輪馬車とともに出発した。地方の区長からは、コサックの案内人を
同伴することを認められた。事態を捗

はかど

らせるために、カルガン［張
ちょうか

家口
こう

］へ 30 日間のうち
に案内料 100 ルーブルで連れて行くという、モンゴル人と契約した。駱駝の隊商の日課は、
夕刻 7 時、8 時まで進み続け、その時刻には彼らは・・・ミルンの場合いつもは元気回復の
ために・・・ユルト（モンゴルのフエルトでできたテント）のところで停まるのだった。旅
を通して木々の種類から、厚い堆積層を形成している砂岩や花崗岩塊にいたる景観の、すべ
ての様

よう

相
そう

についてミルンは記録し続けた。駱駝の隊商がマカタ峠に到着した時、旅路はいっ
そう危険になり、彼の口に氷

つ ら ら

柱の橋を架け、頬髭からコートまで凍
い

てつかせる寒さとなっ
てきた。だがモンゴルの首都ウルガ（ウランバートル［Uran Batol］）が、そう遠くないこ
とに元気づけられた。

　ウランバートル（1639 年創建）に着いた時、そこがモンゴルの宗教上の中心地らしいこ
とが、はっきりとわかってきた。いくつもの教会が市を支配しているように見え、絶えざる
ざわめきによって・・・ミルンによると、教会の儀式が行われていることを告げている・・・
その存在が感じられた。15,000 人という大人数の人々が、アラブの村々で見かけたような、
小さな土の家に住んでいた。夜になると店をたたんで家に運ぶ移動式屋台のある、にぎやか
な広場もあった。彼は市の 1.5 マイル［2.4 km］外

はず

れにあるロシア領事館に立ち寄り、温か
い出迎えを受けた。翌日、ウランバートルを発

た

った。

　寒冷な気候は、午後の典型的な気温は－14°R（レ氏目盛りで氷点は 0°R）が普通で、夜の
気温は－25°R に急落する。そのような低気温も、多くの黒いオオガラス［ワタリガラスと
もいい、一般のハシブトガラスよりも大きい］が、駱駝の隊商にまといついてくるのを防ぐ
ことはできなかった。それらは駱駝が運搬する備蓄食料を、たびたび奪おうとするので大脅
威だった。昼下がりには、その日の食事が駱駝の糞

ふん

を燃やした火で調理されたが、馬や牛の
糞が用いられた場合よりも、はるかに不快に思われた。そんな環境の中にあっても、彼は
日々、「火山起源の黒と赤の岩による丘陵」などというように、景観の地質学的観察を続け
た。
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　モンゴルの人々と過ごしたのは、わずかな時間でしかなかったが、2、3 の目立った特徴
をメモした。気楽な観察者であるミルンが気づくことのできた、彼らの第一の特質は、隣人
である中国人の鈍感さとは対照的な呑

のん

気
き

さ。もうひとつの魅力的な特徴は、その歓
かん

待
たい

ぶりで
あった。ミルンに対しての彼らは、「火山のような精神が活動休止中ではなく顕著な、純粋な
心の素朴な人々」だった。［13 世紀には、モンゴルによるポーランド侵

しん

攻
こう

という苦い歴史が
ある。］

　カルガン［Kalgan］への道は、狭い水路に沿って旅するものだった。あちこちが水の涸
か

れた小川だったので、通行は容易だった。川
かわ

床
どこ

近くでミルンは、黒い玄武岩およびピンク色
の斑

はん

状
じょう

珪
けい

長
ちょう

岩
がん

の露
ろ

頭
とう

と大きな花崗岩をメモした。花崗岩の岩塊は次第に増えていき、駱駝
でさえ越えるのが困難な地形を形作っていた。1 月 4 日までにその地域でのミルンの足

あし

下
もと

は、
再び赤い砂に戻っていた。この地点で隊商と別れ、最後の山脈を越えてカルガン行きを急い
だが、山脈は主に緑の班

はん

岩
がん

［斑状組織をしており、石
せっ

基
き

部分の結晶が大きい火成岩］と花崗
岩によって形成されていると、彼は信じていた。

　カルガンへの最後の行程は、急で岩がゴツゴツした峠を通る危険な下り坂だったが、つい
に ʻ万里の長城ʼ を初めて見ることになる、ヤムボルショーという小さな村へと彼を導いた。
その村でミルンは、たまたまロシアの郵便局の局長だったという宿

やど

主
ぬし

に挨拶した。彼はいつ
ものように地方の寺院や、大いに感嘆させられた万里の長城のような、多くの文化的な場所
を訪れる時間を作った。また自身を中国の生活習慣になじませることも、忘れなかった。

　カルガンを出発し田舎道に沿って、数え切れないほどの人々が住む、多くの中国の村と街
を通過した。提供された宿には大変満足で、モンゴルで耐えなければならなかった苦労とは、
まったく様子が違っていた。よく知られた南

なん

国
ごく

峠［Nankow Pass］を通り過ぎたが、そこ
では万里の長城の、前に触れたのとはまた違った、すばらしい景観に出会うことができた。
4 日後、北

ぺ

京
きん

に到着し、ロシア士官と再会したが、彼はキャフタから北京への旅を終えるの
に、たった 48 時間しかかかっていなかった（ミルンは 5 日かかった）。北京では英国公使館
のブッシェル博士と 1 週間を過ごし、北京の多くの興味ある史跡を見るのに、たっぷり時間
を費やした。

　十分な休養をとった今、ミルンは天
てん

津
しん

への 2 日がかりの旅を続けた。天津でロシア士官ウ
ンターベルガー大佐と行

こう

を共にする、上
しゃん

海
はい

への最後の旅のための準備期間として、1 週間を
見込んだ。できることならば、渤

ぼっ

海
かい

湾
わん

を横切るコースが気に入っただろうが、湾はまだ氷結
しているので問題外だった。
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　2 月 5 日、彼らはそれぞれラバを繋いだ 2 輪の中国式馬車で、上海に向けて天津を出発した。
ミルンは、鞍

くら

を置いた馬も連れていた。翌日（2 月 6 日）、幅が約 50 ヤード［45 m］もある
大運河［京

けい

杭
こう

運河］にさしかかった。運河は凍結し、おびただしい数の小型の橇が滑
なめ

らかな
氷上を、人に押されて通行していた。周囲の地域からの目印になっている堤防の上から、ミ
ルンは田園地帯の絶景を目

ま

のあたりにした。土地はどこまでも平坦で、耕作されていた。そ
の単調な景観は家々の塊と、近くに数本の木があるおびただしい数の墳

ふん

墓
ぼ

である円錐形の塚
によって、変化をもたらされていた。多くの狐と野兎が住んでいると思われた。野兎はしば
しば鷹、特にオオタカやハイタカの餌

え

食
じき

になった。Tsinze［中国地名：不詳］に到着する少
し前、古い運河のどちらも高さ約 30 フィート［9 m］の、堤防の切れ目を通り抜けた。運河
は東西に走り、大運河にも繋がっていた。

　3 日目（2 月 7 日）、滄
そう

州
しゅう

の要塞化された城壁の、東側に沿って進んだ。30 分後ミルンは
大通りの右手方向に、うずくまった馬と大きな白いうずくまった人々の、実物大の像の残骸
があるのに気づいた。像の並び方は、北京北方の皇帝の墳

ふん

墓
ぼ

のそれと似
に

通
かよ

っていた。日がな
南東からの微風が砂

さ

塵
じん

を吹き送り、目に痛かった。通り過ぎた村々は、どれもそっくりな姿
をしていた。入口は、土壁の間の門を通過するのが普通で、道は狭くガタガタで汚く、家々
の壁はなめらかに塗られた土壁だった。

　翌早朝（2 月 8 日）には東
とう

光
こう

の街を通り過ぎたが、城壁はひどく老朽化していた。正午前、
大運河やその続きのいくつかの堤防に上った。砂嵐のせいで、川

かわ

面
も

を覆っている氷は、やた
らにデコボコしていた。午後通過した Songer［中国地名：不詳］の街では、あちこちに木々
と寺院を見かけるようになった。それまでの中国の旅では、柳の生い茂る風景だったが、こ
こではミルンは、ニオイヒバ［常緑のエメラルド色の木］の、黒っぽい木

こ

立
だち

に迎えられた。
徳
とく

州
しゅう

では、楽団を連れた長さ約 20～30 ヤード［18～27 m］の大きな紙の龍の形をしたもの
が道々を練

ね

り歩く、新年の祭の様子も目にした。

　地方の祭礼といえば、街々や村々では連夜、花火と龍にでくわした。中国人は花火の見世
物がお気に入りのようだった。懸

け

念
ねん

される火災というものが、そうそう起きるものではない
ことに気づいたが、とにかく中国人は花火大会が好きなようだった。前日より新鮮な風が少
し強く吹いて、南西寄りに方向が変わり、道路と開拓された耕地から土

つち

埃
ぼこり

を巻き上げた。空
は霧がかかったようで、ミルンは思っていたよりもずっと早く、歩みを止めざるを得なかっ
た。彼は道を行くほとんどの旅人が、徒歩か手押しの 1 輪車で旅しているのを見かけた。手
押し車は追い風が吹く時には、通行を助けるために小さな帆を巻き上げるのだった。



─ 29 ─

　11 日の金曜日には山東省に近づいたが、なだらかな丘陵の風景が、単調で砂
さ

塵
じん

ばかりの
沖積平野に新鮮な変化をもたらした。早朝、黄河の堤防に到着し、小さなぐらぐら揺れる平
底船で河を漕ぎ渡った。厚く泥を含んだ氷片に覆われた河は、少なくとも幅 300～400 ヤー
ド［270～360 m］はあった。ミルンは堤防を歩きながら、流れの中ほどを流れ下る氷片を観
察し、流れるのに要する時間を計測することで、流れは分速約 200 フィート［60 m］だと
知った。そして北方遠くでは見かけることの無かったムナジロカラス［体長 45-50 ㎝。胸は
白い羽毛］とアオカケス［体長約 30 ㎝。頭頂部や背面、尾羽が鮮

あざ

やかな青色］を、道
みち

端
ばた

で
見つけた。丘に近づいた時には、側面の沖積層の中の、自然にできた切り通しを通り過ぎた。
沖積層は、平原のような固まったシルト［沈

ちん

泥
でい

。砂と粘土の中間の大きさのもの］の均質な
塊ではなく、それが横たわっている丘に由

ゆ

来
らい

する石灰岩の破片が含まれていた。

　Kais-a［中国地名：不詳］と呼ばれる村では、凹凸の激しい高い丘が、青みがかった黒い
石灰岩でできており、ミルンは初めてわずかばかりの羊と山羊を目にすることができた。丘
の景観は山々のそれに取って代わられ、多くの沖積層の隘

あい

路
ろ

を通り抜けることになった。山
中の村々のありさまは、平原のそれとは大きく異なっていた。村の入口では高くて巨大なゴ
シック風のアーチがある道を通り抜けるのだが、その上には切

きり

妻
づま

屋根［四方向に傾斜する寄
よせ

棟
むね

屋根と異なり、家の中心線から 2 方向に山形に傾斜のある屋根］の家がそびえ立ってい
た。絵のような外観から注目される入口は、多くの街の中のそれとよく似ていた。家々は平
原では土で建てられていたのと違って石が積まれ、屋根は草で葺

ふ

かれていた。土曜日（2 月
12 日）の午前 8 時頃ミルンは、石灰岩の山々は花崗岩に取って代わられそこで終わってい
る、と記録している。その変化に伴って、両側の丘は岩のためにひどく凸

でこ

凹
ぼこ

して来た。

　どこでも夜明け前から日没後まで、動いている人々の姿があった。また膨大な数の乞食が
おり・・・多くは、半裸体や裸の子供、女そして老人たちである・・・皆たいそう汚く、身
体は腫

は

れ物で覆われていた。正午ちょうど、天津の街の郊外でミルンは道沿いに、斬
ざん

首
しゅ

され
た真新しい首が柳細

ざい

工
く

の籠に入れられ、つり下げられている光景を目にした。これはまった
く心楽しい経験とはいえず、さらに悪いことに彼は地元の人から、ʻ外国の悪魔ʼ だと思い込
まれ、あちこちで宿泊を断られることになった。午後の間に、高く凹凸のある山々の麓

ふもと

に寄
り添う、Kinnan（Tainan）［中国地名：不詳］を通り過ぎた。夕方近くには幅約 100 ヤード

［90 m］で、荷馬車の車軸に達する水
すい

深
しん

の塢
う

江
こう

を、浅瀬づたいに渡った。

　翌朝（2 月 13 日）、コーンウォールの鉱山地帯を思わせる、田舎を通り過ぎた。家や壁の
建築に用いられている資材からみて、その地方では現地で見た花崗岩だけでなく、石灰岩も
あるに違いないと結論した。翌朝、風化した石灰岩を荷馬車で越えていく旅に、いささか耐
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えがたくなり、歩く覚悟を決めた。以後数日の間、石灰岩が砂岩と頁
けつ

岩
がん

［泥質の堆積岩のな
かで、層

そう

理
り

面
めん

に平行に薄くはげやすい性質をもつ岩石］の層とともに地表に露出し始めた。

　旅の最後は大運河だったが、天候に恵まれたおかげで行路は捗
はかど

った。ここでは、運河両岸
の高く傾斜した堤防が、周囲の田舎の風景を眺める妨げになった。時々、船首に大砲を積ん
だ戦闘用のジャンク［平底帆船］とすれ違った。また多くの 城

じょう

砦
さい

を通り過ぎたが、そのう
ちのいくつかは建造中だった。

　運河に沿って多くのジャンクが往来していたので、ミルンはロンドン埠
ふ

頭
とう

での船
ふな

積
づ

みの様
子と、見比べることができた。漁師と乞食は、同じぐらい多かった。彼は、乞食が通り過ぎ
る船から施

ほどこ

し物を集める手口に惑
まど

わされ、まんまと企
たくら

みに引っかかった。「彼らは縛り合わ
せてすごく長い棒を作るために、たくさんの長い竹

たけ

竿
ざお

を持っている。先には、小さくて底の
深い袋がぶら下がっている。その素

す

敵
てき

な棒を持ち上げて、通過するジャンクの多くの階の客
に見せるため、棒は岸に打ち込まれた柱の上で支えられ、その上で回転している。乞食マシ
ンの持ち主は、見返りが期待できると思われる位置で、袋を上げ下げして棒を揺らし、注意
を引くために小さな太鼓を撃ち鳴らしながら岸辺に立っていた。」

　1876 年 2 月 23 日、天津からの 19 日間の旅を終え、やっと終着地の上海に到着した。上
海から東京へは一直線の航海で、たとえミルンが船酔いしたとしても、気にならない程度の
ものだった。彼は旅をやり遂げたことに少なからぬ喜びを感じ、様々の降りかかった苦労で
くたびれてはいたが、英国の多くの友人や仲間が不可能だと思ったことを成し遂げたのだ。
彼の記すところでは、乗り越えなければならなかった多くの困難は、たびたび矮

わい

小
しょうか

化して記
録され、むしろ興味深い地層や、壮大な旅で出会った魅惑的な植物群や動物群に、思いを馳

は

せる方が気に入っていたようだ。

壮大な旅のさらなる観察
　ミルン教授の〈ヨーロッパとアジア横断の旅〉［“Across Europe and Asia”］の体験は、
日本アジア協会［Asiatic Society of Japan］の会報『日本アジア協会報告』［“Transactions 
of the Asiatic Society of Japan”］（第 7 巻、1-72 頁）に掲載された。それには “観察と一般
的な覚え書き”［“Observations and General Notes”］という題で発表された地理学的観察が
追記されており、シベリアの主な街についての創建日時、人口、そしてサンクトペテルブル
グからの距離の一覧表を作っている。またシベリア各地の雨と雪の日を示す気象学上の表と、
平均気温の表、多くの河川での凍結と氷が融

と

けた時期の表も作成した。
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　また ʻシベリアの流
る

刑
けい

者
しゃ

ʼ の部分と、ʻ陸路の旅を志す人たちへの注意書きʼ も付け加えら
れており、その中でミルンはどのような状態が最善かをわかりやすく述べ、外国人が 70～
80 日という旅程を見込むのなら、1 年のうちのどちらかの季節、好みによって夏か冬に旅す
るのが良いと助言している。

　冬はスピード感ある旅と、多量の食料等の運搬を容易にしてくれ、例外的な寒さと煩
わずら

わし
い旅装との、バランスがとれたものだとミルンは考えていた。夏の旅は常に蚊が多く、暑く
埃
ほこり

っぽい。もし冬に旅するなら、北極に環境が似たモンゴルを避けるのが最善だろう。も
し状況に恵まれていたら、ミルンは蒸気船でアムール川を下り、ロシア沿岸のウラジオストッ
クに到着していただろう。

　また旅行仲間については、好感をもって語っている。経験によると、彼らは親切で面
めん

倒
どう

見
み

の良い仲間で、長く曲がりくねった道の、寒く不快な場面を和
やわ

らげてくれた。この注目すべ
き旅の結果もあって、ジョン・ミルン教授は王立地理学会のフェロー［特別の功績があった
研究者に与えられる称号］に選ばれた・・・それは当然の名誉に値するものだった。

図 19　ミルンの日本到着後、紀行 “Across Europe and Asia” が掲載された、日本アジア協会機関誌［“Transactions 
of the Asiatic society of Japan”］
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第 3 章

日出
いづ

る国
　1867 年 2 月 3 日、睦

むつ

仁
ひと

［明治天皇］は 15 歳にして、父・孝
こう

明
めい

天皇の後を継いだ。彼は
〈明るい統治〉を意味する ʻ明治ʼ という元号を採用し、1912 年 7 月 30 日までの 45 年間、
天皇として君

くん

臨
りん

した。日本の歴史の上でこの政変は、〈1868 年の明治維新〉と呼ばれ、徳川
幕府 265 年に及ぶ封建制の終

しゅう

焉
えん

をもたらすものだった。

　日本の明治政府は国民の士気を高めさせ、新政府への金融支援を取りつけようと、1868
年に『五

ご

箇
かじょう

条の御
ご

誓
せい

文
もん

』を発
はっ

布
ぷ

した。五箇条のうちの 1 つは、天皇統治の基礎を強化するた
めに、知識を世界から求めるというものだった［智識ヲ世界ニ求メ大

おおい

ニ皇
こう

基
き

ヲ振
しん

起
き

スヘシ］。
この基礎に立って、新興国家の社会的、政治的、経済的発展を日本国民に教育するため、多
数の外国人が招

しょう

聘
へい

された。学問を支援し便
べん

宜
ぎ

をはかるため 1873 年、政府はしばらくの間世
界最大の技術専門学校であった、工部大学校［ミルンが着任した設立当初は、工部省工部
寮］を東京に新設した。

　ミルンは、招聘された多くの専門家のうちの 1 人だった。雇用契約には、彼の仕事につい
ての、制約的な条項が含まれていた。鉱山技師としての彼の場合は、技術的な問題に限って
関わるよう定められ、それが中止されていようと操業中あるいは計画中であろうと、どの鉱
山にも自己資金を投資することは、許されなかった。日本国民を介

かい

して投資するために、金
を貸すことも禁じられた。政府からは ʻ山口屋敷ʼ と呼ばれる家を、住

すま

居
い

として提供された。
ミルン教授にとって、彼の新居での多

た

事
じ

多
た

端
たん

な最初の夜であることが明らかになったのは、
地震が彼をベッドから叩き起こした時だった。揺れは家を端

はし

から端まで揺さぶり、この国と
のふさわしい出会いとなった。地震とそれに関係するもろもろの結果が、後日彼の仕事人生
を支配することになろうとは、この時は思ってもみなかった。

　1876 年、ジョン・ミルンは工部大学校のスタッフに加わったが、その時の教頭はスコッ
トランド人の技師でグラスゴー大学出身の、ヘンリー・ダイヤー［Henry Dyer 1848-1918］
だった。ミルンにとって幸いだったのは、英国にいた時から周知の仲だった、アイルランド
人のジョン・ペリー［John Perry 1850-1920］のおかげで、彼の大学校生活への第 1 歩が、
容易になったことだった。日本で 2 人は親しい仲間となり、終生の友となった。
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　ミルンの日々の講義スケジュールは、早朝 6 時に始まり夕方 16 時に終わるのだが、18 時
から 22 時の間スタッフは、学生の個人的な勉強やレクリエーションに参加するよう、望ま
れていた。また学生が書いた英文を手直ししたり、質問があれば答えてやり、講義の準備と
新課程の質の向上を助けることも期待されていた。彼は、鉱山学、建築学、化学、冶

や

金
きん

学等
の教科を教えた。教員の多くは英国人だったので、授業は英語で行われた。そのため英語の
能力が乏

とぼ

しいか、まったく無い日本人学生にとって、授業はかなり厳しいものだった。工学
の授業は、学生が工学修士（M.E.）を許されるまでに 7 年間を要する、非常に厳格なもの
だった。

図 21　工部大学校
Ⓒ Wikipedia

図 20　若きミルン
Wikipediaの日本語版「工部大学校」より　投稿者：Hideo Izumida　ライセンス：CC BY-SA 4.0
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　工部大学校時代のミルン教授は、完全主義者だという評判だった。教科書では不十分だと
分かった時、成績を高い水準に維持するため、彼は自分の教科ノートを編集し直して使用し
た。結晶学ノートは、実際に石版印刷されて英国へ送られ、刊行された。この約 70 頁の教
科書は、結局は 1879 年に『結晶学と結晶物理学ノート 』［“Notes on the Crystallography 
and Crystallo-physics” トゥルブナー社］として出版された。1880 年には再びこの課題に戻
り、” 結晶弾性の実験”［“Experiments on Elasticity of Crystals”］と題する長い論文を、『鉱
物学雑誌』［“Mineralogical Magazine”］に掲載した。ミルン教授は猛烈に働き、工部大学校
に高い教育水準をもたらした。まだ 20 代後半の若さで、エネルギーに満ちあふれていた。
日本社会の歴史や多くの活発な火山、頻

ひん

発
ぱつ

する地震に対するより深い知識と理解を促
うなが

す、野
外巡検への情熱を抱いていた。

　1877 年中には、日本の火山についての大切な野外研究に取りかかった。多くの火山に登
り多くの実験をしたが、いつも自身の安全は等

とう

閑
かん

視
し

されていた。彼の仕事は、火山が活動中
であれ休止中であれ、それを完璧に記述することだった。細部に対する同様の注意は、出版
された論文にも及

およ

んでおり、そこに収められた自筆スケッチに、こまごまと描かれている。
火山研究の成果は、北海道とロシア連邦のカムチャツカ半島の間に位置する千島列島への、
前人未踏の探検によって他に例のないものになった。彼が訪ねた多くの活火山・・・伊豆大
島という島

とう

嶼
しょ

火山、本州の浅間山、富士山は、日本で良く知られた火山の 3 本指に入る。

伊豆大島（大島火山）
　東京の南南西約 100 km、相

さ が み

模湾にある大島火山は、伊豆諸島の最北端に位置し、日本の
火山の中でもっとも活動的なものの 1 つである。噴火は常に中央火口丘である三原山の、直
径 4 km のカルデラから起きる。伊豆大島は玄武岩と安山岩によってできた成

せい

層
そう

火山［ほぼ
同一の火口から数次にわたって噴出した噴出物が、層をなしてできた円錐形の火山］で、爆
発的な噴火をする。ミルンの日本滞在中、伊豆大島は活発に活動していた。1876 年 12 月 27
日から 1877 年 2 月までの一連のストロンボリ式噴火［間欠的で比較的穏やかな噴火。火

か

山
ざん

礫
れき

（噴火により生じた火山岩片）、火
か

山
ざん

弾
だん

（火山礫より大きい）を伴う］は、スコリア 丘
きゅう

［ナウマン丘。スコリアは軽石のように多孔質で、暗色のもの］を形成する結果となった。
三原山から噴出する噴

ふん

泉
せん

（図 23）を伴
ともな

った最後の大きな噴火は、12 年間の休止期の後、
1986 年 11 月 15 日に始まった。11 月 21 日の溶岩の割れ目噴火は、近くの元

もと

町
まち

から住民と観
光客が避難しなければならないほど、切迫したものだった。

　ミルンの元に、大島火山が噴火しているという知らせが届いた時、この自然現象は見逃せ
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ないと思った。すぐさま小さなチームを編成し、蒸気船を借り上げて、横浜・伊豆半島経由
で大島に向け出航した。旅はまるまる 24 時間を越えるものだった。島の住民はミルン教授
に、火山は 16 日間にわたって噴火を続けていると教えた。山頂への登頂準備作業の間に、
土地の人々からは他にほとんど情報を入手できなかった。頂上に向かっての登

とう

攀
はん

は、足
あし

下
もと

で
ごろつく黒いスコリア状の火山礫

れき

のために、きついものだった。長く厳しい登山の後、やっ
と古くて切り立った火口に到着した。その縁

ふち

を回って注意深く何とか進んでいくと、火口の

図 22　伊豆大島の位置図

図 23　1986 年 11 月の伊豆大島のストロンボリ式噴火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Shun Nakano
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図 24　2000 年 9 月 27 日の三原山の山頂火口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Shun Nakano

図 25　伊豆大島原図：川邊禎久（1998）伊豆大島火山地質図、No. 10、地質調査所［現在は産業技術総合研究所］。
この網掛けされた地図は、Webサイトから取得。



─ 37 ─

底へと続く、火山灰の斜面が見つかった。ミルンは ʻ大胆な行動ʼ の後、火口の床へ下降し
た。爆発の轟

ごう

音
おん

は次第に大きく頻
ひん

繁
ぱん

になり、そのたびに地面が揺れ動いた。

　次いで彼らは、2 番目の火口の縁
ふち

にたどり着いた。だが目に映ったのは、期待していたも
のではなかった・・・「火口を見上げる代わりに、我々はその中を覗

のぞ

き込むことになった」。
ミルンは幅約 1 km、深さ 100m のすり鉢

4 4 4

地形の中を覗いた。火口底には熔
よう

融
ゆう

したマグマが
噴き上げた、直径約 20 ｍの小円

コ ー ン

錐があった。悪天候も噴火中の火山への危険な接近も、噴
火についての徹底的な究明を、妨げはしなかった。寒さと雨の猛攻撃の後、細かい火山灰と
硫黄の悪臭の中を下って山から撤退し、翌日、東京に向けて帰航した。

　噴火の地質学的報告は、火山が形成される過程についての理解に向けて、ミルンにさらな
る 1 歩を歩ませた。彼はまたこの種の火山活動が、日本の大地震の原因だろうと考えられて
いることも知っていた。この見解については、やがて彼自身によって、綿密に再検討される
ことになる。

浅
あさ

間
ま

火山
　東京の北西 140 km、群馬県と長野県とにまたがってそびえる浅間山は、本州でもっとも
活動的な火山の 1 つである。大島と同様に噴

ふん

石
せき

［火山弾］と火山灰でできた成層火山で、主
な岩石の種類は、安山岩とデイサイト［火山岩の 1 種。二酸化ケイ素が 63-70 %］。ミルン
の日本滞在中にもたびたび噴火したが、1875 年 6 月に始まって、1879、1889、1890-1892

（散発的な活動）にはさらなる活発さを示し、最終的に 1894 年には大量の火山灰を降らせ

図 26　中
なか

山
せん

道
どう

沓
くつ

掛
かけ

宿
じゅく

から見た浅間山（1891 年ごろ）
Ⓒ長崎大学図書館

図 27　冬の浅間山
Ⓒ Kaori Kurita　2002 年 2 月 20 日撮影



─ 38 ─

た。最近では 2004 年 9 月 1 日に噴火し、2004 年 10 月 10 日まで断続的に噴火を続けた。火
山灰は東京にまで飛来し、あらゆる物を細かい灰色の火山灰で覆

おお

った。噴火の原因は、蓄積
した火山ガスの圧力の高まりによるもののようだった。これが調査を困難なものにし、浅間
山は今もなお危険な火山であり続けている。

　ミルンは伊豆大島［三原山］に登ったのと同じ年、浅間山にも登った。しかし山頂での滞
在は、すさまじい轟音と、火口の深みから絶えず放出される大量の硫

い

黄
おう

ガス［硫
りゅうか

化水素、二
酸化硫黄］のために、短時間であることを余

よ

儀
ぎ

なくされた。その時の浅間山の状態はミルン
でさえ危険過ぎると考えたので、調査旅行は早々に打ち切られることになった。火口の巨大
な深みという外見上の情報からの、将来の火山活動についての予測は、ミルンに 2 度目の計
画を急がせた。今回は強風が障害になり、またもや彼は追い返されることになった。火口の
深さについては相

そう

反
はん

する見解が続いたので、浅間山の頂上に到達するという 3 度目の挑戦を
決意した。ベースキャンプからの 5 時間半かけての登山の後、チームは山頂に到達し、多く
の実験を行うことができた。不運なことに、多くは失敗だったが。一行は銅線と麻

あさ

紐
ひも

の補助
具によって、火口は少なくとも 230m の深さだと、何とか確証を得ることができた。ミルン
は風についての忠告も顧みず、再び火

か

口
こう

底
てい

を一目だけでも見るために、張り出し部分の上ま
で這

は

って行った。この危険極まる浅間火山への登山は、後にあたかも ʻ休日の小旅行ʼ でで
もあったかのように語られている。彼は 20 年間の日本滞在中、大学校の長い夏休みの間に、
50 座以上の異なる火山に登った［日本の活火山は 111 座］。1878 年には、おそらくすべての
火山探訪の中で、彼にとってもっとも印象深い、大部分が未知の地域であった千島列島を訪
れることになった。

千
ち

島
しま

列島
　千島列島は、カムチャツカ半島（ロシア連邦）の先端から日本の北海道の北の島までの、
約 1,200 km（750 マイル）に広がる、ほとんどが未

み

踏
とう

査
さ

の火山島の鎖である。千島列島の形
成は白

はく

亜
あ

紀
き

［約 1 億 4500 万年前から 6600 万年前］後期に始まり、計 68 座の火山があるが、
そのうち 36 座は活動的で危険だと考えられている。1875 年に日本はサハリン島のすべてを、
人もまばらな千島列島（シュムシュからウルップまでの 18 の島）と交換するために、ロシ
アに譲渡した。千島列島は 1945 年まで、日本によって 領

りょう

有
ゆう

されることになったのだった。

　パラムシル島の北端に位置する、エベコ火山（図 28、図 29　標高 1,156m）。それは主要
な街セベロクリリスクの、西北西 7 km に聳

そび

えている。約 20 ｍの深さの湖によって満たさ
れた中央火口のある、複雑な形態の外輪山である。18 世紀後期以降、記録されている火山
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活動は、中央火口からの小・中規模の噴火に限られている。2,400 歳の火山の最新の噴火は、
2005 年である。

　千島列島中央のシムシル島には標高 1,540m の、冠雪し南の最高点がミルンにちなんで名
づけられた、ミルン火山（図 30）がある。シムシル島の他の 3 つの火山では、1944 年に最
新の噴火をしたゴリヤチャヤ火山の噴

ふん

気
き

口
こう

と溶岩流を、図 30 のミルン火山の冠雪した山頂
の、南西の山腹で見ることができる。

　ミルン教授の 1878 年の千島列島調査旅行は、濃霧によって島々への上陸を手厳しく拒絶
された。それにもかかわらず、彼は数ある島々の自然の地形、植物群、動物群、地質など、
島の多くのものの詳細を何とか書き留めることができた。さらにパラムシル島の新しい火山
まで発見し、思いきってエベコ火山と名づけた。新しい発見を自分にちなんで命名すること
を好んだ、多くの他のヴィクトリア朝

ちょう

の探検家たちと違い、彼は慎
つつし

み深い人間として、その

図 28　太平洋の東側から見た千島列島パラムシル島の、活火山エベコ山
Ⓒ Alexander Belousov

図 29　ロシア連邦、千島列島パラムシル島のエベコ火山。2005 年 4 月、硫黄ガスと火山灰の
噴出を始め、それらはセベロクリリスク市に水を供給する貯水場に舞い込んだ。

Ⓒ Alexander Belousov
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誘惑に抗
あらが

った。“千島列島の火山群の中の航海”［“A cruise among the volcanoes of the Kurile 
Islands”］（1879）の中で、「これらの火山は浸食が進んでおらず、はっきりした山の輪郭を
保っているから、起源はカムチャツカや日本の火山より新しいものだ」と述べている。

　日本の火山についての総合的な研究は、地震はおそらく火山活動に原因するものではない
という結論を下すようミルンに促

うなが

した。彼の正確な言葉によれば、「我々が経験する地震の
多くは、火山によるものではなく、またそれらと直接の関係を有するようには見えない。日
本の中央は山岳地帯で、活動的な火山が多数あるが、その地域には不思議なことに地震が無
い。」

　現在では、千島列島の火山の数 100 km 内側の空域は、世界の中でももっとも頻繁に航空
機が行き交

か

う回
かい

廊
ろう

だ。もしジェット機が、うっかり噴火している火山の噴煙の中に進入して
しまったら、航空機システムに激しい損傷を与え、最悪の場合、完全なエンジンの破壊につ
ながる。火山灰の降灰はまた、空港での運航を制限することになる。ミルンはきっとこのよ
うな環境の下での、旅客機の乗客の安全を増すための挑戦を依頼されたら、喜んだことだろ

図 30　千島列島中央、シムシル島の冠雪したミルン火山。ゴルヤチャヤ・ソプカの噴気口と溶岩流は、冠雪し
た山頂の南西方向に見られる。
NASA ジョンソン宇宙センター画像科学分析研究所の画像提供（http://eol.jsc.nasa.gov）．  
Mission: STS11 2Roll: E Frame: 5671 Mission ID on the film of image: STS112
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う。

　千島調査旅行の間には、クリル人として知られる土着の人々にも会った。彼はこれらの
人々が、択

えと

捉
ろふ

島
とう

の北の千島の、唯一の原住民だと信じていた。彼らは独自の言語を持ち、ロ
シア語を流

りゅう

暢
ちょう

に話し、アイヌ語（アイヌ人は、日本の原住民だと信じられていた）として知
られた言葉もいくらかは理解した。おそらくこの土着のクリル人との出会いは、ミルンに
とって日本の先史時代研究を始める刺激となったに違いない。

日本の先史時代
　日本滞在中ミルン教授は、多くの郡

ぐん

（現在は県として知られている）を経て旅行する機会
がたびたびあった。数多くの旅は、明治時代には街々や村々に充満していた神々や精

せい

霊
れい

など
を通して、地方の先史への理解を深めさせてくれた。運の良いことに、モース教授［Edward 
Sylvester Morse 1838-1925 アメリカの動物学者］が・・・彼もまた工部大学校勤務だっ
た・・・横浜と東京の間にある大森貝塚の研究に精力的に従事している間に、日本の考古学

図 31　千島列島最北端のシュムシュ島でクリル人と（右端後方がミルン）
（市立函館博物館所蔵）
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と人類学に関心を抱くようになったのだった。モースはこれらの塚は、おそらく人肉食を
行っていた、（未開の）前アイヌ人によって築かれたものだと推論していた。ミルン教授は
たびたび、日本の先史についての科学的討論に加わった。実際、彼は日本人の起源に関する
探究、地方の考古学的理解のいっそうの進展について、モースと協力した。西洋の学者たち
にとって、1 ヵ所に集まってお互いの経験を分かち合うことは、珍しいことではなかった。
実際に明治政府は、そのような技能の融合を期待していた。ミルンとモースは力を合わせ
て、当時はエゾとして知られていた北海道の、函館と小樽の考古学的発掘を成し遂げた。ミ
ルンは日本の考古学についての経験と知識が増すにつれ、次第に日本人の起源に関するモー
スの仮説のいくつかに対し、異を唱

とな

えるようになった。

　ミルンの発見のいくつかは、英国・アイルランド人類学研究所［Anthropological 
Institute of Great Britain and Ireland］によって、1880 年 5 月 25 日に出版された。彼の論
文 “日本の石器時代・・・最近起こった地質学的変化のノート”［“The Stone Age of Japan: 
with notes on geological changes which have taken place”］の中で、彼ははっきりと、エド
ワード・モースへの不同意を表明している。論文は貝の山［貝塚］、塚、洞穴の内容を箇条
書きにしている。ミルンが発見し同

どう

定
てい

した最も多く見られた対象には、貝殻、陶器、骨、矢
尻、装身具が含まれている。彼の地質学的知識は、次に述べているように、斧について説明
するのに役立つことが明らかになった。「その材料は緑がかった石で、私が調べた中にある
見本の場合、部分的には粗

そ

面
めん

岩
がん

［火山岩の 1 種］状の斑
はん

石
せき

［火成岩の 1 種］か安山岩と分析
される。この分析から、角

かく

閃
せん

石
せき

［珪
けい

酸
さん

塩
えん

鉱物］または普
ふ

通
つう

輝
き

石
せき

［鉱物の 1 種］が部分的に緑
りょく

図 32　礼装したアイヌの男（1891 年ごろ）
Ⓒ長崎大学図書館
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泥
でい

石
せき

［珪酸塩鉱物］に転化したので、特徴的な緑がかった色をしている。」彼はまた、火打
ち石や火山の黒

こく

曜
よう

石
せき

［火山岩の 1 種。黒色であることが多く、割れ目が鋭いので、刃物とし
て用いられることが多かった］から作られた、多くの矢尻を採集した。ミルンによって発見
された他の人工物としては、見たところ装身具として用いられただろう、小さな犬の歯のよ
うな奇妙な形をしたものがあった。これらの珍奇なものは、日本人の間では〈曲

まが

玉
たま

〉として
知られていた。彼はそれを、「曲玉は私が知る限り、貝塚では見つかっていない。それはし
ばしば、掘り出された壺の中で見つかっている。翡

ひ

翠
すい

［深緑で透明な宝石］、蛇
じゃ

紋
もん

石
せき

［橄
かん

欖
らん

石
せき

の変質により生じる］、碧
へき

玉
ぎょく

［不透明で色のついた塊状の石英］、瑪
め

瑙
のう

［微細な石英の結晶
が集まってでき、一般には縞

しま

模
も

様
よう

がある］、ステアタイト［凍
とう

石
せき

。滑
かっ

石
せき

の一種］その他のよ
うな、種々の材料でできている。これらの多くの事実は、日本ではまだ知られていなかった
と思われる鉱物、翡翠からできている事実と考え合わせると、曲玉はおそらく中国から入手
した装身具であり、明らかに歴史的遺物なのである」と記した。

　彼は多くの遺品、特にアイヌ人の貝塚から発掘した物の、起源を明らかにすることに満足
を覚えた。集めたアイヌ人の歴史的証拠については、次のように述べられている。「現在も
アイヌ人はエゾ（北海道）に住み続けており、我々はその歴史から考えて、おそらく一時彼
らは日本全土に居住しており、南からの日本人の侵

しん

攻
こう

によって北に追いやられたことが分
かっている。事実、彼らの歴史と現在の地理的位置は、アイヌ人は日本に居住していたより
長い期間、エゾに暮らしていたと仮定するのが妥当だと思われる。」

　ミルンはアイヌ人は歴史時代だけでなく、先史時代にも日本に住んでいたと確信してい
た。陶器の模様はアイヌの現代の美術のそれとの比較と、装飾の一般的な特徴から、アイヌ
人がポリネシア起源であることを示唆した。短刀の鞘

さや

や他の用具の模様と衣服の刺繍はどれ
も、南

なん

方
ぽう

起源だという確信をいっそう強めるものだった。しかし今
こん

日
にち

の見解では、実際には
日本人はアジア起源であるとされている。

　貝塚とアイヌ人の起源についての進行中の議論の中でミルンは、海岸線の発達について次
に述べているように、考古学的発掘品の説明を行うのに、地質学的知識を生かすことができ
た。「・・・そこではこの台所のゴミの山をなすような、貝殻の堆積物が築かれ・・・それ
はちょうど現代の堆積物がそうであるように、海

うみ

辺
べ

にあったに違いない。そして地質学的証
拠に戻るなら、過去 3,000 年以内には大森でのような堆積物は［大森貝塚］、おそらくあち
こちの海岸線にあったと思われ、これらの時代・場所に先立つものであり、地質学的作用が
中断されることを想定しないかぎり（私たちが現在、目にしているものだ）、水没してし
まっていただろうから、現在は存在していなかったに違いない。おそらくこれらの貝塚は、
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アイヌが居住した前後の時代には、今ある場所に築かれなかった可能性が高い。歴史と地質
学は互いに支え合い、われわれは同じ答、すなわち日本の貝塚はどれも、アイヌ起源と推測
されるという結論に導かれる。」

地震学者ミルン
　日本での 1878 年の地震［明治 11 年 7 月 9 日夜に、首都圏を襲った地震］は、初めて科学
的調査を受けることになった地震である。日本の役人であった服部一

いち

三
ぞう

［文部・内務官僚。
日本地震学会発足時の会長 1851-1929］は、激烈な地震は群

ぐん

発
ぱつ

して発生する傾向があると書
いている。［日本地震学会は世界で初めての地震学会。1880 年にミルンが中心となって設立
され、当初の会員 117 名のうち 80 名が外国人で、英国外交官のアーネスト・サトウや東洋
美術史家アーネスト・フェノロサ、明治天皇の肖像画を描いたエドアルド・キヨッソーネな
ども会員だった。現在の日本地震学会は、1929 年に今村明

あき

恒
つね

によって再興されたもの。］ま
た若いドイツ人の地質学者エドムント・ナウマン［Heinrich Edmund Naumann　ドイツの
地質学者。フォッサマグナを発見し、“ナウマン丘

きゅう

”、“ナウマンゾウ” の名にも残る。1854-
1927］は、初期の論文の中で、日本の地震と火山噴火を一覧表にしている。ナウマンはミル
ンとは別

べつ

枠
わく

のお雇い外国人で、帝国の大学［多方面の学部を併合し、1877 年に東京大学、
1886 年に工部大学校を併合して帝国大学と改組された。1897 年に東京帝国大学となる］で
教えるため、1875 年に 20 歳の若さで来日した。初めの頃の彼は、地震研究がミルンの主要
な仕事になるまで、協力し競

きそ

い合った。また、日本の地質調査所［現在の産業技術総合研究

図 33　北海道函館の道路端の案内文の一部

あさり坂
1878 年、英国のジョン・ミルンとアメ
リカのエドワード・モースが函館にやっ
て来て、函館在住の英国人ブラキストン
の協力を得て、この坂の周囲で貝塚を発
掘した。この貝塚からは、昔の人が食べ
ていたアサリの殻が多数発見されたた
め、「アサリ坂」と名付けられた。
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所・地質調査総合センター］を設立したことでも知られている。

　ミルン教授は鉱山学と地質学を教え、過去に訪れた国々についての記録を書き上げ、初め
ての結晶学の教科書のための原稿を、完成させることに没頭した。その間にも地震の揺れは
日常的に発生し続け、ゆっくりとだが確実に、彼の注意を引き始めていた。彼は他の英国人
の同僚、特にウィリアム・エドワード・エアトン［William Edward Ayrton 1847-1908］と
ジョン・ペリーが、地球の動き全般についての真剣な議論に、活発に参加していることに気
づいていた。後にジェームズ・アルフレッド・ユーイング［James Alfred Ewing 1855-
1935］とトマス・ロマス・グレイ［Thomas Lomas Gray 1850-1908］が、東京大学でポス
トに就くと、彼らもまた地球の動きについての議論に引っ張り込まれた。ミルンは地質学的
知識がこれらの議論に寄与することが少なくないことに、満足し幸せだった。実際、「・・・
朝食時も昼食時も、お茶の時間と夕食時にも地震があり・・・」と、ランカシャーのアクセ
ント丸出しで話し、地震の背後にある古い言い伝えと神話を紹介するという、彼独特のユ
ニークな方法で大学の仲間を楽しませた。地下洞窟に追い詰められた風が逃げだそうとする
際に、地球の揺れを引き起こすとすることで、地震の科学的解明の初期の試みをしたアリス
トテレス（BC384-322）のような、昔の哲学者にも言及した。彼の理論は、火山の噴気口か
ら逃げ出そうとする蒸気が原因だ、というところにまで拡張された。アリストテレスの理論
は、2,000 年の長きにわたって健在だったことになる。

　人類の歴史を通して多くの場合、地震のような自然災害は、迷信や伝説となって人々の間
に深く根を張った。例えばカムチャツカ（ロシア連邦）では、チュイル神という名の神が、
蚤
のみ

にたかられた犬に引かれた地球が載った橇を操縦している。犬が痒
かゆ

いところを掻
か

くために
立ち止まると、地球が揺れるというものだ。スカンジナビアでは、ロキ神が弟のバルダー神
を殺害したために罰せられ、地下洞窟の岩に縛りつけられる。ロキ神の顔の上に大蛇が毒を
注
そそ

ぎ、ロキ神の妹はそれが兄に当たらぬよう鉢に受けていた。だが彼女は時々鉢を空
から

にする
ために、その場を離れなければならない。そのためロキ神の顔に毒が滴

したた

った。ロキ神が毒を
避けるために身体をよじったりのたうったりする時、その動作が上の地面を揺り動かすの
だった。中央アメリカでは、マヤ文明のヴァシャクメン神という、四角い地球を支える四
柱
はしら

の神々だった。彼らは余分な人間を振り落とすため、地球を傾けたのだろうとされてい
た。

　日本の伝説では、日本列島全体を支える力のある、大きな鯰
なまず

が地下に住んでいることに
なっている。それが身体を震わす時に、地球の振動を引き起こす。1855 年に江戸（東京）
を揺るがせた安

あん

政
せい

大地震［1855 年 11 月 11 日 M7.0～M7.1  推定死亡者数 1 万余、倒壊・焼
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失家屋 1 万４千余］では、バラエティに富んだ鯰の木彫り彫刻と〈鯰
なまずえ

絵〉［安政大地震の後、
多種・大量に出版された錦

にしきえ

絵。鯰が地震を引き起こすという俗信に基づいたものだが、世
情・政治への批判も含まれている］が世間に流

る

布
ふ

した。ある 1 枚の版画では、教養豊かな花
おい

魁
らん

［遊女］を背中に乗せた鯰を、人々が捕らえようとする物語である。鯰は捕らえようとす
る人々に向かって、「私は美人を背中によじ登らせて、喜んでいるんだよ。もしもっと多く
の女がよじ登ったら、うれしくてもう 1 度震えるだろうよ」とうそぶいている。人間の歴史
が始まって以来、異なる文化がそれぞれ活発に地震や他の自然災害についての、魔術的な説
明を探し求めて来た。だから地震伝説はたっぷりあるが、科学は結局あらゆる種類の地球の
揺れに、単純な機械的説明を与えることになったのだった。

　実用的な地震計改良の旅は、1 人の中国人哲学者・張
ちょう

衡
こう

［AD78-139］とともに始まり、
彼は遠方で地震が起きたことを（記録として残すことができなかったが）示すことができる

〈科学的機器〉を、最も早い時期（AD132）に作ったと信じられている。メカニズムは簡単
で、壺

つぼ

の周囲を取り巻いて設けられている 8 匹の龍の口の中に、8 個の玉が危うくバランス
を保ちながら載っている。どこかで地震が起きると、発生した地震波が 1 つかそれ以上の玉
を落下させる。そのアイディアによれば、それによって遠く離れた地震の起きた方角を見つ
けだし、皇帝の行政機関はその方面に正確に偵察隊と、緊急用物資を投入することができる
と考えられたのだ。

図 34　張衡の地動計（レプリカ）と内部構造
Ⓒ東京大学地震研究所
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　近代地震学の夜明けは、1755 年のリスボン大地震［1755 年 11 月 1 日 M8.5～M9.0  津波
による死亡者 10,000 人を含む、死亡者 55,000～62,000 人］直後に、ジョン・ビービス［John 
Bevis 1695-1771］とジョン・ミッチェル［John Michell 1724-1793］という、2 人の英国人
のパイオニア的研究とともに、急速に幕を開けた。しかし地震研究の重要な進展は、19 世
紀半ば、次のような人々の顕著な世界的貢献によって始まった。イタリアのデ・ロッシ［De 
Rossi 1834-1898］とメルカリ［Giuseppe Mercalli 1850-1914］、ドイツのゼーバッハ［Karl 
von Seebach 1839-1880］、オーストリアのスース［Eduard Suess 1831-1914］とヘルネス

［Rudolf Hoernes 1850-1912］、フランスのモンテシュ［Ferdinand de Montessus de Ballore 
1851-1924］とアメリカのダットン［Clarence Edward Dutton 1841-1912］。これらの名高
い初期のパイオニアたちの中でも、他の 3 人、すなわちロバート・マレット［Robert 
Mallet 1810-1881。seismology（地震学）、epicenter（震

しん

央
おう

）など地震学用語の創始者でも
ある］、ルイジ・パルミエリ［Luigi Palmieri 1807-1896］とフィリッポ・セチ［Filippo 
Cecchi 1822-1887］の仕事については、特に注意をうながしておきたい。

　ミルンはアイルランド人の技術者ロバート・マレットに、敬服していた。彼は 1857 年の
ナポリ大地震［1857 年 12 月 16 日 M7.0 推定死亡者数 10,000 人　バジリカータ地震とも呼
ばれる］の影響について、地中海周辺の地震帯を地図に表し、同様の惨害を被

こうむ

った地方を示
すコンターマップ［等

とう

値
ち

線
せん

図。図面上で等しい数値を結んだ線で、様々な現象を表したも
の］を作成するという、科学分野での大きな功績をあげた。マレットは、地震は地球表面層
の突然の屈曲、または地下の地層を破

は

砕
さい

に導く、膨
ぼう

大
だい

なエネルギーの急激な解放が引き起こ
すと信じていた。彼はまた、地表の動きの探知装置を考案し（しかしそれは、地震現象の継
続的な記録を取ることはできなかったが）、地震波の速度を計測するために、爆発物を用い
て地球の内部を通る波を発生させる実験をした。この未完成の技術は、地震を記録するとい
う目的のために、1851 年に考案された（ミルンは後年、マレットのこの分野での仕事を継
続することになった）。それらの研究の中でロバート・マレットは、地震は単一の原因では
起こり得ないと結論した。

　1874 年、イタリア人のルイジ・パルミエリは、無感地震を記録することができる、高感
度の 3 成分［東西動、南北動、上下動］感

かん

震
しん

器
き

［地震波の到達時刻を、記録することができ
なかった］を設計した。この装置は、日本の内務省地理局気象掛

がかり

で使用するため、イタリア
から運ばれることになった。それは 1875 年から 1883 年の間、グレイ＝ミルン式地震計に置
き換えられるまで使用された。パルミエリの感震器は（水銀を満たしたガラス管を用いてい
た）、東京で地震探知のために使用されることになった。感震器によって収集されたデータ
はカタログ化され、その時代に真に役割を果たす機器となった（しかしこの機器について
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は、批判者もいないわけではなかったが）。日常的な地震記録が、日本で発展した新世代の
地震計によって取って代わられることになった時にも、パルミエリの感震器は撤去されるこ
となく、他の地震計の記録装置を起動する引

ひき

鉄
がね

として利用されることになった。

　1783 年のカラブリア地震［M6.9 イタリア南部カラブリア付近を震源とする地震。死者
2.95 万～5 万人の諸説がある］は、イタリアの地震学に大きな関心のうねりを生じさせてい
たが、その時期の機器の進歩は遅

ち

々
ち

たるものだった。それでもイタリア人のセチは、初期の
地震計を組み立て、いくつかの観測所に設置した。不運なことにこの機器の感度の鈍さは、
その進歩を追求する他のイタリア人地震学者たちに、新しい機器開発を思いとどまらせるこ
とになってしまった。歴史の記録によれば、最も早い時期の地震動記録が得られたのは
1887 年 2 月 23 日で、セチの地震計からであった。この地震計は、イタリアの地震学に比較
的小さなインパクトしか与えられなかったので、東京の工部大学校の英国人派遣団にとって
は、地震計を進歩させ、新しい地震学を打ち立てるという展望が開けた。

　地震の原因についてミルンは、「本当のところは誰にも知られていない」と、繰り返し述
べている。ミルンは見るところについて歯に衣

きぬ

着せず発言し、目標や目的がはっきりしてい
たので、同僚たちが彼をリーダーとして認めるのに、時間は要さなかった。彼は、「よりよ
い観測機器が問題解決への鍵であり、その道こそ我々が追求する道だ」と宣言した。ミルン
の見るところ、感震器には限定された価値しかなく、彼が求めているのは地震の間中、地面
の動きを 1 つ 1 つ・・・特に周波数、振幅、地震波の広がりと方向、そして正確な発

はっ

震
しん

時刻
が・・・記録できる機器〈地震計〉だった。彼の地震学研究の進展はスピーディで、広範囲
におよぶ協力が緊急に必要だった。ミルン教授は新しい機器の発明のみならず、機械式デー
タ収集の基盤を構築するための、世界中への地震計の展開を推進することへの献身という点
で、同時代人の誰よりも抜きん出ていた。彼は真の ʻ馬車馬ʼ であり、常に地震学の境界を
押し拡げることに腐

ふ

心
しん

した。同僚たちは敬愛の念をこめて、彼を〈地震屋ミルン〉と呼んだ。

日本地震学会
　ミルンは自分がする必要のある実験が、いかなる種類のものであるかを熟知しており、影
響力ある同僚に関心を持たせ、仕事の負担を分担する作業に取りかかった。そしてまた、地
質学者・鉱山技術者としての熟練は、新しい科学の分野を設

もう

けさせることができた。地震学
者への変身が明らかになったのは、1880 年 2 月 22 日日曜日早朝の、東京・横浜地域での地
震［震源は東京湾と思われ、M5.5～6.0。横浜や東京では煙突の倒壊・破損、壁の崩落など
の被害があった］のときだった。彼は暴力的な自宅の揺れと、歩いて床

ゆか

を横切る難しさにつ
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いて述べている。2 つの実験用の長い振り子を自宅に備え付けていたことから、振動がやっ
て来るおおよその方角を決定することができた。

　この地震後すぐにミルンは、Tosiwo Nakano［不詳］の助力の下、日本の主要都市の公共
機関等に対し、ふだん 1 年間の地震回数と同時に、できる限り過去に起きた地震に関する報
告を届けて欲しいと、依頼する連絡を送った。多くの返信を受け取ることにより、記録の分
析から得られた 1 つの結論は、日本では平均して 1 日に 3、4 回の地震があるということ
だった（それはハイム教授によって計算された地球全体での頻度で、『Transactions of the 
Seismological Society 第 4 冊　P30』［日本地震学会の機関誌。『日本地震学会報告』はその
一部を、翻訳したもの。従来は関

せき

谷
や

清
きよ

景
かげ

（後に「清
せい

景
けい

」と改める。帝国大学初代地震学教授
1855-1896）が翻訳したと考えられてきたが、工部大学校でミルンの同僚だった藤

ふじ

岡
おか

市
いち

助
すけ

が
下
した

訳
やく

し、関谷が手直ししたものであることが、藤岡の自筆原稿によって明らかになった］に
掲載された。これらの結果に力づけられて、東京から約 100 マイル［160 km］以内の多く
の町や村に宛てて、毎週感じた地震を報告するにあたり、一

いち

葉
よう

でも多く返送されてくるよう
にという願いとともに、報告用の葉書の束が発送された。これらのやりとりの結果は、ほと
んどすべての地震の揺れが、東か北東方向の海岸地域から到来しており、極めてわずかが西
か南西方向で起きていることを表していた。葉書の配布は継続的に行われ、その範囲は東京
から約 450 マイル［720 km］の地点にまで広げられた。

　その調査結果はミルンに、より良い地震学用計測器の使用が、研究に意義ある進展をもた
らす鍵であることを認識させた。彼の次なる一歩は、専門家たちが持てる知識を分かち合
い、共通のゴールを目指して働く ʻ学会ʼ というものの設立を、確かなものにすることだっ

図 35　横浜地震と墓石の回転［『日本地震学会報告・第一刷』］
Ⓒ東京大学地震研究所
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図 36　Transactions of the Seismological Society of 
Japan

図 37　Seismic Science in Japan（Milne）
Ⓒ東京大学地震研究所

図 38　日本地震学会報告・第一刷 図 39　“地震学総論”（ミルン）
　　　　　　　　　　　　Ⓒ東京大学地震研究所
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た。学会は〈日本地震学会〉として、知られることになった。ミルンは、新しい日本地震学
会の会長であることを求められたが辞退し、著名な日本の役人・・・この場合は・・・服部
一
いち

三
ぞう

が会長職の名誉を与えられるよう提案した。

　日本地震学会の最初の会合は、1880 年 4 月 26 日月曜日、開
かい

成
せい

学校の講堂で開催された。
ミルンは最初の論文を朗読する名誉を与えられたが［“Seismic Science in Japan：地震学総
論” 『Transactions of the Seismological Society of Japan』第 1 冊　、『日本地震学会報告』
第 1 冊］その中で彼は、現時点での地震学の知見を概説し、将来発展するであろう分野を示
唆した。彼は関東平野に配置された 15 台の振り子タイプの地震計（グレイ氏の設計）の製
作と、配布に関する地元の取り組みについて発表した。それらは揺れを感じた時の時刻を、
時計で記録できるようにするため、郵便局［時計があり、電報も取り扱っていたので、報告
が早く得られた］に設置されることになった。ミルンは調査の結果が、地質学者のみなら
ず、建築家や技術者にとっても価値があると指摘した。1880 年から進められたミルンの地
震研究は、彼が英国学術協会［British Association］から助成金を受けた約 33 年間の長きに
及んだ。

　ユーイング、グレイ、関谷とともにミルンが開発した、もっとも初期の地震計は、自由に
揺れる振り子をシステムの核として設計された。地震計はおおむね、次のようなメカニズム
で動くものだった。回転する円

ド ラ ム

筒の周囲に巻きつけた高感度の記録紙は、煤
す

煙
す

が塗
と

布
ふ

されて
薄黒くなっている。その上で地球の揺れが黒い煤煙の表面をこすり落とすように、極

ごく

細
ぼそ

のガ
ラスのペン先が動いて、地震波形を描く。より強い地震には、より明白な波形。これが地震
が世界のどこで起きようとも、地震計が忠実に地震を記録する方法である。

　ミルンの著書『地震その他の地球の動き』［“Earthquake and Other Earth Movements”］
（1886）では、彼の作った地震計の仕組みを、より詳細に説明している。彼は「地球の水平
動の互いに直角をなす成分［東西・南北］は、2 つの円錐形の振り子を用いた地震計によっ
て、時計の働きで連続回転している円筒の煤煙書きシートの上に、引っ掻

か

き傷として記録さ
れる。垂直動は同じシートの上に、補正バネを用いた地震計によって記録される。地震が起
きた時刻は、揺れによってスイッチが入る 2 つの電磁石の回路によって、確定される。これ
らの磁石の 1 つは、タイム・キーパーの一部であるメカニズムを解放し、それが時計の文字
盤が針の上で突然前に出て、元の位置に戻る。記録針はインク・パッドといっしょに設置さ
れていて、回路が閉じられた時に、その位置を文字盤に印字し、時・分・秒を表示する。2
番目の電磁石は動きの記録を受けて、紙の上にポインターがマークを印字する。このマーク
は、地震により回路が遮

しゃ

断
だん

された個所を示している。地震の継続時間は、煤煙書き紙に記録
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された長さと、円筒の動きの速度から見積もられる。さまざまな動きの性質と周期は、紙に
描かれた曲線から得ることができる」と述べている。

　武蔵野台地に設置されたオリジナルの地震計は、グレイによって大幅な改良を受けたもの
で、最大の特徴は 24 時間重

かさ

ね書きなしに記録し続ける、十分な長さの紙を採用したこと
だった。記録には精巧なサイフォンを用い、インクによって記された。このようにして地震
計はレベルの変化に極めて敏感に反応するようになり、地震が起きたことを示すことが出来
るようになった。ただこれは、地震の予知が可能になり、どうやって地震の危険から逃れら
れるかということに向けての、第一歩に過ぎなかった。

　日本地震学会が存続した 12 年の間、ミルン教授は主に局地的な地震の研究に没頭した。
1892 年から 1895 年にかけての彼の関心は、自宅でも職場でも遠地地震と水平振り子での、
さらに進んだ実験をできるまでに多様化した。彼は地震動を記録する機器の設計について、
一般人の使用に耐えるためには、単純なものでなければならないことを良く理解していた。
また日本全土をカバーする観測所のネットワークを組織することが、必

ひっ

須
す

条件であると力説
した。地震波の解析ができるためには、地震波のエネルギーの大きさを確定することが、実
験の中の非常に重要な要素だった。

　地震の揺れは頻繁に起きていたが、その揺れの記録の信頼度は低かった。実験のためにミ
ルンは、ダイナマイトを用いて地震の動きを再現した、マレットの先例にならった。ダイナ
マイトを爆発させたある時などは爆風に襲われたが、幸運にも悲惨な体験をかいくぐって生
き延びることができた。このいささか危険な研究は、地表の動きの物理的な特性に関連す
る、いくつかの問題を解決した。

　ミルンは地震計の進歩について、2 人の同僚からありがたい支援を得た。まずはジェーム
ズ・ユーイングで、彼はエジンバラ大学で教育を受け、1878 年からは東京大学の機械工学
と物理学の教授であった。地震計の発明以外にもユーイングは、〈地震観測〉についての包
括 的 な 論 文 を 書 き、1883 年 に 出 版 さ れ た（『Tokyo University Science Department 
Memoir』：全 92 頁、図版 23）。ユーイングは大学での 5 年間の後、1883 年に英国に帰国し
た。

　ユーイングの仕事は、同じエジンバラ大学出身の、カーギル・ギルストン・ノット
［Cargill Gilston Knott 1856-1922］によって引き継がれた。ノットは 1891 年まで、帝国大
学で物理学と工学の教授を勤めた。彼の地震学開拓者グループへの最大の貢献は、機器製作
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者としてのミルンたちのグループの技術を、数学とデータ分析という、彼独自の能力によっ
て補

おぎな

ったことだった。ノットはまた地磁気探査を導入し、わずか 3 ヶ月の間に日本の地磁気
探査を、すべての地方で完全なものにしあげた。英国に戻っても、ノットは地震学への関心
を抱き続け、エジンバラ王立協会のために、3 編の貴重な論文を発表した。彼は地震動のふ
るまい、特に地球内部を通る第 1 波［P 波］と第 2 波［S 波］の経路に関する研究をした。

　1879 年にはトマス・グレイが東京に到着し、東京大学で電気通信技術教授の席に就
つ

いた。
彼はグラスゴー大学で教育を受け、ケルビン［William Thomson（Lord Kelvin）、1824-
1907 英国の物理学者、ケルビン卿ウィリアム・トムソン］の下で学んだ。彼の日本での生
活は長くはなかったが（1879-1881）、地震計の開発に重要で価値ある貢献をした。実際ミル
ン、グレイ、ユーイングは、時間の関数としての地面の動きについて我々が知ることのでき
る、初めての記録を得た。さらに彼らはこの記録が、地震動のありのままの姿についてどの
様な事実を明らかにできるか、ということに気づいた。地震計によって、地震波の伝

でん

播
ぱ

と地
面がどのような影響が受けるかを、学ぶことができるようになったのである。彼らの努力の
結果、建築技術者と建設会社が手に入れた収穫は、莫

ばく

大
だい

で意義あるものだった。だが地震計
は日本という狭い地域では有用であることを立証したものの、これら初期の種々の地震計
は、世界の他の地域で起きる地震を検知することはできなかった。

　ミルン教授はその仕事と創意工夫において、ユーイングとグレイのみならず、ペリーとエ
アトンからも深い恩恵を受けている。残念なことにミルンは、地震計における制

せい

振
しん

［振動を
減衰させる作用］の重要さに気づくことはなかった（制振器は振り子の安定維持を助け
る）・・・1877 年の話に戻るが、ペリーとエアトンによって最初に論じられたものの、彼ら
の制振に関する著作は残念なことに、ほとんど顧

かえり

みられることは無かった。彼は特にグレイ
とは、仕事上で密接な関係を持ち、グレイ＝ミルン式地震計（図 40）を生み出した。それ
は記録が取られた時、水平動、垂直動、時刻をすべて記録することができるという、ミルン
が規定した諸基準を満たしていた。重要なのは地震は今や、観測者の注意をまったく必要と
せず、記録できるようになったことだ。おかげで日本中の至る所への地震計の配備が、ずい
ぶん容易になった。1881 年、ミルンはこの地震計を英国に持参したが、そこでは地震計は
ホワイト・オブ・グラスゴー社によって製作され、製作費用の一部分は英国学術協会が負担
した。グレイはわずか 3 年の日本滞在後、英国に帰国した。

　当初はグレイ＝ミルン式地震計は開発途上で、記録される地震データの分解能と正確さを
向上させるために、多くの手直しを受けることになった。ミルンは手に入るだけの多くの地
震データを収集し、カタログ化した。日本地震学会で朗読された彼の最後の論文では、1885
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年から 1893 年の間に記録された、計 8,331 個の地震の詳細を発表した［“A Catalogue of 
8331 Earthquakes Record in Japan between 1885 and 1892”『Seismological Journal of 
Japan』Vol. 4 P. 1］。

　常に控えめだったミルンは、この ʻ愛による労働ʼ について次のように記している。「現状
では、今まで不可能だった研究に人々を誘うかも知れない新しい種類のデータを提供すると
いう、わずかな成果をあげたに過ぎない。」彼の地震学への貢献は、英国に戻ってから認め
られ、ロンドン地質学会はライエル・メダル［スコットランドの地質学者チャールズ・ライ
エル（Charles Lyell 1979-1875）にちなむ］を授与し、ミルンの代理人である J・W・ジャッ
ド教授［John Wesley Judd 1840-1916］が受領した。

　ミルンの日本での先駆的な仕事は、世界中でもっとも古く専門的な学会である、ロンドン
の王立協会（Royal Society）の関心を引くこととなった。科学への顕著な貢献の結果とし
て、ミルン教授 F.G.S.［Fellowship of the Geographical Society 王立地理学会フェロー］は、
ウィリアム・トムソン（ケルビン伯爵）、ヘンリー・ウッドワード［Henry Woodward 地質
学者、古生物学者 1832-1921］、J・W・ジャッド、G・H・ダーウィン［George Howard 

図 40　グレイ＝ミルン地震計（Milne, 1886より）
『地震その他の地球の動き』［“Earthquake and Other Earth Movements”］ 
（Kegan Paul, Trench, & Co., Ltd., London.）より
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Darwin　生物学者 1845-1912］、R. エサリッジ［Robert Etheridge 古生物学者 1819-1903］
とジョン・ペリーによって、会員になるよう提案された。1887 年 6 月 9 日、ジョン・ミル
ン教授は、F.R.S. ［Fellowship of the Royal Society 王立協会フェロー］、F.G.S. に選ばれた。
このような名誉ある学会会員に選ばれたことは、彼にこの上ない満足を与えたに違いない。

　人命の喪
そう

失
しつ

、負傷、そして財産喪失を招く地震が頻発する地域に住むことは、常に存在す
る脅威であって、ミルンの心を揺さぶり、彼を地震動に耐えることができる建物の設計とい
う、将来的な戦略についての議論に巻き込んだ。多くの新しい建築上の計画を推進するにあ
たって、彼は大いに助けになった。例えば橋脚の基礎部分は分

ぶ

厚
あつ

くし、ヨーロッパでのよう
に真っ直ぐな側面にする代わりに、上に行くほど先

さき

細
ぼそ

に作られた。煉
れん

瓦
が

造りの煙突は、鉄板
によるものに置き換えられた。橋と家屋の建築法は、彼によって一新されることになった。

　ミルンのこの分野での仕事は、W・M・マスケル［W. M. Maskell］の “最近の地震（1888
年 9 月 1 日）と、ウェリントンの建築物への影響”［“The Late Earthquake（1st September, 
1888）and its Bearing on the Architecture of Wellington”］という論文によって、ニュー
ジーランド王立協会の注目するところとなった。論文中でマスケルは、次のように述べてい
る。「日本のミルン教授は、おそらく現存する研究者の中で、この問題に関する最も優れた
権威だが、彼は地震国における建築物を石や煉

れん

瓦
が

で建てる際に、心にとめて置く大事な原則
を、次のように定めた。
（1）壁に開口部を設けるに当たっては、水平方向の圧力に抗し、壁はすべての部分が直角

で、同じ強度を維持しなければならない（建築に際して、いくつかの階には普通の垂
直線をなす窓を作らないのが良い、という主張に彼を向かわせた）。

（2）頭部が重い屋根と煙突は避ける。
（3）アーチを架

か

台
だい

に入り込むような曲線にする。
（4）煉瓦や平らな石のアーチの上に、まぐさ石

4 4 4 4

［窓や出入り口などの上に水平に渡した構
造。上部の重量を支える］を載

の

せる（ミルン教授の示唆するところは、これらのまぐ
さ石は鋼鉄か木材のように思われる）。

ミルンはまた、高い建物を建てるためには、最初の地震に備えて構造物を建てることだ、と
も言っている。」

　文部大臣の森有
あり

礼
のり

閣下は［1847-1889］、建築基準への助言を受けるためにミルンを招いた
が、彼はいつも実用的で常識に富んだ適切な助言をした。ミルンは委員会に対し、建築にお
ける広範な木材の使用は、地震後の火災損害を増大させること、その重さにもかかわらず煉
瓦とモルタルの使用が、建物に強度を付与する良策であることを指摘した。彼によって出さ
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れたいくつかのアイディアは、日本の建築基準に組み入れられた。

　〈地震と地磁気 擾
じょう

乱
らん

〉とか〈地震の心理的・道徳的影響〉のような、好奇心をそそる地震
現象の側面なども、同様にミルンによって俎

まないた

にのせられた。その他の現象で彼が考察したの
は〈動物による警告〉で、例えば「・・・1812 年のカラカス［ベネズエラ・ボリバル共和
国の首都］での大災害の前に、スペイン種の種馬が厩

きゅう

舎
しゃ

を壊して飛び出し高地に逃げたの
は、厄

やく

災
さい

が来るという予感の結果だと思われる。チリを揺るがした 1822 年と 1835 年の地殻
変動の前に、海鳥の大きな群れが内陸に向かって移動したのは、何らかの副次的な大洋の海
底地殻変動の始まりを、警告したもののようだ」と記している。何ものも、彼の注意から逃
れられるものは無かった。

　その人道主義的な貢献に対して、ミルンは 1888 年に天皇によって、神聖な宝石が配され
た瑞

ずい

宝
ほう

章
しょう

を授
さず

けられた。すぐ後には、勅
ちょく

任
にん

官
かん

［天皇と総理大臣両者の署名がある任命状に
よって許可された、行政上の上位の地位］の地位を許された。

1891 年の美
み

濃
の

・尾
お

張
わり

地震［濃
のう

尾
び

地震］
　美濃（現在の岐阜県南部の大部分）と尾張（現在の愛知県の西半分）は、東京のおよそ
208 km（130 マイル）西方にあたる。その地域は広い平野で、そのころは一帯が川と運河に
よって網目状に覆われる、日本の主な米作地帯の 1 つだった。ミルンの日本滞在中に最大級
の地震・・・明治時代、最初の大震災が起きたのはその地方だった。地震は何の予兆も無
く、1891 年 10 月 28 日の午前 6 時 37 分［現在は 6 時 38 分 50 秒とされている］に襲った。
美濃・尾張地震または濃尾地震（M8.0　内陸地震としては最大級）として知られ、岐阜県
と愛知県に甚

じん

大
だい

な被害をもたらした。この規模の地震での死者と破壊は、江戸（東京）を壊
滅させた 1855 年の安

あん

政
せい

江戸地震以来、日本では見られたことがなかった。この地震の複雑
な性格と影響は、小

こ

藤
とう

文
ぶん

次
じ

郎
ろう

教授［帝国大学理科大学・地質学 1856-1935］、大
おお

森
もり

房
ふさ

吉
きち

［帝
国大学理科大学助手・地震学 1868-1923］、ミルンと関谷清景を含む地震学者チームの注目
するところとなった。地質学者であった小藤は、壮大な断層斜面（図 41、図 44、図 48）の
詳細な研究を引き受け、大森の役目は余震の観測、ミルンは 1885 年から 1892 年の日本の地
震カタログを、利用可能なデータとして提供した。小藤と大森そしてミルンは、地震の原因
となった断層運動の重要性を理解していた。

　この衝撃的な地震の影響を、永続的に目に見える形で残すべく、ミルンに記録集作成の依
頼があった。東京大学で衛生工学の教授だった［正式な教授ではなく、特任講師的なもの
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図 41　岐阜近く水鳥の、根尾谷断層の急斜面（1891 年ごろ）
Ⓒ長崎大学図書館

図 42　1891 年の地震後の長
なが

良
ら

川
がわ

に架かる鋼鉄の鉄道橋。この橋は 1888 年 1 月、英国人技
術者 C.A.W. パウナルによって架けられた。5 つの部分のうち 3 つが崩落した。

Ⓒ長崎大学図書館
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だったと思われる］、スコットランド人技術者ウィリアム・キニンモンド・バートン［William 
Kinninmond Burton 1856-1899］と共同で、緊急出版物を編

へん

纂
さん

した。『1891 年 日本の巨大地
震』［“The Great Earthquake of Japan 1891”］は全 69 頁で、30 頁の高品質の銀版写真［ダ

図 43　地震に破壊し尽くされた岐阜県北方町（1891 年ごろ）
Ⓒ長崎大学図書館

図 44　大垣、若森村の地震被害（1891 年ごろ）
Ⓒ長崎大学図書館
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ゲレオタイプ］が含まれ、建築物、地面、地震が生み出した光景についての、かつて出版さ
れた中で、もっとも芸術的なアルバムとなった。日本人の著名な写真家であり、コロタイプ
の印刷家でもあった小川一

かず

眞
まさ

［1860-1929］が、銀版の準備に力を貸した。その写真は西洋
の建築家と技術者の失敗を、はっきりと記録している。

　実のところ関谷と大森（そしてミルン）は、当初から建築物の西欧風設計には批判的だっ
た。日本の新世代の地震学者（関谷と大森を含む）にとっての新しい収穫は、外国の基幹設
備・施設を、景観の特質に合わせるという責任を負うことになったことだった。

　土砂が堆積してできた濃尾平野は、ʻ日本の庭ʼ と呼ばれ、日本の中でももっとも生産力に
富む、人口の密集した田園地帯であり、高速道路、鉄道、電話線や他の基幹施設・設備が、

図 45　根尾谷断
だん

層
そう

崖
がい

（2005 年）は、写真中央の小さな傾斜。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Yutaka Honda

図 46　The Great Earthquake of Japan 1891　
Ⓒ東京大学地震研究所
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東京と関西を結んで張り巡
めぐ

らされている。名古屋と岐阜（地方の中心都市）を結ぶ道路は、
距離約 20 マイル［32 km］で、沿道には多くの村々が並んでいる。地震の後、すべての村
は瓦

が

礫
れき

と化した。ミルンは “いくつかの通りでは”［“In some streets”］という文章の中で、
「家々は端

はし

から押し倒され、まるでトランプのカードが倒れたように見える」と記している。
さらに悪いことに、火災が岐阜、大垣、笠

かさ

松
まつ

や他の街々で猛威を振るった。公式報告は、地
震による死者 7,279 人、全壊家屋 142,177 棟、さらに被害家屋 80,184 棟と伝えている［『日
本被害地震総覧 599-2012』では、死者 7,273　全壊家屋 142,177　半壊家屋 80,324］。

　ミルンと小藤が調査した根
ね

尾
お

谷
だに

断層は、水
み

鳥
どり

村［岐阜県本
もと

巣
す

市
し

根
ね

尾
お

水鳥］に近い根尾谷に
位置している。小藤の地質学的調査に基づいて、最終的に地震と断層の間の因果関係が細部
に至るまで証明された。小藤はその報告の中で、「壊滅的地震が起きた時の、広い地域での
急激な地盤隆起、沈

ちん

降
こう

、または横ずれは、通常地下の激動の〈原因〉というより〈結果〉だ
と考えられてきた。しかし私見によれば、根尾谷の大断層の急激な形成は、それが巨大地震
の直接の〈原因〉だと自信を持って断言できる」［“On the Cause of the Great Earthquake 
in Central Japan, 1891” Journal College of Science, Imperial University of Japan, Vol. Ⅴ., 
pp. 295-353］と述べている。これは地震の原因が、断層の急斜面形成と直接関係している
という、 地震学上最初の指摘だった。より最近の調査では、美濃・尾張地震が起きている最
中に、根尾谷断層に沿って起きた劇的な変

へん

位
い

とともに、複雑な根尾谷断層群の中の多くの断
層が、ずれ動いたことを示している。そこでは断層が、最大の垂直変位も引き起こしてい
る。左横ずれ 8 m（26 フィート）、垂直変位最大 6 m（20 フィート）が、長さ 70 km（44 マ
イル）以上の断層に沿って記録された。

　現在水鳥には、ピラミッド型の地震断層観察博物館（図 47）があり、6m の垂直変位をみ
ごとに示す、根尾谷断層を横切るトレンチ［試

し

掘
くつ

坑
こう

］（図 48）が保存されている。1952 年に
この断層は、日本の天然記念物に指定された。

図 47　水鳥の地震断層観察館
Ⓒ Yutaka Honda
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　地震後、大森はミルンと協力して、石
いし

灯
どう

籠
ろう

や他の物の落下、破壊についての調査を実施し
た。これは 1893 年から 1910 年の間に〈人工振動台〉という方法によって、現実の地震の最
中の物体の振る舞いを再現するという、重要な実験につながった。その振動台実験は、人工
地震を起こす電動油圧式の装置を制御するためにコンピュータ技術に頼る、現代のシミュ
レーターの進歩に向けての第一歩だった。

　維新以来 23 年を経た明治政府の国家建設計画によって、被害を被
こうむ

った地方には鉄道、鉄
橋、電信線、煉瓦造りの工場や石造りの郵便局という、最低限の基幹施設・設備が設

もう

けられ
ていた。この震災が当時どれほどの衝撃だったか、想像に余りある。日本の新聞の当初の報

図 48　地震断層観察館内の根尾谷断層トレンチ。6m の垂直変位が起きたことを示している。
Ⓒ Nolan C. Evangelista
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道は、ʻ西欧風ʼ の建築物が、致命的な誤りだったことを強調した。美濃・尾張地震災害のあ
りさまは、東京では天皇の関心を引くところとなり、官立の地震研究機関［震災予防調査
会］の早急な設立が命じられた。その機関は菊

きく

池
ち

大
だい

麓
ろく

［数学者、理学博士、男爵。東京帝国
大学理科大学長・総長、文部次官・大臣、学習院長、京都帝国大学総長、帝国学士院院長、
貴族院議員、枢

すう

密
みつ

顧
こ

問
もん

官
かん

を歴任　1855-1917］によって組織化された。これに尽力するメン
バーは地震学、地質学、数学、物理学、建築学、工学など、多くの学問分野から選抜され
た。新しい調査会の主な目的は、地震発生を予知することと、地震災害を軽減する方策を進
めることだった。建築材料と建築方法が日本の風土にかなうことも、重要な要素として考慮
されるようになった。ミルンは調査会のために尽力する、唯一の外国人だった［震災予防調
査会・顧問］。震災予防調査会の設置を受けて、ミルン達が立ち上げた日本地震学会は解散
することとなった。学会は 12 年の間、明治政府に大きな貢献をしてきた。16 巻の会報

『Transactions of the Seismological Society of Japan』［一部は『日本地震学会報告』として
邦訳された］が発行され、その論文のほぼ 3 分の 2 は、ミルンが執筆したものだった。会報
は『Seismological Journal of Japan』［前誌の終刊後、ミルンが個人で編集・発行した。全 4
巻］に引き継がれ、日本を去る 1895 年まで、彼が編集に携

たずさ

わった。日本における地震学は
今や、訓練を積んだ日本の地震学者たちによって、十分に咀

そしゃく

嚼、理解されていた。帝国大学
の初代地震学教授だった関谷清景が 1896 年に亡くなると、大森が彼の席を継ぎ、震災予防
調査会の幹事になった。ミルンのかつての学生は、その後の 10 年間、地震学に重要な貢献
をし、すべての日本人の中での火山と地震の研究にふさわしいリーダーとなり、多くの重要
な論文を日本語と英語の双方で執筆した。彼は大森式水平振り子地震計を製作し、他の価値
ある仕事の中でも初めて、現代でいう地震空

くう

白
はく

域
いき

の原型となる仮説を提案した。

富士山
　富士山は、またフジヤマともフジサンとも呼ばれる、日本第一の目印である。山梨県から
静岡県にまたがる太平洋側にかけて、東京の 100 km 西に位置し標高 3,776m（12,388 フィー
ト）の、日本で最も高い火山である。それは地質学的には、非常に若い活動的な成層火山
だ。優勢な岩石のタイプは玄武岩だが、安山岩が中核にある。北側へ広く流れた溶岩流は、
5 つの湖が形成されるのを助け、そこは旅行者にとってポピュラーな観光地となっている。
それまで火山は、3 度の噴火によって作られたと考えられていたが、2004 年 2 月に終了した
3 年がかりの掘

くっ

削
さく

調査によって、より古い噴火の証拠が明らかになった。300 年前、1707 年
の宝

ほう

永
えい

噴火［最も新しい富士山の噴火。噴火は約 2 週間続き、噴出した溶岩による火災など
で甚大な被害をもたらした。山腹に宝永火口が開いた］以来、噴火は記録されていない。日
本は現在でも富士山の活動度監視のために、さまざまの手段を講じている。
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　ミルンはいつも火山に魅了されていた・・・東京の南西方向にそびえる富士山にまさるも
のは無かったが。たびたび富士山を訪れ、ある時は山頂で 5 昼夜を過ごしたりもした。他の
多くの外国人と違い、彼は山というものに対して普通の日本人と同じように、特別な畏

い

敬
けい

の
念を抱いていた。この富士山そのものが、ミルンと友人のスコットランド人ウィリアム・
バートンをもう一度協力させ、おそらく 1892 年頃に『日本の火山、第 1 部、富士山』［“The 
Volcanoes of Japan, Part 1, Fujisan”］を出版するようにさせたのだろう。本は全 32 頁で、
10 枚の白黒写真が収められているが、これらの写真も小川一眞によって用意された。

火山噴火と地震
　火山噴火と地震現象の間に、いくらかの関係があるかも知れないことが、ミルンの好奇心
をそそった。これら 2 つの現象は、通常同じ地方で起き、原因を共有しているから互いに関
連しており、両方とも地球内部の大きな振動の産物に違いないとほぼ確信していた。

　この 2,000 年の間に日本で起きた大地震と火山噴火の記録を調べていたナウマン博士との
議論の中で、ミルンはこれらの現象が発生した時刻相互の間には、ほぼ正確な一致があるよ
うに見えることに気がついた。このことは彼を、火山を生み出すのに十分な力は、同時に地
を揺らすのにも十分だという結論に導いた。（以前に少し触れたように、これら 2 つの現象
の一致についての良い例は、大森教授の 1914 年 1 月 12 日の桜島の地震［M7.1］に関する

図 49　旧・河
か わ い

合村（1891 年ごろ）［現在は静岡市の一部］からの
富士山遠景  

Ⓒ長崎大学図書館
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優れた報告だが［“The Sakura-jima Eruptions and Earthquakes”（“Bulletin of the Imperial 
Earthquake Investigation Committee, Vol. 8”）］、この地震は九州の南の島である、桜島火
山の大噴火を伴った［桜島は同年に大噴火し、流れ出た溶岩等で大

おお

隅
すみ

半島と陸続きになっ
た］。）

　ミルンはまた地震と火山噴火の間に、それらが必ずしも同期していないと証明する、多く
の事例があることにも気づいていた。日本では、東京の北 100 マイル［160 km］にある那

な

須
す

岳
だけ

火山の 1881 年の噴火に目をやったが、その際には東京では有感地震が増加も減少もし
なかったことに注目した。同時に、1876-1877 年の伊豆大島が噴火中の地震活動度からも、
同様の結論を引き出した。彼を困惑させたのは、1737 年 10 月 6 日のカムチャツカと千島列
島の全域が、カムチャツカ半島の活発な火山の 1 つであるクリュチェフスカヤ火山の噴火と
同時に起きた地震によって揺れたという、フックス［Carl Wilhelm Casimir Fuchs 1837-
1886］の報告を参照することで、ある程度同期しているらしい地震と噴火を、示すことがで
きたことだ。観察と歴史記録の分析に基づいてミルンは、2 つの現象はそれらに共通する原
因の、異なる現れである場合を除いて、〈何の直接的関連も持たない〉と結論した。

　彼がそうではないかと考えていたことの 1 つは、火山は〈地殻の安全弁〉と見なせるだろ
うということだったが、それは火山が地球内部のストレスを解放し、我々を地震から守って
いるということだった。ミルンの考えでは、それは地球的な現象（とりわけハワイ、サンド
イッチ諸島、リスボン、ヘルクラネウム［古代ローマの街］）であって、日本で起きた事象
だけを根拠としたのではない。

地震カタログ
　ミルンは何よりも ʻ観察と実験の人ʼ であり、彼の地震学上の業績は、多くの論文や研究
報告によって広く知られることとなった。その仕事の根幹は、たびたび無視されそのうちに
消え失せるであろう〈理論的な一般化〉とは、正反対のものであり、彼が〈事実〉というも
のに与えた大きな価値である。理論は消えても、観察した事実は残る。ミルンが残した古典
的ともいえる事実に根ざした仕事は、おびただしい量の地震カタログであり、彼が日本と、
世界の他の地域の双方のために用意したものだ。それらはあらゆる種類の統計的研究の、堅
固な基礎となっている。地震カタログは “日本北部で 2 年間に観測された 387 の地震につい
て ”［“On 387 earthquakes observed during two years in northern Japan”］（“Trans actions of 
the Seismological Society of Japan, 1884”）　の中で、被災した地域を日本地図の上に図で表
したが、そこでは地震は東方の海岸線沿いと海面下に集まる傾向を示していた。ミルンはま
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た、他の地震学者たちは無視していたが、地震が海で起きるという傾向にも気づいていた。

　1895 年にミルンは、重要な研究結果を発表したが、その中で彼は地震の活動度と地球表
面の起伏の間の関係を示すことができた。この論文 “1885 年から 1892 年の間に日本で記録
された 8,331 個の地震のカタログ ”［“A catalogue of 8,331 earthquakes recorded in Japan 
between 1885 and 1892”］は、『Transactions of the Seismological Society of Japan』（その
年に終刊した）と『Seismological Journal of Japan』の双方に掲載された。1911 年にはミル
ンの手で、網羅的な世界の地震カタログ『AD 7 年から 1899 年までの破壊的地震のカタロ
グ』［“A catalog of destructive earthquakes, AD 7 to AD 1899”］が、出版された。その価値
は、報告されたそれぞれの地震の詳細や出典を示していないことで、いささか不十分な内容
になっている。これらの破壊的な地震の等級分けは、ミルン独自の 3 段階の震

しん

度
ど

階
かい

に基づい
て作られていた。スケールⅠは、壁の割れ目や煙突の破壊に特徴がよく表れているように、
最小の破壊を表す。スケールⅡは、建物の屋根の崩

ほう

落
らく

や地滑
すべ

り。最後のスケールⅢはもっと
も破壊的で、街と地域の広範囲に及ぶ破壊、地滑りはあちこちで起こり、地面には亀

き

裂
れつ

を生
じて断層が現れるだろう（最初の地震強度スケールは、1873 年に作られた 10 段階のロッ
シ・フォレル震

しん

度
ど

階
かい

［Michele Stefano de Rossi と François-Alphonse Forel によって作ら
れた］というものである。この震度階は後にイタリアの火山学者ジュゼッペ・メルカリ

［Giuseppe Mercalli］によって、1883 年と 1902 年に改訂された［メルカリ震度階］）。

チャンスの〈窓〉
　ミルンは休暇を取った時も例外なく、太平洋の海岸線の周りの千島からボルネオ、オース
トラリア植民地、米国、多くの他の火山島など、地震が多発する地域の探索に時間を費やし
た。彼はこのころまでに、日本固有の地震の範囲を越えて、遠地地震の記録にも注意を払う
ようになっていた。以前、1883 年に彼は、「すべての大地震が適切な機器によって、地球表
面のどんな地点でも記録されることは、不可能ではない」と述べている。この考えは、ミル
ンが地球規模での地震計ネットワークを築き上げ、彼が英国帰国後、精力的に研究を進める
にあたっての第一歩だった。

　ご記憶だろうがミルンは 1878 年に、日本人の起源に関する考古学的研究のために、北海
道を訪れた。そしてさらにそこで、日本最大だと証明された石炭層の発見という、鉱物学的
探査も成し遂げた。仕事の基地になったのは、いつも函館だった。彼が英国のハンプシャー
から来た探検家で博物学者でもある、トマス・ライト・ブラキストン［Thomas Wright 
Blakiston 1832-1891　西太平洋商会の代表者。“揚子江探検記録” でロイヤル・メダルも受
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けている］に出会ったのは、その街だった。2 人は良き友人となった。ブラキストンは北海
道の動物は、本州のそれが南アジアの種

しゅ

と共通点を有しているのに対し、北アジアの種とは
より多い共通点を持っていることに気づいていた。津軽海峡は・・・それは本州と北海道を
分かつ自然の海峡だが・・・2 つの島の間の大きな動物学的境界を印

しる

している。この境界は
〈ブラキストン・ライン〉として知られるようになるが、この名前はどうやら、ミルンに
よって提案されたものらしい。ブラキストンは将来の日本鳥類学の基礎を作った、人一倍熱
心なアマチュア鳥類学者だった。ミルン同様彼の研究も、自分自身に名誉をもたらすための
ものではなく、知識への熱望を満足させるためのものだった。

　ブラキストンは日本滞在年数が長く、ミルンの日本の作法に関する知識と日本語の上達を
助けることができたので、ミルンは徐々に通訳に頼らなくても良くなった。彼はまたミルン
を堀

ほり

川
かわ

乗
じょう

経
きょう

に紹介したが、乗経は願
がん

乗
じょうじ

寺［浄土真宗西本願寺別院］という函館の寺の住職
で、さらに大切なことはミルンが後に 1881 年、東京で結婚することになった住職の娘堀川
トネに、彼を引き合わせたことだった。

　1895 年の初めミルン一家は、その計画にとって深刻な挫折を被ることとなった。2 月 17
日、住居と研究所が火災によって全焼したのだ。書籍、観測機器、『Transactions of the 
Seismological Society』や、地震と火山に関係のある折

おり

々
おり

の刊行物のすべてを焼失し、しか
も火災の原因はとうとう明らかになることはなかった［当時の日本での排外主義の風潮によ
る、放火説もあった］。この事件がおそらく、ミルン教授が英国への帰国を決心するきっか
けになったのだろう。6 月になって、辞表は大学に受理された。英国に向けて出帆する前に
ジョンとトネは、1895 年 6 月 12 日に英国領事館において再度結婚手続きをしたが、今回は
英国の法律に則

のっと

ったものだった。その月の終わりにミルンは、明治天皇の謁
えっ

見
けん

を賜
たまわ

るために
宮中に参

さん

内
だい

した。天皇が、参内を命じたのだった。ミルンは英国への帰国後、天皇睦仁がミ
ルン教授に、長い日本滞在中の科学への貢献に対し、感謝を表す勲章を授与されると告げら
れた。それは日本人にも滅

めっ

多
た

に授与されることのない、勲
くん

三等 旭
きょく

日
じつ

中
ちゅう

綬
じゅ

章
しょう

と年額 1,000 円
の恩給だった。
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図 50　ミルンの帰国時、東京帝国大学の同僚から贈られた花瓶
（トネの親族、明石氏寄贈）

Ⓒ東京大学地震研究所
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第 4 章

ワイト島
　1880 年、ミルンは日本で教鞭を執

と

っていた間に、英国科学振興協会（BAAS）に対して、〈日
本の地震現象を研究するための〉委員会の委員を任命するよう提言した。この委員会は最
初、A・C・ラムゼー［A. C. Ramsay 地質学者 1814-1891］とジョン・ミルン（幹事）の 2 名
からなり、彼らの報告は『英国科学振興協会報告』［“BAAS Reports”］（1882）に発表され
始めた。そして 1891 年に協会は、英国諸島で起きる地震の揺れの研究のための委員会を設置
した。チャールズ・ダビソン［Charles Davison 1858-1940　『The Founders of Seismology』
の優れた著書がある。1927 出版］とジョン・ミルンが、共同幹事に任命された。

図 51　ワイト島の位置とワイト島
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　ミルンとトネは、1895 年 7 月、英国に帰国した。彼らは地震研究所を建てるのに適した
十分な敷地と、地質学的基盤の整った住宅を探し始めた。ミルンはワイト島に目をつけ、英
国科学振興協会の会長であった J・W・ジャッド王立協会会員（F.R.S.）［John Wesley Judd 
1840-1916 地質学者］と相談の上、島の中心ニューポート［Newport］にほど近い、シャイ

図 52　シャイド・ヒル・ハウス全景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Carisbrooke Castle Museum

図 53　シャイド観測所の地震計が設置された架台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ Patrick Nott
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ド［Shide］のシャイド・ヒル・ハウスに、理想的な場所を見出した。

　ミルン式地震計を設置するための、特定の条件の詳細については、1896 年の地震研究委
員会への最初の報告の中で述べられている。彼は、「機器（T）が設置されているシャイド・
ヒル・ハウスの位置は、北緯約 50 度西経 1 度。そこはワイト島の白

チョーク

亜［未
み

固
こ

結
けつ

の石灰岩］
の背骨の一部である、パン・ダウン［Pan Down］の麓にあるシャイド駅にほど近い。パ
ン・ダウンの上では、白亜が地表数インチ［１インチ＝25.4 ㎜］のところにまで達してい
る。それゆえシャイド・ヒル・ハウスにおいては、厚さ 6 フィート［2 m］の崩れた白亜が、
深さ 3 フィート［1 m］のところで見つかっている。家の正面つまり西方向に向かっては、
小川を挟んで約 150 ヤード［135 m］離れたところを鉄道が走っている。北東方向の 242
ヤード［218 m］離れたところに、白亜の採石場があり、そこでは決まった時刻に、発

はっ

破
ぱ

が
かけられる。家の裏の数ヤード以内に機器（T）が設置されているが、そこは平日には砂

じゃ

利
り

を満載した荷車が通る小道となっている」と記している。

　島の副知事 A・ハーボトル・エストートの好意によって、ミルンは 2 番目の機器（U）を

図 54　ミルン地震計の主要機構（Milne, 1898より）
『地震学』“Seismology” Kegan Paul, Trench, Trübner & Co. Ltd., London.

ランプからの光は、印画紙の上にある 2 つの交差したスリットを通して、鏡によって反射される。下の図は、
外箱を外した器具の上面図。折れ曲がり自由な線（帯）が、支柱を支えている。錘

おもり

W は腕
うで

木
ぎ

の上で回転する。
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カリスブルック城（Carisbrooke Castle シャイドから 1.25 マイル［2 km］）に設置すること
ができ、それはシャイドと同じ地質学的基盤の上に据えつけられた。1 年間の間にミルンは、
2 台の地震計を設置したのである。地震計の管理とさらなる改良については、日本から同伴

図 55　ワイト島の鉄道・シャイド駅
Ⓒ Eiji Kuwabara

図 56　カリスブルック城へ
Ⓒ Eiji Kuwabara

図 57　カリスブルック城から
Ⓒ Eiji Kuwabara
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した友人の広田 ʻスノーウィʼ 忍［ʻSnowyʼ のあだ名は、彼の清
せい

廉
れん

な性格を評したものか］
の大きな助力があった。このようにしてシャイド観測所自体も数年のうちに、規模において
も重要性においても、飛躍的に成長することとなった。1900 年には、仲間の地震学者マ
シュー・H・グレイ［Matthew H. Gray］の金銭的助力によって、実験棟

とう

が建設された。
シャイド観測所において今、本格的な仕事を開始することができるようになったのである。

　ミルン教授は身体に感じられない地球の動き、無感地震、microseisms［地震とは無関係
な地球内部での小さな動き］と teleseisms［遠隔地での地震が引き起こした地面の動き］に
ついての研究に集中した。この研究にあたっては、まだ東京に住んでいた 1894 年に設計し
た、水平振り子式地震計が大いに活躍した。やがて水平振り子式地震計［図 58］は、英国
国内と国外双方の観測所に、順次配備されていった。すべての記録は、英連邦でのものであ
ろうと国外のものであろうと、カタログ化と分析のためにシャイドに送られた。その間にも
地震計は、引き続き調整と改良を施

ほどこ

されていたので、彼には不断の注意が求められた。それ
に加えて、増大する地震データの総

すべ

てが絶えずシャイドに届くので、負担を分け合う広田が
傍
かたわ

らにいてくれて、大いに助かった。彼の助力があったからこそ、ミルンが新しく設立され
た英国科学振興協会地震研究委員会［BAAS Seismological Investigation Committee］の、
幹事役を引き受けることができたのだ。ミルンはすでに多数の科学論文を種々の雑誌に掲載
していたが、その頃の関心は、『国際科学シリーズ』［“International Scientific Series”］の一
部である 2 冊の本を書くことに移っていた。『地震その他の地球の動き』［“Earthquake and 

図 58　ミルンの水平振り子地震計、1899
R.W. マンローによって作られたこの見本は、シリーズの 24 番目で、いくつかの改良がな
されている。それは英国科学振興協会によって、標準の観測所地震計として採用された。

Ⓒ Science Museum, London
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Other Earth Movements”］（1886）がケーガン・ポール・トレンチ社から出版され、続いて
『地震学』［“Seismology”］が 1898 年にはケーガン・ポール・トレンチ・トゥルブナー社か
ら出版された。その他にミルンによって日本で出版されたとても魅力的な小さな冊子は、

『鉱山学ハンドブック』［“The Miner’s Handbook”］（1893）だった。1902 年にロンドンで再
版されたこの本は、『ネイチャー』［“Nature”］誌上で、好意的な批評を受けることができた。

「ミルン教授は長い日本滞在の間に、自然のままのものを箱庭のような小さな所に詰め込む
ことに、 熟

じゅく

達
たつ

したように思われる。なぜなら煙草ケースより小さく、重さたった 6.5 オン
ス［180 g］に満たない本の中に、さらに何かを詰め込めるとは考えられないからだ。鉱山
学についての真にコンパクトな概説書であり、書棚の上だけでなく多くの鉱山技師たちの旅
行鞄

かばん

の中に、居場所を見出すだろう」というものだった。

巨大な波－明治三陸津波
　1896 年 6 月 15 日、日本の東北沿岸は巨大津波によって壊滅し、26,360 人［現在では、約
22,000 人とされている］の生命が失われた。津波を引き起こした海面下の地震は、三陸の市
街地に近い海岸の沖

おき

合
あい

で発生した。地震のマグニチュードは、M7.2 と計測された（他のと
ころでは、M8.5 ともいわれている）。破壊された地方のはるか南の方角には、砂丘と曲がり
くねった松の間に心地よく広がる、鎌倉という村がある。古くは将軍の邸宅があった場所
で、人口 100 万人と見積もられる帝国［鎌倉幕府］の首都であった［この人口は明らかに、

図 59　神奈川県鎌倉の ʻ大仏ʼ（大きな青銅製の仏像）
Ⓒ長崎大学図書館
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後の江戸の街と混同したものと思われる］。巨大な波は、浜で行われていた祭礼の場になだ
れ込む前に、およそ 25m（80 フィート）のたじろぐばかりの波

は

高
こう

に達していた［岩手県久
慈市 26m、三陸町白浜 38.2m 等の記録があるが、鎌倉で 25m に達したわけではない］。ミ
ルンは、「この古い都の昔の栄光を証明するのは、日本に行ったことのあるすべての人に良
く知られている、巨大な青銅の仏像［鎌倉大仏］・・・それはどっしりした土台の上にいま
でも鎮

ちん

座
ざ

し、金
こん

色
じき

の穏やかな眼で、海の神の住
す ま い

居である広大な太平洋を眺めていらっしゃる
が、その台座周りはたびたび破壊された」と語っている。服部一三が壊滅的な津波被害から
の復興を監督したが、それが日本における津波研究の端

たん

緒
ちょ

となった。

　この破局的な災害が起きたのは、ミルンがシャイド・ヒル・ハウスに住み始めて、1 年が
過ぎた頃だった。彼は明治三陸地震津波の後すぐに、日本滞在中には直接研究することがで
きなかった、この破滅的な現象に注意を向けた。ミルンは英国科学振興協会地震研究委員会
に彼の発見を報告する前に、巨大地震による災害のデータを収集し分析した。報告書の中で
彼は、「1896 年 6 月 15 日午後 8 時前後に、日本の北東海岸に押し寄せた津波は、人々の生
活にとって壊滅的だったことで良く知られた、クラカタウの 1883 年 8 月 26 日の噴火に伴っ
た津波と同様［クラカタウはインドネシアのジャワ島とスマトラ島の間にある火山島の総
称。主に津波によって 36,417 人の死者、多数の負傷者が出た。2019 年には島の半分が消失
する噴火があった］、その津波を引き起こした地震動の１つは、途

と

方
ほう

もない激しさゆえに
ヨーロッパでも記録されており、地球全体の表面に動揺を引き起こしたと考えて間違いない
だろう。この擾

じょう

乱
らん

の大きさは、おそらく同時に起きた海底での変化とともに、記録する大き
な価値がある」と述べている。ミルンは考えられる原因として、エゾ［北海道］の背

はい

斜
しゃ

［褶
しゅう

曲
きょく

した地層の、山型に曲がっている部分］の上昇と、海面下での山脈の成長を示唆した。こ
の出来事の意義は・・・破滅的だったが・・・ミルンに海底での変化というものに、注意を
向けさせたことだった。彼の発見についての論文は、1897 年に王立地理学会で発表され、
出版された。協会で論文を朗読するにあたって、サー・W・J・ワートン提督・副会長は、

「ミルン氏は以前にも、この場で論文を発表しており、皆さんも今さら私の紹介など求めて
おられないでしょうが、今夜私たちと非常に大事な議論をしているので、彼に朗読してくれ
るようお願いしましよう」と述べた。これはミルンがもっともよく考えを練った刺激的な論
文の１つで、会合において特にサー・アーチボルド・ゲイキー卿［Sir Archibald Geikie　
1835-1924］、ジョン・ペリー教授、マシュー・グレイ教授［Matthew Gray］、R・グレイ氏

［R. Gray］との間に活発な議論を引き起こした。

　海底の変動についての彼の論文は、海底ケーブルによる世界的な通信に関するあらゆる問
題を、みごとに解き明かすものだった。大西洋横断ケーブルの破損に伴う経費は、多額な金
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額にのぼる。関連会社はミルンの研究成果、特にケーブル破損を引き起こす断層がどこにあ
るかという、断層の位置に関するものに着目した。論文の要点は、以下の通りである。「海
と大洋の下では、確実なレベルでの地質学的変動があり、対応する陸上の変化よりも頻繁
で、しばしば激しいものである。これらの変動の場所は、大陸と島々を囲む水面下にある台
地の比較的浅いところの、最低潮

ちょうい

位を示す痕
こん

跡
せき

よりも下、特に海
かい

山
ざん

［海底において周囲より
も盛り上がっていながら、頂上が海面上に出ていない地形］の急斜面の基部の近くや、深さ
がほとんど 4,000 尋

ひろ

［7,000 m］におよぶ海底の堆
たい

［海底地形の一種で、大
たい

陸
りく

棚
だな

あるいは島棚
の上で丘状になったところ］の周囲で見つかる。大洋の平らな海底には、計測できないほど
ゆっくりと沈殿物が降り積もり、何年にもわたって海底ケーブルが、見分けのつかない形で
横たわっており、地学的変動は人間の一生という、わずかな間には認められない。

　とりわけ注意を要する海底での変動は、地震活動と火山活動に関するものだが、特に地震
活動は、大量の物質の地滑りという変位を伴って、過去には少なくともたびたび大洋の全海
面を揺り動かしたことだろう。ケーブルが埋没した状態で見出される、地震の力が強く及ぼ
された地点の近くで、測

そく

深
しん

計測する際に目立つ変化の中で、そのような変位の証拠が現実性
を持っていることが発見された。海面と水面下の傾斜地の表面、およびその基底で、物質の
移動を引き起こした他の原因は、過剰な堆積、浸蝕、海底噴

ふん

泉
せん

からの噴出および海流の効果
などである。」

　論文の後段でミルンは、ケーブル破損のより詳しい状況について語っている。「大洋底の
平らな海底で、ケーブルが何年も障害なしに維持されているということは、大洋底の平らな
海底にはわずかな変化しか起こらないということの、地質学者によってもたらされたもう１
つの証拠である。しかしわれわれは直接海底の堆、または大陸の斜面の周辺部を調査し（お
そらく深海だが）、不通になったケーブルがそれをしっかり支えているはずの、下にある物
質によって破断されたという事実は、ズレの部分がケーブルまで届いていたこと、その深み
において真実であることが、陸地に近いところでもそのままあてはまることを示している。

　海底ケーブルは時に折り曲げ捻
ねじ

曲げられ、時には破断される。その破損箇所はときどきは
貝殻とサンゴの成長によって自然修復され、それらがケーブルからぶら下がっているのが見
られる。他の箇所では、破損が明らかに摩

ま

耗
もう

の結果であることを、示していることもある。
破損したケーブル端

たん

の一方は凹形、他は先端が引き延ばされた凸形で、凹
へこ

みが引っ張りの結
果であることを示している。そして先端が針のように尖

とが

った終端部のありさまは、電気的作
用が原因であることを表している。しかしケーブル破損はこのように、あるいは他の形態で
も起きている。一般的にはケーブル修復中になされた観察と最も良く一致する説明は、それ
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が敷設されている海底の突然の変動、また何カ所かの隣り合った斜面の崩落による埋没とい
うことだ。時

とき

折
おり

、地震動とケーブル破損が同時に生じているのが見られ、人体に感じられな
い動きが地上で記録されたのとほぼ同時に、破損が生じている多くの事例がある。」

　ワートン提督はその結語で、「世界の異なる地点に設置された、十分な数の機器があって
初めて、地震の衝撃と波動が記録できる」と、ミルンの探究への支持を表明している。これ
はミルンのより大きな科学的な仕事の一つであり、電信技術者ひいては科学全体に、大きな
利益をもたらすものだった。論文の読後、地震研究委員会は他の国々に転送するために、英
国外務省に書簡を送った。書簡の目的は、地震観測所の世界的ネットワーク設立への支援を
生みだすことだった。

世界の地震研究
　ミルンは前もって目的に適した計器を使用することで、地球上のどこであろうと、大きな
地震の公的な記録を可能にするだろうと明言していた。彼は 1889 年、ポツダム［Potsdam］
とヴィルヘルムスハーフェン［Wilhelmshaven］の観測所で、遠地地震の記録を取っていた
エルンスト・フォン・レボイル・パシュビッツ［Ernst von Rebeur-Paschwitz 1861-1895］
の仕事に心惹

ひ

かれた。レボイル・パシュビッツはまた、水平振り子（1892）の実験をした初
期の地震学者の１人でもあるが、制振装置は後になって導入された。ミルンとレボイル・パ
シュビッツはたびたび便りを交

か

わし、間もなくミルンは遠地地震を、シャイド観測所で記録
することになった。フォン・レボイルの仕事は、彼自身の生命を蝕

むしば

む病気の合間になされた
もので、ミルンは「フォン・レボイルがもっとも素晴らしい仕事をしたのは、彼が身体的に
不調なこの時期だった」と記している。

　1894 年、エルンスト・フォン・レボイル・パシュビッツは、地震観測を行う国際的組織
の設立を訴えたが、1895 年、34 歳という早すぎる死のために、実現することはなかった。
しかしミルンの海底変動についての論文では、レボイル・パシュビッツが行っていた種類の
研究に焦点を合わせ、とくに観測所の世界的ネットワークについての彼の見解に同意するも
のだった。地震研究委員会を介することで（図 60）、ミルンのネットワーク構築の戦略は
1896 年、他国に共同作業を依頼する文書の配布によって始まった。それは外国、植民地、
そしてインド省［英国中央官庁の一つ。インド植民地支配の事務を管

かん

轄
かつ

した］の温かい援助
のもと実行に移され、多くの国と植民地に向けて文書が発送された。私信と併

へい

行
こう

してのこれ
らの依頼連絡の結果、22 個所の観測所で機器が活用されることとなった。地震研究委員会
は、もし諸観測所が独自の地震計を採用した場合に生じるであろう、許容できない例外的
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データの混入を防ぐために、水平振り子式地震計が標準機器として採用されるようにとい
う、ミルンの勧告を受け容れた。シャイドの地震計には、No.1、No.2 と印

しる

されたが、委員
会によって推薦されたタイプは No.1 だけだった。どちらも王立協会からの、政府助成金に
よって購入された。結果として観測所ネットワークは急速に拡大し、34 個所の誇るべき数
に達し、その多くは英連邦の国々に設置されることになった。

　またミルンの頭には、集められたデータの科学的一貫性を保つためには、世界的な地震発
生の正確な〈時刻の確定〉が不可欠だ、という考えが浮かんだ。もう一度、外務省、植民地
省、インド省の親切な援助によって、手紙の写し（図 61）が世界中に配布された。

　地震観測所の国際ネットワークを支援する国々は、地震記録をシャイドのミルンに送り、
そこで記録は分析されカタログ化されて、『シャイド通信』［“Shide Circulars”］（図 62）と
呼ばれる小雑誌に掲載されたが、その正確さのおかげで同誌は価値ある出版物となり、計
27 回発行されることとなった。支援が必要だというミルンの強い主張にもかかわらず、そ
の刊行はボランティア仕事によるものだったので、世界で稼

か

働
どう

する地震観測所の協力は、3
分の 1 以下に止

とど

まった。『シャイド通信』はそうした欠点にもかかわらず、1899 年から 1912
年までの初期の世界中の観測所報告として、継続的に編集された唯一の刊行物であり、合計
1,000 頁を超えている。これらの『シャイド通信』は各観測所の記録を提供したが、残念な
がらそれを他の記録と比較する試みはなされなかった。

　1902 年に英国政府は、ドイツで開かれる会議に出席するよう 招
しょう

請
せい

を受けた。会議の具体
的な目的は、地震についての国際的な調査の立ち上げだった。チャールズ・ダーウィンの次
男のジョージ・ハワード・ダーウィン教授［George Howard Darwin 1845-1912］とミルン
は、1903 年 7 月にストラスブールで開かれた会合における、英国代表になった。ただスト
ラスブールの会議で英国代表には、責任ある約束をする権限は与えられていなかった。英国
に戻るや、会議の決議は王立協会地震研究委員会よって検討されることになった。英国政府
は、いくつかの条件の下でドイツ協議会に参加するよう、進言を受けた。
　a）アメリカ合衆国とフランスに、協力しようという意志があること
　b）地震学は英国においては、国の援助を受けること

　ミルンはシャイドで、地震が起きた場所を表す世界地図（図 63）の作図に用いるために、
世界中の観測所から届いたデータの分析を続けていた。作図はいつも、次に記されたような
事実に基づいている。「1905 年に異なる観測所から寄せられた記録は・・・他の年もそう
だったように・・・その数は幅広い範囲で変動した。シャイドのカタログには 159 件の記録
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があったが、これらのうちの 47 例は極端に短時間の変位で、注意は引くものの、その現象
が地震の揺れかどうか不確実なものだった。間違いなく地震に起

き

因
いん

する擾乱は、112 例だっ
た。これらのうち 56 例は、明らかに巨大地震だった。地図上（図 63）では 57 例の震源は、
広い地域におよぶ変動であったことを示している。この数字は 1899 年から 1905 年までの通
年の平均を表している。」

　ミルンは、国際ネットワークを財政面から支援するという厄
やっ

介
かい

な仕事について、1908 年
の王立研究所［Royal Institution］の金曜の夜の会合で論じた。その会合でミルンは、「私が
承知している範囲では、すべての外国の観測所は、それぞれの政府によって支援されていま
す。大英帝国は、世界の四方に公正公平に分配された同型の機器が設置された、45 の観測
所の協力を享

きょう

受
じゅ

しています。本国の観測所は英国学術協会［British Association］、王立協会
［Royal Society］、『デイリー・メール』紙［“Daily Mail”］、M・H・グレイ氏他の個人によっ
て支援されています」と述べた。ミルン教授は自身の物質的・財政的な寄与については何も

図 63　この地図は、世界中の異なる観測点からもたらされた情報を、ミルンがどのように記録したかを示すも
のである。この情報からミルンは、「多くの地震は中米からアゾレス諸島、アルプス山脈、バルカンとヒ
マラヤの範囲、そして東インド諸島にいたる狭い帯に限定されている。この帯に入っていない地帯の静
穏さは非常に目立つ」と結論した。
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言及せず、強調したのは彼のシャイドの組織が、英国政府から何の財政援助も受けておら
ず、もし国から助成金を得る事ができれば大きな助けになるということだった。

　シャイドにもたらされた運営の重荷は、ミルンが日本で得た成功に匹
ひっ

敵
てき

するどころか、彼
が地震研究進展のために一

いち

途
ず

に進む勢いを、頓
とん

挫
ざ

させかねないものだった。1875 年から 25
年間、彼は多くの〈地震学のチャンスの窓〉を開いて来たが、今ではより若い地震学者のグ
ループが登場し、研究の新しい場を打ち立てようとしていた。

シャイド・ヒル・ハウスの日々
　ワイト島での生活に慣れるというのは、とりわけトネ・ミルンにとっては、時間のかかる
ことだった。ミルン教授には同居する老母と継父がおり、トネは教授が観測所で忙しくして
いる間は、何人かの友人と過ごすことができた。ミルン一家が地域での生活に溶け込むに
は、さほど長くはかからなかった。4 人の地域の人たちが、有り難い支援と友情を与えてく
れたのだ。ウィリアム・ブロックは建物の建築を助け、サム・プリングはロシア語論文の翻
訳を補佐し、ハワード・バージェスは『シャイド通信』の印刷の面

めん

倒
どう

をみ、最後のジョ
ニー・ウォーカーは数学と地質学の素養を有する学校教師だった。サム・プリングの娘メイ
バリーは、彼らの友情について次のように要約している。「ミルンは大変優しく親切で、そ
のユーモアと彼が生来持っている快活さのおかげで、多くの人々に人気がありました。一緒
に働く人は誰でも、彼の献身的な奴隷となりますが、真の友情によって報

むく

われるのです。」

　専門家仲間の中でも、特にジョン・ペリー教授と H・ホール・ターナー教授［Herbert 
Hall Turner 1861-1930］は、仕事が許す限り、たびたびシャイド・ヒル・ハウスを訪れた。
また多くのそれほど専門的ではない訪問者（新聞記者）たちと、世界各地からの地震学分野
の専門家たちが様々な理由でミルンを訪れた。何人もの著名な訪問者の地位や肩書について
は、芳

ほう

名
めい

録
ろく

にはっきり記されている。そのような著名な訪問者の１人が、ボリス・ガリツィ
ン公爵［Boris Galitzin 1862-1916］であり、彼は最初の電磁式地震計を開発し、ロシアでの
地震観測網を進展させた、ロシア地震学の父だった。

　1896 年、ジョン・ジョンソン・ショー［John Johnson Shaw 1873-1948］が休暇で来てい
たワイト島で、ミルン教授に連絡を取り、彼らは生涯の友となった。ミルンの仕事に鼓

こ

舞
ぶ

さ
れたショーは、ウエスト・ブロムウィッチの自宅（バーミンガムに近い）に戻ると、地下室
を科学研究所に改装した。そして数週間のうちに、身の回りの材料で、最初の地震計を作り
上げた。彼の地震計は古時計の動力で動き、記録ドラムはテイト＆ライルズ社の糖

とう

蜜
みつ

の空き
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缶。地震計の他の部品は、古い自転車の車体から取った部品だった。J・J・ショーの本業は
質屋だった。その彼が今や、アマチュア地震学者になったのである。

　彼は何年にもわたって、ミルンとの固い友情の下
もと

で仕事を続け、力を合わせて 1913 年に
長時間地震を記録することができる標準的な機器、ミルン＝ショー式地震計（図 74 から図
77）を開発した。ただ不運なことに、シャイドでのミルン＝ショー式地震計の始動は、ジョ
ン・ミルン教授の悲しむべき死と時を同じくしたのだった。

　トネ・ミルンにとって、故国の話を聞くことは常に喜びだったので、日本からの訪問者は
特に大歓迎だった。菊池大麓男爵・・・1877 年の古いケンブリッジ大学卒業生だった・・・
と大森房吉（ミルンの弟子）はともに、シャイドへの聖地詣

もう

でをした。ミルンの観測所への
他の著名な訪問者としては、ハーバート・フーバー［Herbert Hoover ミルンと同じ探鉱技
術者で、1929 年から 1933 年まで米国大統領］と結婚したことで米国のファースト・レディ
となった、ルー・ヘンリー・フーバー夫人［Lou Henry Hoover］がいる。彼女は『米国地
震学会会報』［“BSSA: Bulletin of the Seismological Society of America”］にジョン・ミル
ンについての論文を掲載した、最初の女性である。ルー・ヘンリーはミルンにインタビュー

図 64　シャイドへの日本人訪問者。トネ・ミルンは右に立つジョン、愛犬ビリーを左にして、椅子に座っている。
前列一人おいて膝に手を置くのはミルンの助手、忍 ʻスノーウィʼ 広田［右端は九条良

よし

致
むね

男爵と思われる］
Ⓒ Patrick Nott
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し、ミルンの日本での旅と、日本地震学会に伴う仕事についての記事を書いた。このインタ
ビューは “ジョン・ミルン－地震学者－”（“John Milne, Seismologist”）として、『米国地震
学会会報』第 2 巻 1 号の 2～7 頁に掲載された。その文章では、こう述べている。「可愛らし
く、木々に包まれた古い家、小さな谷へと続く草の生えた石段のテラス、背後にはなだらか
な丘という完全な静けさ、そこへ世界中の地震記録が、分類され研究されるために届く。し
かしそれらが届くと、ミルン教授と聡

そう

明
めい

な日本人助手の広田氏に、大量の仕事を生み出すこ
とになる。報告をよこす約 60 個所の観測所があり、あるものは毎月、あるものは年 2 回、
またあるところからは都合の良い船がそれを運んでくれるだろうという、不定期な報告だっ
た。これらの報告は注意深く関係づけられ、綴

と

じ込まれ、6 ヶ月ごとに直近の記録を載せた
『シャイド通信』が、すべての観測所に送付された。これはほとんど、ミルン教授の愛情に
よるボランティア仕事以外の、何ものでもなかった。彼は公的な地位を有しているわけでは
ない。」フーバー夫人による最後の言葉は、観測所が官立ではないということを意味してい
た。

　ルー・ヘンリー・フーバーは、ミルン教授に会うためにはるばる旅してきた、多くの訪問

図 65　シャイド・ヒル・ハウスでの、ジョンとトネ・ミルン
Ⓒ Carisbrooke Castle Museum
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者たちにも好奇心をそそられ、次のように書いている。「彼の芳名録の頁を、彼が留守にし
ている数分間の間にめくる時、誰しも過去数週間の平均的な見本だと思われる数ダースもの
名前に、関心を持たずにはいられない。英国のあらゆる地域から、質問を抱えた巡礼たちが
やって来る。スコットランドからもアイルランドからも。エジンバラ大学、グラスゴー大
学、ケンブリッジ大学、オックスフォード大学、シェフィールド大学、ロンドン大学ユニ
バーシティ・カレッジ、ブリストル大学等に代表される著名な大学、ギリシアのコルフ島、
バミューダ、ミラノ、パリ、ペンシルバニア、そしてグリニッジ観測所と、地理の本に登場
する地名が、ひしめき合っており、彼らすべてが関心のある男性のもとに敬意を表しにやっ
て来る。」フーバー夫人に芳名録を熟読する時間があったなら、訪問時にはまだ海軍士官候
補生だったエドワード皇太子、日本の天皇の義弟である九

くじょう

条良
よし

致
むね

男爵、来
きた

る 1906 年のサン
フランシスコ地震で主要な役割を果たした、スタンフォード大学のハリー・フィールディン
グ・リード教授［Harry Fielding Reid 1859-1944］の名前があるのに気づいただろう。

　南極探検家のロバート・スコット隊長（Robert Scott 1868-1912）もまた、シャイド・ヒ
ル・ハウスを訪れた 1 人である（図 66）。スコットがミルンのもとへやって来たのは、彼が
ʻ南極探検隊ʼ（1901-1904）のためにミルン式地震計（No. 37）を入手できるだろうと期待し

図 66　左から右へ。ロバート・スコット隊長、ジョン・ミルン、ジェームズ・アーノット（ミルンの継父）、
ジョン・ペリー。トネは座っている。

Ⓒ Patrick Nott
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てのことだった。地震計はエレバス山［南極にある活火山。標高 3,794m］から 約 15 マイ
ル［24 km］離れた、ヴィクトリア基地の磁気観測小屋の１つに設置された。機器は SS ディ
スカバリー号［SS Discovery　南極調査のために 1901 年に建造された船。最初の任務は英
国による南極調査のために、ロバート・スコットを運ぶことだった］のルイ・ベルナッチ氏
に託されたが、観測所は滅多にない困難の下で建設されることになり、ベルナッチ氏はそれ
にもかかわらず、長さ約 3,000 フィート［900 m］の映像フィルムとともに、やっとの思い
で帰還したのだった。136 個の南極地震が記録されたが、どれひとつ探検隊員たちの身体に
は感じられないものだった。南極のデータは、ミルンと助手の広田、そしてニューポートの
ハワード・バージェスによっていっそう綿密な分析を加えるため、シャイドに届けられた。

　1908 年、ミルンの No. 37 地震計は南極から、絵のように美しいリブル・バレーにあるク
レドローの南西 5 km、ハースト・グリーンのストニーハースト・カレッジに輸送された。
カレッジは地震計が最終的に観測所の袖

しゅう

廊
ろう

［翼
よく

廊
ろう

ともいう。左右対称に張り出した部分］
（図 67）に設置される前に、36 ポンドの費用をかけて改良された。そしてそれは温度変化の
影響を受けることのない、磁気観測室に設置された。しっかりとセメントで固定された、2
つの切石でできた柱の上に置かれた。これらの上には、最上部の石の上にセメントで固めら
れた石板が載っていた。柱は床

ゆか

下
した

に埋められ、部屋の石の床の下厚さ 12 インチ［30 cm］の
コンクリートの上に置かれ、そのコンクリートは固い粘土質の土の上に据えつけられた。石
板の天

てっ

辺
ぺん

の床からの高さは、3.5 フィート（107 cm）で、海抜 364 フィート（111 m）に位置
していた。ミルン式地震計の運用は 1924 年に中止され、1928 年、ミルン＝ショー式地震計
に置き換えられた。ストニーハースト・カレッジでの地震記録は、ローランド神父の退任と
逝去のため、1947 年に中止されるまで続いた。

　シャイドでの生活は、仕事ばかりで遊びがなかったわけではない。ミルンは妻や客ととも
に、自宅の芝生でクロッケー［芝生のコートで行われる、英国発祥の球技］を楽しんだが、
おそらくゴルフこそが彼の主なレクリエーションだっただろう。彼はいつも ʻビリーʼ と呼
ぶ白いフォックステリア犬を連れており、ビリーはいつも迷子になったゴルフボールの勝れ
た猟

ハンター

犬であることを証明した。用心深い教授が 1 ラウンドのゴルフを始める前に、ボールを
アニス［香辛料・薬草になる］の実や、他のものと一緒に覆い隠しておいても、ビリーに
よって易

やすやす

々と見つけ出された。不幸なことに愛犬は 1904 年に亡くなり、この悲しみに際し
ミルンは、死亡記事を書くべく自らを奮

ふる

い立たせ、記事は『ゴルフ・イラストレイティッ
ド』誌［“Golf Illustrated”］に掲載された。

　『シャイド通信』を印刷していたハワード・バージェスは、また地域のゴルフ雑誌『フォ
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アー』誌［“Fore”　ゴルフ用語で「前の方、危ないよ！」の意］の編集者でもあった。彼は
『フォアー』誌にミルン教授について、ジョニー・ウォーカーによって書かれた文章を掲載
した。その文章は 1905 年に、南アフリカで英国学術協会の会合が開かれたおり、ミルンも
その中の 1 人だった著名な科学者のグループが、ヴィクトリア滝への観光旅行に参加した時
の様子を描いている。ミルンが目的地に着くと、ゴルフボールを滝の一方から対岸に向かっ
てドライバーで打つアイディアを披

ひ

露
ろう

したのは、その場所でだった。お気づきのようにミル
ンは、そのユーモア感覚で良く知られており、もしこれが実際に行われていたら、ギネス・
ブックに登録するにふさわしいことは疑いない。

　社交的であることは常に、ミルンにとって実行すべき義務の筆頭であり、それが彼もメン
バーであるライドにある、ロイヤル・ヴィクトリア・ヨット・クラブでの、ʻウイスキーの

図 68　1931 年 3 月 8 日のユーゴスラビア地震の、ストニーハーストでの地震波形。ミルン=ショー式地震計で
記録された。『地震その他の地球の動き』（Kegan Paul, Trench, & Co., Ltd., London.）より

図 67　ランカシャー、リブル・ヴァレー、ハースト・グリーン
のストニーハースト・カレッジ

Ⓒ Yvonne James（2006）
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1
ひと

滴
しずく

ʼ を意味している場合には、拍
はく

車
しゃ

がかかった。ヨットクラブは潮
ちょう

汐
せき

による荷
かじゅう

重を研究
する目的で、地震計を地下室へ設置するという、彼の実験のために利用されていた。その地
震計が 1 度、激しい揺れを計測したことがある。他の地震計はどれひとつ、同じ強さの揺れ
を記録してはいなかったので、ミルンは当惑した。ヨットクラブの地震計は、翌週の同じ日
の同じ時刻まで、それ以上の動きを何も示さなかった。何であれ、これは狭い地域の現象に
起
き

因
いん

している違いないと、彼は推論した。そして終に実に意外な答にたどり着くまで、採石
場での爆破、街

まち

中
なか

の交通、ソレント海上での英国海軍の演習などのような、多くの可能なシ
ナリオを追求した・・・その謎の答はなんと、執事と女中頭

がしら

が、双方とも同じ日に非番だっ
たということだったのである！

　ミルンも ʻスノーウィʼ 広田も熱心な写真家で、友人のウィリアム・ブロックから多くを
学んだ。教授の写真への 執

しゅう

心
しん

は、ワイト島写真協会会長職に就いた時に報
むく

われた。写真家
としての経験のおかげで、写真を処理するいくつかの過程が、地震計の具体的な改善に役立
つことに気づいた。これはミルンが自分の趣味の向こうに、広く英国学術協会と地震学への
貢献を見すえているという、いかにも彼らしい逸

いつ

話
わ

だろう。

　今や彼が多くの人々から〈地震学の巨匠〉と見なされるのは、いかにもはふさわしいこと
であり、そのような顕著な貢献が、何らかの形で認められるのも当然だろう。実際行く手に
は、さらなる名誉がもたらされた。初めに王立協会が、誰もが切望するロイヤル・メダルを
贈り、次いでオックスフォード大学は名誉理学博士号を、東京帝国大学はミルンを名誉教授
に任じた。

　ミルンはほぼ 1 年に 1 度、ロッチデールを訪れた。その 1 回、1910 年の訪問の際には、
『ロッチデール・タイムズ』紙がミルンの言葉を、次のような記事にしている。「・・・私の
ことを知っているのは、元市長のフィッシュウィック大佐のような老人に限られている。私
は市場をぶらぶら歩きまわり、ʻサイケの店ʼ［店名］を覗く。ʻラッシュベアリングʼ と ʻオー
ルド・ベンʼ という馬に、想いを馳

は

せる。彼らはいつもタンシルへ行く途中、私をパブ ʻレッ
ド・ライオンʼ からパブ ʻティム・ボビンʼ まで乗せて行ってくれたものだが、今では私はまっ
たく独りぼっちだと感じている。セント・ジェームズ教会の老牧師モルスワースも、ローワン
と同様に逝

い

ってしまった。ザック・メラーが、最後の友人だった。そのザック・メラーも、ま
た亡くなってしまった。パブ ʻウエリントンʼ に入って１杯やってから外に出ても、誰も私を
知っている人はいない。とはいえ私は、ロッチデールの繁栄を望んでいる。」

　広田 ʻスノーウィʼ 忍は、おそらくミルンのもっとも親密な友であり、彼のふだんの人間
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づきいあいの巧
たく

みさと地震計の手入れ、地震記録の読み取りは、ミルンの地震学的成功の大
きな要因だった。彼らはスノーウィが病気のために、1912 年 12 月 16 日に日本へ帰国する
まで、17 年間にわたって一緒に暮らした。悲しいことに広田は、故国に戻って間もなく亡
くなった。ただミルン教授の健康も同様に、好ましいものではなかった。激しい頭痛は以前
からだったが、ここに至っても少しも癒

い

えることはなく、彼を悩ませることになった。実際
の病状をトネには隠し、体調悪化を〈己

おのれ

の弱さの虫〉のせいにしていた。だが実際は、1827
年に初めて英国人医師リチャード・ブライトによって発見された腎臓病である、ブライト病

［腎臓炎］に罹
かか

っていたのだった。

　1913 年 7 月中旬、ミルンは病床にあった。バージェスはショーに、悪化する容態を知ら
せ続けた。1913 年 7 月 31 日、ミルン教授は昏

こん

睡
すい

状態に陥
おちい

り、62 歳の生涯を閉じた。葬儀は
ニューポート、地元の聖

セント

トマス・ベケット教会で執
と

り行われ、遺体は後にバートンの聖
セント

ポー
ル教会の、母や継父と隣り合った区画に埋葬された。弔問客は彼がその人生で足

そく

跡
せき

を残し
た、あらゆるところからやって来た。日本の天皇は九条男爵を名

みょう

代
だい

として派遣し、ロンドン
の幼い少女は、「地震のジョンおじさんへ」と短く記した、小さな花束を贈った。トネは多
くのお悔やみの手紙や電報を受け取ったが、その中の 1 通に、日本の井上駐英大使からのも
のがあった。「貴

あ な た

女に降りかかった大きな災いへの深い同情を、どうか受け容れて下さい。
それはこの国と科学界のみならず、彼の名前が決して忘れられることなど無いであろう日本
にとって、取り返しのつかない損失です。」さらに『デイリー・ミラー』紙［“Daily 
Mirror”］は、1913 年 8 月 1 日付けの 1 面全面を、ジョン・ミルン教授の訃

ふ

報
ほう

にあてた。

　1914 年、英国科学振興協会地震学委員会は、次のような文章を公にした。「ジョン・ミル
ンの 1913 年 7 月の死は、我々にとって困難で不安な状況を生み出すだろう。外部からはさ
さやかな財政援助しか無かったが、世界規模の地震学活動を組織し、研究の中心から離れた
多くの観測所では、機器は彼自身か友人の 1 人によって配備され、それらの補修は他の仕事
に従事する多忙なボランティアの手で、労を惜しむことなく行われた。観測結果の解析は、
初期には広田忍のできる限りの手助けのもと、ミルン自身の手で行われた。後

のち

には助成金か
らやっと、1 年 200 ポンドを助手に支払うことが認められた。広田忍はこのようにして、最
後には公式の地位を手に入れたものの、長年の間に受け取った給料は、ミルン個人のポケッ
トから支払われたものだった。」

　ジョン・ミルン教授の突然の死は、学界に ʻ衝撃波ʼ を見舞った。ジョン・ミルン逝去時
の国際地震学連盟［International Seismological Association］の会長は、ボリス・ガリツィ
ン公だった。彼は地球物理学の新しく大切な部門として、地震学を打ち立てたという並

なみ

外
はず

れ
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た業績を強調し、ジョン・ミルンの学問的成果を振り返った。一方、ミルンの仲間である
ジョン・ペリー教授はその人となりについて、「彼の成功は、あらゆる種類の人々に彼の仕
事に対する関心を持たせる、人間的な力によるところが大きい・・・あらゆる科学的な研究
に関心を持ち、おそらく他の人の仕事を、高く評価し過ぎていたかも知れない・・・彼はた
いそう控えめで、いつも他人のために時間を割

さ

くのを惜しまなかった・・・日本とシャイド
で、いつも大変温かく人をもてなした」などと述べた。

　そしてミルンの仕事の継続は、絶対に欠かせないことだった。ジャッド教授やゲイキー教
授など指導的な地位の地球物理学者たちは、英国学術協会地震学委員会の委員長であるター
ナー教授に諮

はか

り、委員会としてシャイド観測所の面倒を見る事になった。経済性および利便
性という理由で、観測所は結局 1919 年に、ワイト島からオックスフォードに移された。ト
ネ・ミルンは夫のいない生活に自身を慣らすという、新しい試みにも直面しなければならな
かった。彼女は甥の堀川 乗

じょう

道
どう

のシャイド訪問によってもたらされた、特別な援助が嬉
うれ

し
かった。トネにとって、観測所をオックスフォードに移したことは、彼女が日本に帰国する

図 69　20 世紀初期の英国の地震観測所。ワイト島は南端の島
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十分な理由となった。夫の遺志は、管
かん

財
ざい

人
にん

が日本の第一銀行を通じて手配した終身保証され
た収入によって、トネに経済的安定をもたらすものだった。ミルン教授の科学的な書籍と機
器は、英国学術協会に寄贈された。

　ジョン・ミルン教授の影響は、彼自身の科学と地震学への貢献を越えて、遙
はる

か遠くまで拡
がっていた。日本地震学会の創立は、震災予防調査会の設立と、最初の全世界の国際地震研
究ネットワークの組織化へと発展していくことで、まちがいなくミルンに大きな満足を与え
た。とりわけ彼が接触した人々に与えた指導、インスピレーションと献身的努力における人
格的影響は、疑いもなく彼に〈近代地震学の父〉の資格を与えるものである。
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第 5 章

ミルン以後
　ミルンの主な業績は、地震が頻

ひん

繁
ぱん

に起きる日本において成し遂げられた。一方英国では、
地震活動自体が低調であることが、彼の科学的貢献が過小評価されることになった、ひとつ
の原因だろう。日本でのミルンは、同僚の科学者たちの意見や観測記録を求めた。実際彼は、
他人とともに働くことが好きだったのだが、英国での彼はたびたび自分は孤立していると感
じていた。そこには、彼が建設的な科学論議ができるような力量のある地震学者が、ほとん
どいなかったのだ。必然的に彼は、英国人にとってはよく分からない研究分野での、孤独な
研究者となった。ワイト島での生活は、家族と科学研究にとっては好ましいものだったが、
彼を他の活発な科学の世界から遠ざけるものでもあった。

　第 1 次世界大戦後、シャイド観測所はオックスフォードに移され、トネ・ミルンは日本に
帰国、ワイト島とのすべての繋

つな

がりは、事実上絶たれることになった。トネとミルンには子
供がおらず、ミルン自身も 1 人っ子だった。今や彼の誕生の地リバプールは、すっかり再開
発されてしまっている。おそらく M62 自動車道を作るために、タンシル・ハウスは取り壊
され、建築当初から残されていた部分も解体された。ただロッチデールの、ドレーク通り
147 番地の家だけは残っている。しかし著名なかつての居住者と関係があるという痕跡は何
も無い［現在ワイト島のシャイド・ヒル・ハウスの前には、うっかりすると見落としてしま
う小さな掲示板がある。図 70］。

　1927 年、チャールズ・ダビソンはアーチボルド・ゲイキー卿から、『地震学の創始者たち』

図 70　シャイド・ヒル・ハウス跡と掲示板。旧居は取り壊され、小さな掲示板が残されているだけ。女性は調
査協力者の、Miss Shanka Nakayama Ⓒ Eiji Kuwabara

ジョン・ミルン教授
の邸宅であり、1895
年から 1919 年まで
世界有数の地震観
測所であったシャ
イド・ヒル・ハウス
邸宅と私道
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［“The Founders of Seismology”］の執筆を促
うなが

された。ダビソンの著作の第 10 章は、ミルン
の仕事に充

あ

てられている。ダビソンは、「幕開けだった新しい時代、地震学は支援者たちの
活発な協力のみならず、彼らの全面的なエネルギーをも必要とした時代に、ミルンが科学を
まったく異なった高い地平に持ち上げたと主張しても、言い過ぎということはあるまい」。
そして彼は、「科学における指導者の影響は、彼自身の貢献をこえて拡がって行く。そのた
め彼が創立した日本地震学会は、震災予防調査会の創設を促

うなが

し、世界的な観測所ネットワー
クを組織化したが、なかでも彼が接触することになった人々への彼の個人的影響を見れば、
地震学の多くはほとんど彼の指導とインスピレーションのみならず、彼の良き人生の中での
不断の働きに負

お

っていると思われる」と締めくくっている。

　ジョン・ミルン教授は、日本では今なお記憶されている。1926 年には法
ほう

要
よう

が執り行われ、
北海道の函館共同墓地に、ジョンとトネ夫妻を記念する碑が建てられた。共同墓地には、
ジョンとトネ夫妻の名誉を顕彰する案内板があり、次のように書かれている。

ジョン・ミルン　トネ夫妻
　イギリス人ジョン・ミルンは、工部省の招きで明治 9 年（1876 年）に来日し、工
部大学校や東京帝国大学で鉱山学、地質学を教えた。また、日本の地震に興味をもち、
地震計を考案して日本全国を観測し、明治 13 年（1880 年）日本地震学会を創設する
など、わが国の地震学の創始者の一人であり、近代地震学のもとを築いた。

図 71　ミルン・トネの墓地の解説板
Ⓒ Eiji Kuwabara

図 72　左がミルンとトネ、右が堀川乗経の墓石
Ⓒ Eiji Kuwabara
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　ミルンは、明治 10 年（1877 年）に地質調査のために来函し、翌年も先住民族の貝
塚などを調査するため函館を訪れている。明治 14 年（1881 年）東京で堀川乗経の長
女トネを知って結婚し、明治 28 年（1895 年）トネを伴ってイギリスに帰国した。大
正 2 年（1913 年）ミルンの死去後、トネは病身となり大正 8 年（1919 年）函館に帰り、
大正 14 年（1925 年）世を去った。
　この墓地には、堀川乗経とジョン・ミルン、トネ夫妻の墓がある。

函館市

　1974 年に東京大学は、多くの ʻ関山ʼ［サトザクラの一種。濃い紅色の花の八重桜］の桜
の若木を、偉大な地震学者の〈生きた記念碑〉として、シャイドとワイト島芸術工科大学に
植樹するために寄贈した。駐英日本大使の森治樹によって植樹され、彼はまたミルンが葬ら
れている聖ポール・バートン教会の、ミルンの墓石に花輪を捧げた。シャイドの銘板は、次
のように書かれている。

関　山
　東京帝国大学およびワイト島シャイドで活躍した地震学の父、ジョン・ミルン教授

（1850-1913）を記念して、東京大学より寄贈。1974 年 3 月 14 日、日本大使閣下によっ
て植樹された。

　1912 年 8 月に発行された『地質学雑誌』第 5 冊，第 11 巻，578 号，337-346 頁に、「傑
けっ

出
しゅつ

した現存の地質学者、ジョン・ミルン教授、理学博士、王立協会会員、王立地理学会会員、
ロンドン大学キングズ・カレッジ名誉フェロー」と記された文章が掲載された。そして人間

図 73　日本の駐英大使は、聖
セント

ポール教会でジョン・
ミルンに敬意を表した。

Ⓒ Patrick Nott



─ 95 ─

としてのミルンについては、次のように詩的に要約された。「彼の持つ人を引きつける魅力と、
永遠の若さの秘密とは何だろうか ? それはその気質である、他人を喜ばせる快活さであり、
生涯にわたって決して失われることなく、彼の精神を支え、他の人に同じ関心と仕事への熱
中、そして彼に同行させる力を与えた。
　地震現象は彼の重要な研究であると同時に、喜びにあふれる仕事でもあった。彼にとって
地球は、風の神アイオロスの風

エオリアンハープ

鳴琴のようなもので、あらゆる天体の影響によって震え、太
陽の熱帯の光線によって奏

かな

でられ、その膝の上で気ままな海に癒やされ、嵐の力によって鳴
り轟く。北極から南極への地震と火山に揺さぶられながらも、12,000 マイルも離れたところ
からの微弱な振動でも、シャイドの彼の地震計への柔らかい鼓動となって再現される。」

　ハーバート・ターナー教授の管理下にあった、新組織のオックスフォード本部は、『国際
地震学紀

き

要
よう

』［“The International Seismological Summary”］の発行で、知られるようになっ
た。英国の諸観測所は、新しい世界的ネットワークの主要な役割を果たし続け、観測所での
ノイズと微小地震等について、国内の多くの観測所で記録された地震計記録と比較し、そこ
にすべての英国学術協会観測所の観測記録を追加することによって、重要な研究が成し遂げ
られた。

　ミルンが最初の観測所をシャイドに設
もう

けた 1895 年から 2，3 年の間に、エジンバラ
［Edinburgh］、キュー［Que］、ペイズリー［Paisley］、ビッドストン［Bidston］のような、
他の観測所も設立された。これらの場所にはすべて、地震計の記録に正確な時刻の記録を供
給する役目を負う、天文学や気象学の観測所があった。一方その頃、J・J・ショーは、ウエ
スト・ブロムウィッチの彼の地下室で、重要な仕事をしていた。そこでは主に、製作したり
手直しした地震計の試験を行っていた。すでに述べたように、英国学術協会観測所が装備し
たオリジナルの地震計は、ミルンの水平振り子を用いたものだった。しかし機器の性能は、
制振装置を欠いていたため、十分とはいえなかった。ショーはミルンの設計したものに、電
磁式制振装置を合体させて感度を増し、装置の有用性を高めた。新しく進歩した機器は、ミ
ルンのシャイド観測所に設置され、ミルン＝ショー式水平振り子地震計として、知られるよ
うになった。

　今
こん

日
にち

、地震データを収めた古い会報『シャイド通信』は、地震の震源地決定を改善する技
術によって、その再決定に用いることができる。それらはまた、首尾一貫したマグニチュー
ド［M］の物差しを作る際の、分析に有用だ。1900 年以前のまったく制振されていなかっ
た地震計からの、ごく初期の会報のデータも、地震のマグニチュードを決定するのに役立つ
だろう。古い会報の現代地震学にとっての価値は、もし地震データのカタログができる限り
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完全なものであれば、今なお地震のリスク研究の一部を担
にな

っているという点である。

　ジョン・ミルン教授の先駆者としての仕事はまた、ダイナミックに躍動する地球への理解
における、革命の礎

そ

石
せき

でもあった。ミルンの地震計ネットワークは、リモートセンシングに
よって地震を見つけ、震源を決定するための先導役を務めた。これは現在では、情報を収集
するのに貴重な手段となっている（リモートセンシングとは、環境に関する情報を集めるた
めの離れた場所にある装置の利用、ということ。飛行機や宇宙船に搭載されている）。今や
将来の科学者たちにとっては、地球の内部構造を探査する機会があり、地震学のあらゆる角
度からの数 10 年にわたる情報の蓄積が、今日プレート・テクトニクス理論として知られる
統一された理論となった。

図 74　ミルン＝ショー式地震計の一般的な構成図
Ⓒ Lapworth Museum of Geology
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図 75　ミルン＝ショー式地震計の一般的な構成
Ⓒ Lapworth Museum of Geology

図 76　ケースを外したミルン＝ショー式地震計の一般的な構成
Ⓒ Lapworth Museum of Geology

図 77　ミルン＝ショー式地震計：ランプと記録器具
Ⓒ Lapworth Museum of Geology
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　〈プレート・テクトニクス理論の大統合〉に向けての動きは、科学者たちが核・マントル・
地殻という同心球の層モデルを発展させた第 1 次世界大戦初期に、その速度を増した。地球
表面のあり方については、ドイツの気象学者アルフレッド・ウェゲナー［Alfred Wegener 
1880-1930］が、その中で〈大陸漂流〉という、それまでの通念を根底から覆

くつがえ

すアイディア
を提起した、『大陸と海洋の起源』［“The Origins of Continents and Oceans”］を出版した
1915 年、その仮説は綿密な検証を受けることになった。1929 年には彼のアイディアはアー
サー・ホームズ［Arthur Holmes 1890-1965　英国の地質学者。地質年代の測定に放射性元
素が使えることを発見した 1 人］によって支持されることになった。ホームズはマントルの
中の熱せられた岩の、対流によって熱を移動させる流れが、大陸の〈漂流〉を起こす原動力
であることを示唆した。1950 年代初期にその足取りは速まり、岩石の残

ざんりゅうじ

留磁気
き

［岩石に残っ

図 78　ミルン＝ショー式地震計：水平振り子と制振器
Ⓒ Lapworth Museum of Geology

図 79　1914 年 11 月 24 日、英国ビッドストンでのミルン＝ショー式地震計の記録　
Ⓒ Lapworth Museum of Geology
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ている磁気］の研究は、極
きょくいどう

移動［地球の自転軸のふらつき］がウェゲナーの漂流理論と矛盾
しないことが明らかになり、1950 年代後期には、中央海

かい

嶺
れい

［大洋のほぼ中央部を長く走る
海底山脈］の詳細な地図が作成されるまでになった

　1960 年代にはプリンストン大学地質学教授のハリー・ヘス［Harry Hess 1906-1969］、英
国の地質学者フレデリック・バイン［Frederick Vine 1939-］、ドラモンド・マシューズ

［Drummond Matthews 1931-1997］等によって、〈海洋底拡大〉という概念が打ち立てられ
た。これらの仕事の基礎の上に立って、カナダの地球物理学者 J・トゥゾー・ウィルソン［J. 
Tuzo Wilson 1908-1993］は、最終的にプレート・テクトニクスという革命的な概念につな
がる、〈プレート〉というアイディアを生み出した。フランスの地球物理学者グザヴィエ・ル・
ピション［Xavier Le Pichon 1937-］、ケンブリッジ大学のダン・マッケンジー［Dan 
McKenzie 1942-］、アメリカのプリンストン大学の W・ジェイソン・モーガン［W. Jason 
Morgan 1935-］によってなされた貢献は、個別のプレート形状を定めるというものだった。
プレート・テクトニクス理論は事実上、地球の大きな地質学的特徴を説明し、地震、火山噴
火、山脈の形成といった、他の理論では説明がつかない現象を解き明かすものだった。プレー
ト・テクトニクス理論はまた、熱水噴出口に生息するシロウリ貝のような生物や、地球上で
の生命についての理解への影響というような、新しい発見をもたらした。・・・ジョン・ミ
ルン、アルフレッド・ウェゲナー、またハリー・ヘスなどの研究者がそれぞれの科学的探究
心に従っていたときには、思ってもみなかった収穫だった。

　日本における絶えざる地震の脅威は、北アメリカ（オホーツク）、ユーラシア（アムール）、
太平洋、フィリピン海プレートの 4 つのプレート（図 80）の位置の直接的な影響を受けて
いる。北アメリカ、ユーラシアの両大陸プレートは、日本の本州上で衝突している（濃尾地
震が起きた地理的位置は、まさしくこれらの両プレートの境界だった）。ミルン教授は以前
から、多くの地震が日本の東岸で発生することに注目していた。これは今日では、太平洋プ
レートとフィリピン海プレートの、大陸プレートの下への沈み込みによって容易に説明され
る。この複雑な構造上の活動は、多数の地震のみならず、日本列島を創り上げた広範囲の火
山活動についても、解明するものだ。

　地球物理学と災害研究の分野の専門家たちは、ジョン・ミルンが生きていた頃よりも、今
日の方がより大きな脅威となっているかも知れない、将来起きるであろう破滅的で全地球的
な地球物理学的異変に取り組むための、戦略を計画・実施することに積極的に関わっている。
1891 年の濃尾地震の後、日本を襲った破滅的な地震は 1923 年に起きたもので、東京および
隣接する都市の横浜は、日本の歴史上最悪の自然災害となった関東大震災によって、事実上
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壊滅した。20,000 の工場と 1,500 の学校を含む、300,000 棟の建物が破壊された。11,700,000
人の人口［東京と横浜市の人口と思われる］のうち、101,000 人が死亡し、さらに 52,000 人が
負傷、3,200,000 人が家を失った。横浜市と東京都は現在、首都圏として統合され、33,000,000
人の巨大な人口密集地域となっている。もし再び壊滅的な地震が襲う時には、おそらく 1923
年の関東大地震を、ちっぽけなものだったとさえ思わせてしまうだろう。

　この本を書いている今、ミルンのベイカリアン講義［Bakerian Lecture。王立協会でなさ
れる受賞記念講義。物理学の講義が行われる］“地震学における近年の発展 ”［“Recent 
Advances in Seismology”］が 1906 年 3 月 22 日に王立協会でなされてから、100 年になる。
その講義の冒頭でミルン教授は、マレットの 1859 年ナポリ大地震についての研究の特徴に
ついて述べた後で、「しかしさらなる進歩は、1880 年までほとんどみられなかった。その年、
西欧化を進めていた日本の物質的発展にとっては、それに次ぐ関心事になった地震学は急速
に現在の形に成長し、観測的科学の明確な一分野として確立された。まさにその年に、日本
地震学会が創立されたのである」と述べている。地震学の基礎が、日本の経済的発展にとっ
ての ʻそれに次ぐ関心事ʼ として確立されたことは、まことにすばらしい。

　ジョン・ミルン教授は、地震の脅威の研究と観測についての、有効な方法を開発した。建

図 80　日本列島におけるプレート配置：“Can the Okhotsk plate be discriminated from the North American 
plate?” Seno, T., Sakurai, T., and Stein, S.（1996）による。
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築と建築素材を検討する際に、不測の事態への対
たい

処
しょ

計画を組み込むという、彼のたゆまぬ努
力に対する感謝の念に値するものだ。

図 81　ジョン・ミルン
　　　　　　　　　Ⓒ E. A. Kime, Isle of Wight
出生：1850 年 12 月 30 日
ジョン・ミルン教授、理学博士、F. R. S., F. G. S.
ロンドン大学キングズ・カレッジ名誉フェロー
逝去：1913 年 7 月 31 日
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補記１

ミルン＝マクドナルド式振動記録計
　1889 年までにミルンは、振動が建物や橋

きょう

梁
りょう

に与える影響を監視するためのさまざまな機
器を駆使して、多くの調査を行っていた。この分野での研究を通して彼は、1889 年に地震
の震動や人工的な振動の結果である、建物や橋梁に対する振動を調査するための、ミルン式
振動記録計を設計することになった。

　建築物の振動についての研究を深めるうちに、ミルンは鉄道の客車と機関車の振動にも、
関心を持つようになった。同じ頃、日本の鉄道局機関車部門のジョン・マクドナルド［John 
MacDonald］もまた、蒸気機関車の振動を抑

おさ

える実験を行っていた。この計画はミルンにとっ
て、気持ちの昂

たか

ぶりを抑えられないものであり、迷うことなくマクドナルドに助力を申し出
た。彼らは協力して機関車の振動を記録するために、地震計と同じ原理に基づいた機器を完
成させた。

　2 人の共同作業から、ミルン＝マクドナルド式振動記録計が生まれた。地震計ほど敏感で
はないが安定性のある、コンパクトなものに設計された。それは記

ド ラ ム

録筒をゆっくり回転させ
る、時計じかけのモーターによって駆動されていた。筒の周りに巻かれた紙シートには、ポ
インターの先端に取り付けられた、3 本の鉛筆によって記録が残された。それは、機関車か
ら生じる上下と水平の振動を表示するというものだった。

　ミルンとマクドナルドは日本の異なる鉄道路線で、多くの試行を行った。その結果、速度
を上げた列車の不安定さばかりでなく、その振動も認識することとなった。列車の不安定さ
を確かめることによって、現在の安全な運行速度が確立されることになる、大きな一歩だっ
た。その装置を用いたことによるさらなる成果は、線路の欠陥を正確に特定できることだっ
た。いくつかの小さな修正の後、ミルンは日本の鉄道局にこの機器を提供した。

　1889 年の英国本土への一時帰国の際、彼は鉄道の 3 方向の振動の組み合わせを記録する
新しい機器を、友人サー・ウィリアム・トンプソンが、ラーグスからグラスゴーまで鉄道旅
行をする際に、稼働させてみせた。この実演のおかげでミルンは、実験結果をロンドンの土
木技術者協会［Institute of Civil Engineers］で発表するよう要請された。ミルンの論文 “機
関車の振動と列車のタイミング、および線路の試験について”［“On the Vibratory of Loco­
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motives and on Timing of Trains and Testing Railway Tracks”］は、1890 年 11 月に協会
において発表された。その後の議論は、優れた技術者たちである聴衆の大きな関心を引いた
ので、同協会の委員会は彼らの名誉ある授賞を主張し、2 人の著者に、初代会長トマス・テ
ルフォードの名前から取ったテルフォード賞が授与された。

　列車の振動を測定する機器製作の、初めての試みというわけではなかったが、ミルン＝マ
クドナルド式振動記録計はそれまでのものよりはるかに上

う ま

手く働き、洗練されたものだった。
機器はロンドンの R・C・マンロー社によって製造され、その後、あらゆる英国の鉄道路線
と海外でも活用された。そうするうちにミルンとマクドナルドは、日本の路線の鉄道車両の
振動の振幅を、過小評価していたことに気づいた。装置は強いバネを組み込み、重量を増す
ことで手直しされた。

　振動記録計を生産する上でのマクドナルドと彼の仕事は、ミルンが 1 つの分野で得た熟練
と知識を、他の有用な目的に応用することができた良い例である。

補記 2

　ジョン・ミルンの人生と仕事についての私の著作は、彼の科学を基礎にした空想科学小説
を書く楽しみに触れることがなければ、十分とはいえない。その小説の早い例は、東京の家
を焼失した火事の焼け残りの品々の中から発見された。火事の被害を受けたノートは、ミル
ンが若い時分のアイスランド訪問、その ʻ若き日の放浪ʼ を綴

つづ

った原稿を、下書きしたものだっ
た。熟考の末につけた表題、『既知と未知のアイスランドでの放浪』［“Wandering in known 
and unknown Iceland”］と『アイスランド、あるいは狂人の大慌

あわ

て』［“Iceland, or the scram­
blings of a lunatic”］がそれだった。

　彼の執筆スタイルは、東京大学の教授在職中に、練り上げられていた。英字新聞『ジャパ
ン・メール』［“Japan Mail”］の編集者はミルンの親友であり、彼にジョン・ヘンリー・フィ
ズルスと呼ばれた狂人科学者の短編小説シリーズを、書くように勧めたのだった。ミルンが
書いたすべての ʻほら話ʼ に共通するのは、物語を語ることが文章の適切さよりも優先され
ているということだ。
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マーク・カーショー：『植民地のホントとウソ：ユーモア・スケッチ』 
［Mark Kershaw “Colonial Facts and Fictions: Humorous Sketches”］

　アン・カーショー［Ann Kershaw］は、ジョン・ミルンの祖母だった。ミルンがロンドン、
ピカデリーのチャット＆ウインダスから 1886 年に出版された、『植民地のホントとウソ：ユー
モア・スケッチ』を執筆した時、ペンネームとしてなぜマーク・カーショーを選んだのかは、
この事実が説明しているだろう。私がこの著作の本質に最初に気づいたのは、Web 上で見
つけた批評家の次のような言によるものだった。・・・「彼（ミルン）は、私たちの両足のサ
イズは、ほとんど左足と右足で揃っていることがないのだから、片足のサイズだけを測って
済ませる靴職人はインチキな奴だ、と言っている。」

　この本はまた、ミルンのオーストラリア、タスマニア、ニュージーランドへの広範囲にわ
たる訪問の間の、生活観察の記録でもある。ジョン・ペリー教授はこの本が、気楽で面白い
逸話に満ちていると述べている。また読むのを中断しても、話の流れが損

そこ

なわれることはな
いので、身近に置いておける本だとも。

　この本の中の話の一つは、『ブーメランとの冒険』［“Adventures with a Boomerang”］と
題されている。オーストラリアのブリスベーンで、ミルンがブーメランを人から贈られた時
に、起こった事件を書いたものだ。

図 82　著書の表紙：1886 年
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　「私はブリスベーンにいた時にプレゼントされた、ブーメランを持っていた。実を言うと、
今もまだ持っている。もし私の身に引き起こされたトラブル、そのブーメランが引き起こし
たトラブルによって早すぎる墓場送りにならなかったなら、私は先住民の作品の見本である
それを、嫌

いや

な奴ら何人かに送りつけてやるつもりだ。同じ配達人の手で彼らに、少しはまし
な葬儀社経営者の住所も、送りつけてやろうと思っている。もしあなたが誰かに対して、強
い恨みを抱いているなら・・・もしここにあなたを嘘つき、泥棒だといって侮辱したり、あ
なたと家族を貧乏に陥

おとしい

れたり、あなたのこの世界や未来に対する希望を爆破してしまう人が
いたとしたら・・・彼がオーストラリアへ行くときに、ブーメランをお土産に持ち帰ってく
れるように頼むといいよ。彼には、『大きくて素晴らしいやつ・・・できれば戦闘用ブーメ
ランだったら、最高だ』と言いなさい。彼は帰国する前に、生

い の ち

命を落とすか投獄されるかす
るだろう。ところで僕のブーメランは、戦闘用ブーメランだ。非常に堅い木でできており、
両端は尖

とが

っている。切っ先は剣
つるぎ

のようで、三日月状に鋭く尖っている。これを持っていたた
めに被

こうむ

った私のトラブルは、まずブリスベーンの街路から始まった。どの旅行鞄にも詰め込
めそうにないので、鞄の外側に縛りつけることにしたのだ。鞄の両端は、羊の角のようになっ
た。私が双頭の羊に最初に気づいたのは、1 人の老紳士に鞄がぶつかった時だった。『ち・・・
ちょっと、あんた、それは何だい ?　ズボンが破れちゃったよ。』私は謝罪し、たいへん申
し訳ないことをしたと思った。老人が最初に私、そして彼のズボン、次に角の両端部を眼鏡
越しに睨

にら

みつけた目つきは忘れられない。最後のひと睨みは、私の採るべき道を決定した。
それから後、駅に到着するまでにより注意深く振る舞い、ブーメランをかなり上手く扱える
ようになった。

　券売窓口では混雑のまっただ中、後の人々は私を押し、私は両頭の怪物を両脚の間に突っ
込んで、前の人の股

こ

間
かん

のものの邪魔をするはめになった。その人が飛び上がったりモゾモゾ
する動きの、なんと滑稽だったことか。『失礼。ブーメランなんですが』と、私は言い訳

わけ

した。
『ブーメランなんか、吊

つ

るし者にしろ！』と、一人の男が言った。『こんなところでそんな物
を運んでいるなんて、どういうつもりだ？』そのうちにブーメランを鞄に突っ込んで、群衆
を縫ってやって来る男がいる噂がだんだん広く知れわたり、人びとは私たちのために通路を
空けてくれるようになった。それから 6～7 日の間に、ブーメランのためにした山のような
お詫

わ

びは、もう少しで私を亡き者にしてしまうところだった。

　鉄道の客車へ出たり入ったり、客室が無い多くの人たちの群れに近づく度に、私はいつも
自分の方から、『あぁ！失礼します・・・えへん！ブーメランを持っています』と、告げな
ければならなかった。ある時などはバッグが横風を受けて、回転して私の脚のあちこちにぶ
つかった。その結果、かぎ裂

ざ

きを繕
つくろ

ってみっともなくないようにするために、何本かのピン
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を拝
はい

借
しゃく

しなければならなかった。ズボンと脚が台無しにされたことは、言うまでもない。
脚は治っても、ズボンはそうはいかなかった。新しい 1 着を購

あがな

うために、26 シリング［20
シリング＝1 ポンド］かかった。1 度ならず、それを投げ捨てようと思った。だがブーメラ
ンは、投げた人目がけて戻ってくると聞いていたので、勇気をくじかれた。重さ 40 ポンド

［18 ㎏］もあり、三
み

日
か

月
づき

刀
とう

の切っ先をした物が、頭の周りでぶんぶん飛び回るようなことは、
とても我慢できるリスクではなかった。もしそれを私の代わりに投げるように、誰かに頼ん
で金を払ったら、私は過失致死罪で起訴されたかもしれない。それがたとえ手ごろなサイズ
の、ブーメランだったとしても、私はむしろ彩色されたヴィーナスかフランケンシュタイン
などの化

ばけ

物
もの

と、早く友だちになりたいものだ。

　そんな経験から私はブーメランを試
ため

してみたが、これまでのところ ʻノアの箱船の鳩ʼ の
ような様子は見受けられなかった［旧約聖書・創世記の物語によれば、洪水が一段落した
40 日の後、2 度ノアが放った鳩は留まるところがなく、箱船に戻って来た。しかし 7 日後に
放った時にはオリーブの枝を加えて戻り、さらに 7 日後には戻らなかったという。ブーメラ
ンが戻ってこなくなる形跡が、無かったことを言っている］。最初それを、2～3 フィート
投げるだけのつもりだったが、それより遠くへ投げてみる勇気が出たので、初めは刃の向い
ている方向、次いで横方向、水平方向、切っ先が向いた各方向、真っ直ぐ方向、上、下、斜
め前、後ろ方向、上方向、外側、さらに 50 や 60 通りのやり方と方向へ・・・しかし私がそ
の手間のかかる物の後を追いかけて歩き、拾って戻って来なければならないという結果は、
いつも変わることが無かった。その武器を置き去りにするのが、怖ろしかった・・・それは
きっと誰かを殺

あや

めただろうから。私はそのブーメランの後を追いかけて、ほぼ 1,700 マイル
［2,700 km］は歩いたと信じている。ブーメランが戻ってくるようにする唯一の方法は、人
に金を払って取ってこさせるか、紐を結びつけておくことだった。ブーメランが戻ってくる
というのが ʻ神話ʼ であることは言うまでもないが、これから後

のち

はあくまで神話として、
一
ユ ニ コ ー ン

角獣と致命的なウパス毒［東アジアに広く分布する常緑樹から採れる毒。毒矢に用いる］
が蔓

は び こ

延る僻
へき

地
ち

へと、早々に追いやってしまおう。」

　こんなことを書いた後に、ブーメランには元の場所に戻ってくる能力、しかも 1 度ではな
く何度も戻ってくる能力がある、と言い張る紳士に出会った。彼の心を悩ましているのは、
どうやってそれらが戻ってくるのを防ぐか、ということだった。「ブーメランには、じっと
しておとなしいブーメランと、跳

は

ね回るブーメランがある」と、彼は主張した。私のブーメ
ランは、おとなしいものである可能性がある。もし彼のブーメランが 2 人の警官をぶち倒し、
群衆を散り散りに追い払うだけですまなかったなら、彼はいまごろ監

ご く

獄に繋
つな

がれていただろ
う。それは、こんな風に起きた。「つまりね、僕はその時」、彼は言った。クリスマスが近づ
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いているので、子供たちを楽しませるものを買いたいと思っていたんだ。そう、僕は町の大
通りの角にある大きな玩

おもちゃ

具屋に行って、たくさんの機械仕掛けの人形や揺れる木馬を眺めた
後で、それとは違うもの、ブーメランを買うことに決めたんだよ。若い娘さんは、それをしっ
かりした茶色の紙のシートに包みながら、良いプレゼントを選びましたねと言ってくれた。
バスに乗った時には日はとっぷりと暮れ、ブーメランの包みは膝に乗せた。僕はそれが 1、2
度、隣の老婦人の膝の方に向かって、じりじりとにじり寄り始めたのを見ていた。「あなたの
その包みは、やんちゃ坊主ね」と、彼女は言った。その時、包みが跳

は

ねた。「おやまあ！」と
老婦人。「どうして？生きてるわ！」。「お気になさらないでください」「まったく害はありま
せん」と僕は言って、包みが静かにしているように、両手を上に載せて押さえつけた。「た
だのブーメランで、子供を喜ばせるために買ったんですよ。」ブーメランという言葉に、誰
もが電気ショックを受けたように見えた。1 人の若者は彼の片

モ ノ ク ル

眼鏡を持ち上げ、老紳士は眼
鏡越しに眺め、老婦人は当てずっぽうに蝙

こう

蝠
もり

傘を開き、誰もがじりじりと後ずさった。たと
え僕がそれを ʻ地獄送りの機

マシーン

械ʼ だと言ったとしても、これほどショックは大きくなかった
だろう。「おやおや、あなたはとんでもない腕

わん

白
ぱく

小僧だこと！」と老婦人は、傘を盾のよう
に構えながら言った。だがちょうどその時、バスが僕の家の通りの角で停まったので、皆さ
んにおやすみを告げてバスを降り、あなたのご想像どおり、ホッとしたんですよ。妻が僕の
ために、家のドアを開けてくれました。「マリア」「僕は君と子供たちを喜ばせようと思って、
ブーメランを買ってきたんだよ」と言いました。「あら、あなた」、そして彼女は、腕を僕の
首に巻き付けました。彼女がブーメランをどんなものだと思ったのかは、分かりません。し
かし彼女が僕の首にぶら下がっている間に、包みは僕の腕から床に滑り落ちたんです。

　この不運な事故に続く一連の出来事については、おぼろげな記憶しかありません。ブーメ
ランの尖

せん

端
たん

が紙を突き破って止まるまでのしばらくの間、包みは床の上を跳
は

ね回り、旋回し、
ワルツを踊り、捻

ねじ

れ、あらゆる方向に寝転がり、部屋中をぐるぐる回っていました。マリア
は床に這

は

いつくばり、僕は頭に 2 度の強襲を受けましたが、何とかソファの下にもぐり込む
ことができました。猫は昇天し、シャンデリアは粉

こな

微
み

塵
じん

に、あらゆる装飾品も棚から綺麗さっ
ぱり一

いっ

掃
そう

されました。それからブーメランはひと息つき、サイドボードの角あたりで、その
先っぽで危うくバランスを取りながら立っていました。すると突然ある考えが浮かんだらし
く、階段を上っていきました。次の 10 分間、僕は僕のクリスマス・プレゼントが、2 階か
ら屋根裏部屋にいたる各部屋を砕

くだ

き回る音を、たっぷり耳にする恩恵をたまわりました。お
手伝いさんと子供たちは、幸い地下室に逃げこみました。突然音が止

や

み、僕の姿をソファの
下で見つけたマリアは、ʻクリスマス・プレゼントʼ は今、ひと休みしているらしいと小声で
伝えてきました。「極

ごく

楽
らく

での一服だよ、マリア」と、僕は言いました。「ああトム、何を言っ
てるの。表通りへ走って出て、助けを呼びましょうよ。」僕たちがソファの下から這

は

い出る
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と同時に、最上階でピョンピョン跳ねる音が聞こえていたブーメラン君は今や、下の階に降
りて来つつあります。「ドアを閉めて！」。マリアが叫んだ瞬間、僕はドアを閉めました。鍵
穴から覗くと、首の周りに紐と飾りリボン、2 枚の茶色い紙を巻きつけたブーメラン君が、
階段の最下段に座り込んでいるのが見えました。その時玄関ドアで、突然激しいノックの音
がし、それを耳にするとブーメラン君は、先っぽで立ち上がり、もっと運動したがっている
ように飛び跳ね始めました。マリアは窓まで走って行って、「まあ、トム、警官が 2 人もい
るわ！」と言いました。「玄関の鍵を投げろ。そして中に入ってくるように、言ってくれ。」
僕は廊下の友人を見張るのに忙しくて、警官の尋問に答えるどころではありませんでした。
マリアが窓を開けるころには、群衆が集まって来ていましたが、マリアの黒い瞳ともつれた
髪を見た彼らは大笑いし、年をくった女の子が夫に閉じ込められていることについて、口々
に囃

はや

し立てました。「失礼、奥さん」、警官は帽子に手をやりながら言いました。「私たちは、
この家にいる紳士を、ブーメランを持って通りを通行したかどで、逮捕しに来たんです。」「そ
うなんです、お巡りさん。ここが彼が入っていった家ですよ。私はしっかり見ましたよ。」
群衆の中にいた老婦人が告げ口しました。僕にその声が、バスの中で隣にいて、僕のことを
腕白小僧と呼んだ婆さんの声だと分かりました。「ちょっと」、法的トラブルを考えて恐れに
駆られていたマリアが言いました。「ちょっと、なんてことなの！」僕はマリアに囁

ささや

きまし
た。「わかった。確かに家の中にいるって言えよ」「そして彼らに鍵を投げてやれ。ブーメラ
ン君が、彼らをかたづけてくれるだろうよ！」その時僕には、まるでそのやりとりを理解し
ているかのように、ブーメラン君が上下に踊り回り、廊下でワルツを踊りまくるのが見えま
した。

　警官がドアを開けた時、ブーメラン君の振る舞いを眺めているというのは、なんともいえ
ない楽しみでした。ブーメラン君はコツコツ優しい類

たぐい

の音から始めて、部屋の一方から一方
へ、プリマス兄弟［不詳。当時の芸人だろう］のバンジョーのように、素早く跳ね回りまし
た。彼は明らかに、群衆を追いかけるという楽しみのために、人々が逃げ出すのを待ち望ん
でいたのです。群衆が駈けだすや、その逃走ぶりは凄

すさ

まじいものでした。「がんばれ、婆ちゃ
ん」、1 人のいたずらっ子が 2 階の窓から、僕を犯人扱いした老婦人に向かって叫びました。

「ブーメラン君が、追っかけてるよ！」。群衆が奪って綺麗さっぱり無くなるまで、玄関ドア
の前に置かれていた籠いっぱいのボロ服は、ほどいて使えば 1 ヶ月の間、製糸工場を操業さ
せられるだけの量でしょう。1、2 週間の間、家は周囲を包囲された状況でした。誰も最初
に道の様子を見ずに、ドアの外へ出て冒険する者はいませんでした。最終的に僕たちは、家
から家へと伝い歩くことになりました。事前に打ち合わせた合図によって、僕たちのために
ドアが開けられる。もしすべてが解決されていれば、僕たちは突進したでしょう。もしブー
メラン君が追いかけて来ていたら、バンと音をさせてドアを閉め、彼がいなくなるまで待っ
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たでしょう。1、2 人がショットガンを試
ため

そうとしましたが、少しも名案ではありませんで
した・・・それは彼をさらに獰

どう

猛
もう

にするようにみえました。

　街
まち

中
じゅう

の猫と犬を綺麗さっぱりかたづけた後、ブーメラン君は突然、街から姿を消しました。
僕が最後クラレンスビルにいた頃、彼がニューイングランドの羊に猛威を振るって回り、軍
の分

ぶん

遣
けん

隊
たい

が救援の手を差し伸べたと噂で聞きました。

　僕の経験では、ブーメランが戻って来ないことは言うまでもありません。難しいのは、そ
れを遠ざけておくことなんです。

　『植民地のホントとウソ』にはまた、ミルンが深刻な地震の災害が起こりやすい地球上の
別の地域、ニュージーランドのウエリントンにいた時に書いた、地震に関する話も収められ
ている。話は “地震について” という表題で、地域クラブでのポーカー・ゲーム騒動を話題
にしている。

　「ある時地球の振動が、クラブ内で行われていたポーカー・ゲームの邪魔をした。地震が
起きた時点で、賭

か

け金の総額はかなりの額、45 ポンドに達していた。揺れが襲った時、ポー
カーをしていた人たちは安全のため、ありとあらゆる方向に向かってあわてて飛び出した。
揺れが収まったあとで、ポーカー参加者のうちの 1 人の姿がないのに気がついた。彼は棚の
中で、震えおののいていた。皆は笑いながらたっぷり 1 杯やった後でゲームに戻ったが、賭
け金が無くなっているのに気がついた。そしてそれは、とうとう見つからなかった。しかし
棚の中で震え、そんなに震えていることを皆が笑っていた男は、実際には賭け金をポケット
に入れ、その後で静かに棚の中に入ったのだった。翌週、彼がブランドものの新しい時計を
ひけらかしている姿が、街

まち

中
なか

で見かけられた。」

　それは過去に出版された文学作品の、傑作の 1 つとはいえないだろうが、それにもかかわ
らず、もっとも楽しい読み物には違いないだろう。
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訳者あとがき

　地震研究所に勤めて間もなく、1 人の希
け

有
う

な人物と出会うことになった。Web ページの
『地震研究所のあゆみ』を書くために、この国の地震学史を調べ始めたときだった。同じ頃、
国立科学博物館で「ジョン・ミルン没後 100 年」の小展示企画があり、数枚のパネルで彼の
人生を要約することになって、本書に出会った。前後して、ミルンご一族の William Twycross
や Jenny Milne に、お会いする機会にも恵まれた。その昔、地震研究所の教授方がポケット
マネーを出し合って購入し図書室に寄贈された、ミルン自筆の葉書に会うために、Jenny は
来所もされた。
　ミルンに魅せられたのは、その信じ難い行動力と、彼が中心になって創立した日本地震学
会創立の会合で朗読した、『地震学総論』（Seismic Science in Japan）で展開された、現代
地震学に向けての視野の広い展望だった。

　そうするうち何としても、100 年前の彼に会いたくなり、Miss Shanka の案内で、ミルン
の終の棲

すみ

家
か

、ヴィクトリア女王の避寒地だったというワイト島に渡った。「島ではしばらく
忘れ去られた」ミルンの体温を肌に感じ、日本の若い研究者の皆さんにも、ぜひ彼の面影に
触れてもらいたくなった。
　4 年後 2018 年に再び渡英し、ミルンの故郷ロッチデールを訪ね、著者 Paul にもお会いし
て、邦訳の許諾をいただくつもりだった。ところが入国審査の場で、思わぬ面倒に行き当
たった。老人が半年もの長期間、単独で滞在することが不審を招いたのだ。若い審査官は
John Milne の名前はもちろん、“Seismology” という単語さえ知らなかった。ミルンが島の
みならず、母国でも忘れ去られようとしていることを実感した。
　その後、地震研究所 100 年史の編集に関わることになったためもあり、本編の刊行が時機
を失し、Paul が持病の悪化で、2023 年末に息を引き取られたことを知った。

　この 1 冊を彼の墓前に捧
ささ

げるとともに、序文を寄せてくださった山下先生、翻訳、内容の
点検・監修をしてくださった平石先生、佐竹先生、異国で英語も足元もおぼつかない老人の
通訳・案内・付き添いをしてくれた Miss Shanka、異例の刊行をお認めくださった学術報告
委員会の先生方に、衷

ちゅう

心
しん

より感謝申し上げます。

　ミルン理解の参考となるよう、下記の図を訳者が追加しました。
図 2、19、20、21、31、34、35、36、37、38、39、46、50、55、56、57、70、71、72
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